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プロローグ







　海を見下ろす崖がけと急きゆう斜しや面めんになった森に挟はさまれ、海岸線に沿った険しい隘あい路ろ。夕ゆう陽ひに照らされた赤い景色の中を、二頭立ての屋根付き馬車がそろりそろりと進んでいく。

　馬を引くのは、革かわ鎧よろいに身を固めた王国連合の正規兵。前後を更さらにふたりずつの槍やり兵が固めているので合計六人という、小さな荷馬車一台を守るには厳重すぎるとも言えるほどの布ふ陣じんだった。

　ただ、警備の厚さに反して兵士たちの態度はどこか不安げだ。

　右に左に、あるいは馬車そのものに、不安げな目を向けては時折肩かたを窄すぼめ、ひそひそと小声を交かわしている。周囲を警けい戒かいするというより、むしろ怯おびえているのか。彼かれらはあちこちに目を配っているのに気付いていない。森の奥おくから、自分たちを見下ろす者がいる事に。

「なるほど。徴ちよう税ぜい隊も襲しゆう撃げきを恐おそれて、敢あえて狭せまい裏うら街かい道どうを通るようになったという噂うわさは、本当だった訳だな」

　密生した木々の陰かげ、身を潜ひそめた若い男が小さな声で呟つぶやく。

「どうします？」

　若者の側に控ひかえた人物が、やはり小声で訊たずねる。外がい套とうについたフードを深く被かぶっているため、体格や容よう貌ぼうはおろか年ねん齢れいさえも判別できない。

　そんな格好をした者が、他にふたり。

「決まっている。この好機を見み逃のがす意味はない。行くぞ！」

　白いマントをなびかせて走り出だした若者に、フード姿の三人が続く。

「そこの連中、止まれ！」

　馬車の前に飛び出し――しかし武器が届かない距きよ離りを保ち――立ちはだかる。

　若者の声に、兵士たちが足を止める。

「な、何者だ？」

「説明する必要があるのか、王国連合の兵士ども？」

　派手な動きでマントを翻ひるがえし、若者が告げる。

「失われたランデルワースの王子・シェバード。そしてそれに従う魔族の姫ひめ三人の事は噂に聞いているだろう？　それがゼルイカでクレモン県令の率いる軍を破った事も。馬車の中身は金か？　命が惜おしければ、おとなしくそれを置いて立ち去れ」

　若者が、腰こしの鞘さやから長ちよう剣けんを抜ぬき放つ。

　人魔大戦の責を押おしつけられ、王国連合によって解体されたランデルワース王国。処しよ刑けいされたはずの王子シェバードが実は生きていて、魔族の姫ひめ君ぎみ三人を率いて復ふく讐しゆうのために立ち上がった――その事実は、三か月前のゼルイカ攻こう防ぼう戦せん以来誰だれもが知るところとなった。

　勇名であれ悪名であれ、知しれ渡わたっているのなら利用しない手はない。

　連合の兵、民間の隊商、いずれもこの名を口にするだけで一目散に逃とう走そうする。これまで何度も実行し、経験済みのやり方だ。

「ん？」

　しかし、若者の期待に反して兵士たちは逃にげない。

　数歩退き、馬車の至近から離はなれただけだ。

「ど、どうした！　こちらの強さを知らない訳ではあるまい？　武器を捨てて逃げればそれ以上は追わないが、あくまで刃は向むかうのであれば容よう赦しやはしないぞ！」

　兵士たちが更に数歩後退するのに応じて、同じだけ近づく。

　あくまで相手を威い圧あつし続ける。

　逃げ腰ごしと判断されたら、そこでお終しまいだ。

　不安を押し殺ころしながら前進する若者たち四人が、不可視の一線を越こえた刹せつ那な。

　馬車の扉とびらが開き――否いな、内側から破は壊かいされて異形の者が数人姿を現す。

　全体像シルエツトは痩やせた人間に似ていた。胴どう体たいに手足が各一いつ対つい、そして上部には頭。ただし、その頭が人とは似つかぬ代しろ物ものだ。

　頭部の半分を覆おおう巨きよ大だいな複眼、鋭するどく針のように伸のびた口こう吻ふん、額から生えた触しよつ覚かく――蚊かを思わせる奇き怪かいな姿。全身を覆っているのは、金属の鎧ではない。艶つややかで硬こう質しつな、生来の甲こう殻かくだ。

「ひっ！」

　若者の顔が恐きよう怖ふで引きつり、足がもつれる。

　四人とも転んだので首筋を狙ねらう口吻から逃のがれられたのは、幸運と呼べばいいのか。

　否。転てん倒とうは焦あせったせいでも偶ぐう然ぜんでもない。四人の足に、銀色の触しよく手しゆが絡からみついていたのだ。

　それに引っ張られ、地に伏ふしたままの四人の身体が引きずられ、蚊の頭を持つ異形から急速に遠ざかる。

　摩ま擦さつでフード付きの外套がめくれ上がり、中の姿が露あらわになる。魔族の姫などではない。それどころか女性ですらない。三人とも男性だ。ただ背せ丈たけが小こ柄がらなので、全身を覆ったら女性に化けてもどうにか通用しそうというだけの。

　リーダー格の男も三〇前後で、貧相な顔立ちをした黒くろ髪かみの男だ。

「Ｖｖ？」

　予期せぬ状じよう況きように、蚊の頭を持つ者たちが奇き妙みような声を立てる。恐らくは疑義を表明したのだろうが、人間には発声不可能な音だった。

　複眼の視線が向いた先では、四人の姿があった。

　最初に現れたのと数だけは同じ四人。中央に立っているのが白いマントの男である点も似ている。

　しかし、他の三人はフード姿とは似ても似つかないものだった。

「刺蚊しぶん族――麻ま痺ひ毒と吸血能力を持ち、不意打ちで相手を刺さす暗殺を得意とする魔族の一種です。数は四。匂においで判断する限り、馬車内に隠かくれていた以外の伏ふく兵へいは存在しません」

　両手に短たん剣けんを構えた女が、長い黒髪を夕風になびかせながら説明する。身に纏まとっているのは肌はだを広く曝さらした独特の衣装だ。ただし、喉のど元もとには獣けものに嵌はめるような首輪。

「状況報告。保護対象として指定された固有名めい称しよう不明人間四個体を無事確保。次の指示を要求します」

　幼い声こわ音ねで感情の籠こもらない奇妙な言い回しは、華はなやかなドレスを纏った銀ぎん髪ぱつの童女のものだった。男たちの足首を縛しばってたぐり寄せた銀の触手は、彼かの女じよが抱かかえた熊くまの人形から伸びている。

「そのまま拘こう束そくしつつ保護しろ。無害だが、ちょろちょろと余計な動きをされたら邪じや魔まだ」

「命令受じゆ諾だく。ロアロは人間四個体の確保を継けい続ぞくします」

　指令を下したのは、白いマントを翻す少年。

　華か美びではないが高貴な印象の鎧、腰には細剣レイピアと指し揮き杖じよう。端たん整せいで優美な顔立ちながら、右目の上を縦断する傷きず跡あとから生じる鬼き気きが、彼を単に「上品な貴公子」と形容する事を許さない。

「ま……まさか……本物！」

　黒髪の男――偽にせのシェバードは倒たおれたまま見上げて叫さけんだ。

　自分たちが騙かたっている存在の、本物とこんな形で遭そう遇ぐうするなんて。

「ジェーナは人間の兵士を捕とらえろ。刺蚊族の始末は――アリン、お前に任せる！」

「確実に、我わが主！」

　ジェーナと呼ばれた黒髪の女が口笛を吹ふくと同時に、彼女の周囲に青白く輝かがやく狼おおかみの姿が数頭現れた。ジェーナ自身と一いつ緒しよに木々の間を素す早ばやく駆かけ抜け、一気に敵兵へと肉にく薄はくする。

「分かった！」

　最後のひとり、赤毛の少女も走り出す。

　動きに合わせて躍おどる髪かみが、一いつ瞬しゆん燃えさかる烈れつ火かのように見えた。

　いや。それは錯さつ覚かくではない。

　赤毛の少女の全身を、実際に紅ぐ蓮れんの炎ほのおが包つつんだのだ。

　即そく座ざに炎が消えた後には、白い身体を露ろ出しゆつの多い鎧で守った姿が現出する。

「出て！〈流転パンタレイ〉！」

　首を飾かざるチョーカーの宝玉から、大剣が現れた。

　刀身が鋼ではなく、宝石のように赤く透すき通とおった異様な武器。

「Ｖ、ｖｖｆ！」

　刺蚊族の口吻が更に伸び、大人の腕うでほどの長さに変わる。

　人ではあり得ない奇怪かつ精せい妙みような動きで、四人の刺蚊族が散開する。正面、右、左、上、それぞれの方向からアリン目め掛がけて襲おそいかかる。

「はぁあああっ！」

　アリンは〈流転パンタレイ〉を袈け裟さ懸がけに振ふり下おろして正面の敵を両断した。

　全身を覆う甲殻を紙の如く引ひき裂さき、そのまま刹那の逡しゆん巡じゆんもなく駆け抜ける。

　他の方向からの襲撃は、一瞬前までアリンが存在していた空間に虚むなしく口吻を突つき刺しただけだ。

「〈竜顎ジヨーズ〉、〈竜角ホーン〉！」

　アリンの叫びに応こたえて〈流転パンタレイ〉が大剣から鋏はさみ状じようへと、瞬しゆん時じに変形する。

　ふたつの切っ先の片方を地面に突き刺し、それを軸じくにして強ごう引いんに半回転。方向転てん換かんを終えると同時に剣へと戻もどった〈流転パンタレイ〉を振るって、もう一体の刺蚊族を撃げき破は。更に後方へ飛とび退のいて間合いを開く。

　両断された刺蚊族は――刺蚊族の残ざん骸がいは、焦こげ臭くさい臭いを上げながら左右に倒れた。

「Ｓｈｖｖ！」

　怪かい音おんを上げ、残る二体が同時攻こう撃げきを仕し掛かける。

「はんっ！」

　応じるアリンは、鼻で笑うような短い声。

　右の一体に向けて片かた腕うでで〈流転パンタレイ〉を突き出しながら、もう一体には赤く輝く籠こ手てに覆われた左手を差さし伸べる。

〈流転パンタレイ〉の切っ先が右側の頭を貫かん通つうして砕くだき、左拳は灼しやく熱ねつの光を放つ。猛もう毒どくを秘ひめた口吻がアリンに触ふれるより早く高熱で変質し、巨大な複眼は自身の含ふくむ水分の沸ふつ騰とうで内側から変形し、破は裂れつする。

　アリンが魔族を四体仕留める間、既すでに王国連合の兵士たちはジェーナが放った狼ろう精せいたちに取とり押さえられ、組くみ伏せられていた。

「俺おれたちが何度も襲っている税の運うん搬ぱん隊を偽ぎ装そうし、暗殺と奇き襲しゆうに長たけた魔族で攻撃を仕掛ける――か。単に数を頼たのんで正面から当たるよりは大分ましだが、まだまだこちらの力を見誤っているな」

　動けぬ兵士たちを見下ろしながら、シェバードは冷れい淡たんに言い放つ。

「こっちも場数踏ふんで、連れん係けいも上う手まくなったもんね。少数でも手て強ごわい魔族はあたし、遠くで逃げようとする人間はジェーナの担当ってね」

　親指を立ててアリンが笑った。

「さて、確かく認にんだ。この作戦は魔ま皇こう帝ていの指示でなく、王国連合の発案だろう？」

　訊ねられた兵士は、冷ひや汗あせまみれの顔を縦に振った。首筋には狼精の牙きばが迫せまっている。

「どうして？　魔族を使ってるんだから、魔皇帝が考えたんじゃないの？」

　基本の剣状態に戻した〈流転パンタレイ〉を肩に担かついで、アリンがシェバードに訊ねた。

「人間の兵士では俺たちに歯が立たないが、大規模に魔族を動員して人に見られ、噂になるのもまずい。表向き和解しているとは言っても、互たがいに不干かん渉しようが原則だからな。裏で魔皇帝に屈くつしていても、連合上層部には人界を治めているのは自分たちだという自負もある。下らない、空くう虚きよな矜恃プライドだがな」

「そういえばゼルイカの戦いでも、最後の最後まで魔族使いたがらなかったっけ」

「しかしこんな風に小出しにするのは、実行する度に些さ細さいな損害が積み重なり、失血が増えていくだけの中ちゆう途と半はん端ぱな愚ぐ策さくだ。まだ正体や素す性じようは分からないが、魔大陸を統一するほどの力と知ち恵えを持つ者ならばこんな腰の退けた手を打つはずがないからな」

「わたしも同感です、我が主。威い狼ろう族ぞくや灼しやく竜りゆう族ぞくの力を知る者なら、刺蚊族程度が罠わなとして通じるとは考えないでしょう」

　ジェーナも、シェバードの推測を肯こう定ていする。

　ゼルイカ攻防戦に加わっていた蟻侠族もそうだが、魔族の中でも虫に似た身体を持つ者は個々人の自我が薄うすい傾けい向こうがある。そのため魔皇帝配下でも使い捨ての兵力として扱あつかわれる事が多く、決して中ちゆう枢すうでも主力でもない――ジェーナはそう付け加えた。

「ですから魔皇帝が本気で派は遣けんしたのなら、もっと違ちがう種族が送られてくるはずです。既に我々の陣じん容ようは伝わっているでしょうから」

　声に微かすかだが明確な憎ぞう悪おを込めて、ジェーナが説明する。

「そんなところだろうな」

　シェバードは軽けい蔑べつ混じりの苦く笑しようを浮うかべ、兵士たちを見下ろす。

「さて。抵てい抗こうしないというのなら、お前たちに取り立てて用はない。こういう作戦を任される程度には信しん頼らいされている兵士なら、このまま脱だつ走そうするという訳にもいかないだろう？　武器を捨てて逃げ帰かえり、無様な失敗の報告をするがいい。この程度の魔族ではお話になりませんとな」

「は、はいっ！」

　宣告を受けた兵士たちから、狼精が離れる。同時に、彼らは槍を放ほうり出して振り向むきもせずに全力疾しつ走そうする。

「で、連中は逃げてってめでたしめでたしだけど、こっちの連中はどうする訳？」

　アリンが立てた親指で、ロアロに縛られた偽の『シェバード』たちを差す。

「そのまま解放して構わん」

「え？　そうなの？　あたしたちの偽にせ者ものだよ。しかもシェバードはまだしも、あたしたちの代わりなんて全部男よ、男！　こんなの野放しにしてていいの？」

　偽シェバード一行の顎あごがガクガクと震ふるえた。

　既に捕ほ縛ばくされ、身動き出来ない状態。しかも相手は魔族の兵士四人を瞬時に屠ほふった者だ。

「あ、あの……そ、その、俺たちは……」

「情報照合。現在捕縛中の人間四個体は、過去にシェバード及およびロアロ、ジェーナ、アリンとの接せつ触しよく歴が確認されます。この四個体は、いずれもゼルイカ防衛戦の際に王国連合の槍歩兵として参加していた人間と同定されました」

「つまり、こいつらって連合抜けた後、あたしたちの偽者になって野盗になっちゃったって訳なの？」

「あの戦いでは、多くの脱だつ走そう兵へいが出た。一部はフランジェリーネらにゼルイカ市の傭よう兵へいとして雇やとわれたが、そうでない者の大半は軍に戻る事も出来まい」

「ああ、そういう事ね」

「そ……そういう事なんです。へへ……」

　理解したアリンに、貧相な顔の偽シェバードは曖あい昧まいな笑えみで追従する。

　敵前逃とう亡ぼうした者は、軍に復帰も叶かなわぬ犯罪者だ。故郷に帰って何食わぬ顔で畑を耕せるような者は少数派で、大半は犯罪者に堕だすしかない。

「それはそうと、あなたたち。事情はどうあれあたしたちが命助けたんだし、お礼くらいは言ってもいいんじゃない？」

「えっ！　あ、そ、そうですね。ありがとうございましたっ！　シェバード王子っ！」

　アリンの言葉に、偽シェバードたちが平へい伏ふくする。

「礼などいらん。俺が俺の都合で勝手に貴様らを生かしただけだ」

「いちいちそんな風に言わなくてもいいでしょ？　こういうのはちゃんとお礼言うのが正しいし、こっちは感謝を受け止めるのが普ふ通つうだと思うな、あたしは」

「正しい事に――正しいだけの事や、単なる形式に興味はない」

「シェバードは興味なくても、あたしは違うの。ただの形式だって、守って損するもんでもないしね」

　四人組を無視して、シェバードとアリンの間で言葉が飛び交う。

「あ、あの……そ、それでも俺たちはまだマシっていうか、節度守ってるつもりですよ。さっきだってはっきりと『俺はシェバード王子だ』って言った訳じゃありませんし……」

　何とかして歓かん心しんを買おうと、偽シェバードは上うわ目め遣づかいで説明する。

「あははははっ！　でも、勘かん違ちがいするように仕向けてるんだから同じじゃない？」

　アリンは、大声で笑う。

「あっ！　でもそれって、他にも何組もあたしたちの偽者が出回ってるって事？　結構名前売れちゃってるの？」

「だ、だって勘違いさせれば正規兵でもびびって逃げ出すし、村人が匿かくまってくれる事もありますから……」

　それ以前から徴税隊を襲って人身貢納に充あてられた女性を解放したり、奪うばった金を村々にばらまいたりしていたが、ゼルイカの戦い以降は「無実の罪を着せられて処刑されたランデルワース王の忘れ形見が存命で、復讐のために連合に牙を剥むき、庶しよ民みんを救っている」という噂は隠しようもなく広まっている。

　さすがに役人の目が厳しい大きな街では危険だが、辺境の村などでは「シェバード」を名乗った方が反応がいいのだと偽シェバードは語った。

「我が主。わたしは、名を騙る偽者を処分すべきだと考えます」

　ジェーナが提案しながら両手に短剣を構える。

　偽シェバード一行の顔から血の気が引く。

　陽気なアリンとは違って、彼女は偽者たちに僅わずかな笑え顔がおも見せない。哀あい願がんや愛あい想そが通じる相手には見えなかった。

　しかも実力では比べものにならず、捕縛され身動き不能の状態。

　ジェーナの硬質な眼まな差ざしを向けられ、偽シェバードの顔にどっと冷や汗が浮かぶ。

　だが――。

「構わん。このまま勝手にさせる」

「は？　しかし、このような者を好き放題させると、主の名めい誉よに傷が……」

「そんな名誉などより、実用の価値だ」

　不満そうなジェーナに、シェバードは説明を続けた。

　表向き彼はとっくの昔に処刑された事になっている。王国連合側としては当然、『巷こう間かんで噂される生き残りの王子は真っ赤な偽者だ』と喧けん伝でんしたくなる。では、実際に『偽者』が溢あふれている状況が連合にとって好ましいかというとそうではない。

　ひと組ふた組捕らえて処刑しても、シェバードを名乗る者は駆く逐ちく出来ない。まだ生きている中に本物がいるかもという民衆の期待をぬぐい去れないのだ。

「それにこういう連中が一種の囮おとりになってくれるおかげで、俺たちは動きやすい。王国連合は不足する兵力を、偽にせ者もの探たん索さくにも割さかなければならない訳だ」

「まあ、実際に連合の罠にもあたしたちより先に引っかかってくれたしね。堂々と名乗って敵を逃がしているのも、こんな風になるって計算のうちって訳？」

　アリンがまた微笑ほほえむ。

　抵抗しない敵兵を解放しただけではない。正義には興味がないと口にする彼が、敢えて義行を積んだのも、ここまで見み越こしての事だったのか。

「完全に誘ゆう導どうした訳ではない。高い確率で起こりうる、乗じやすい状況のひとつとして想定していただけの話だ」

　シェバードは事も無げに答える。

「ロアロ。連中を解放しろ」

「命令受諾。ロアロは人間四個体の拘束を解除します」

　しゅるしゅると触手が解け、銀色の熊へと戻っていく。

「お前たちは自由だ。後はどこへ行くなり好きにするがいい。もちろん今まで通りに俺の偽にせ者ものを続けても構わん。勝手に生きろ」

　シェバードはマントを翻し、道の彼方かなたを指さす。

　しかし、自由になった偽シェバードはただその場に立たち尽つくし、微び妙みように背を曲げて上目遣いで本物を見上げる。

「あ、あの……俺たちを仲間にしてもらえませんかね？　雑用でも何でも引き受けます！　このあたりなら、ある程度の土と地ち勘かんもありますし！」

　今まで偽シェバードとして略りやく奪だつ行こう為いを繰くり返かえし、無事だったのは単に幸運に恵めぐまれていただけだ。連合は魔族まで動員した本格的な対策に着手している。真の三魔ま姫きにとっては取るに足らない相手であっても、自分たちがあんなものに襲われたらひとたまりもない。

　ならば最も安全なのは、本物と行動を共にする事。

　そう考えての懇こん願がんだったが――。

「生あい憎にくだが、無能な仲間などいらん」

　それまで実行を三人に任せていたシェバードが、腰の細剣をすらりと抜き放ち、切っ先を偽者の首筋に当てた。

　刃やいばの冷たさだけはしっかりと伝わるが、肌には毛筋ほどの傷もつかない絶ぜつ妙みような剣裁きだ。男が恐怖で震えるのにシェバードの切っ先も小刻みに応じて、常に同じ強さの接触を維い持じしているのだ。

「どうしても付いてくるというのなら、邪魔な荷物としてこの場で処分する。お前たちはお前たちとして、好き勝手に生きろ。俺の名を騙るのも自由。ただし、お前たちのそういう生き方を利用するのも俺の側の自由――ただそれだけの話だ」

　すっ！

　剣が、離れる。

「は、はいっ！　承知しましたっ！」

　四人は全力でその場から逃げ去さり、シェバードたちだけが残される。

「しかし、せっかく俺たちが派手に立ち回り、他の連中も踊るように仕向けているのに、肝かん心じんの王国連合側の反応が鈍にぶいな。もっと足あ掻がいてもらいたいところだが」

　呟きながらシェバードはマントを外してアリンに手て渡わたし、視線を逸そらす。

「ありがと」

　そのマントで身を包みながら、アリンは全身の武装を解除する。

　彼女が身に着けているのは灼竜族固有の武具だ。普ふ段だんは首くび飾かざりの宝ほう珠じゆに封ふうじられている鎧と大剣が、アリンの意思に応じて顕けん現げんする。しかし、この力を発動させる際には全身から高熱を発するため、その都度衣服は使い捨てになってしまうのだ。

　武具が消えた素す肌はだの上に、シェバードのマントが優やさしく触れる。くすぐったいような、火ほ照てるような感かん触しよく。

　戦せん闘とうの後での着き替がえも、既に幾いく度ども繰り返しておなじみのやり口になっていた。もちろん予備の衣服も常に一、二着持ち歩いている。

「お待たせ」

「ああ」

　予備の服を着てマントを返すと、シェバードはそれを肩に羽織る。

「もう一度森の中に入って、適当な水場で野営しよう。夕食に、何か希望はあるか？」

「要求提出。ロアロは特に夕食の内容に希望はありません。シェバードが作製したものであれば、何であっても積極的に摂せつ取しゆします」

「昨日と一昨日、鳥だったから今日は何か違うものがいいと思うな、あたしは」

「では、わたしが野のう兎さぎでも狩かりましょうか。我が主？」

「ああ。頼んだぞ、ジェーナ。アリンも要求したからには、食べるばかりじゃなく作る方にも協力してもらうからな」

「わかってるってば。火加減とか、もうかなり自由になるし。あ、でも味付けはシェバードに任せるしかないけどね」

　笑いながらアリンが立てた人差し指の先に、小さな炎が点ともった。彼女が温度を制せい御ぎよするのに合わせて、揺ゆらめく色は赤から黄色、そして青、再び赤へと変化した。

「当然だ。お前がやりたいといってもそっちに手は付けさせない。味付けは俺の聖域だ。他人に干渉はさせん」

「シェバードって、本当に料理好きだよねぇ。ま、そのおかげであたしたち美味しいおいもの食べられるんだけど」

「獲え物ものの命をいただくのだもの。ただ生きるための義務として無む理り矢や理り口に押し込むより、喜びを伴ともなう食事である方がいいわ」

「同意表明。栄養補給が生命活動のために不可欠な行こう為いである以上、より快適である事が有効であるとロアロは判断します」

「そうだろう、そうだろう。食べて、眠ねむって、生きる。それは人間も魔族も変わらない。俺とお前たちが共有出来る感情だ」

　和なごやかに言葉を交わしつつ、四人は戦場を離れていく。

　太陽は、水平線に沈しずみかけていた。







第一章　会議は踊る。策略は舞う







　王国連合はその名の通り、構成各国が対等の立場で協力する機構だ――表向きは。

　従って常任の最高権力者などは存在しない。最もそれに近い立場は連れん絡らく会議の議長だが、その会議自体が定期的に催もよおされるようなものでもない。

　何しろ出席すべき者がそれぞれ一国の王だ。容易に自国を離れる訳にもいかない。

　現在、連合そのものを揺るがす危難に際して連絡会議を招集しようという声もあったが、それは見送られた。

　王が集まっている議場に、シェバードたちの襲撃を受ける危険を恐れたのだ。

　その代わり、各国から派遣された代表者による対策会議がドルオール王国の首都、内務大臣ドノヴァンの館やかたで開かれていた。

　この国が会場に選ばれた理由は単純だ。現在シェバード一味が最も頻ひん繁ぱんに出現する最前線で、新しい情報が集約されているからである。

「……とにかく脱走兵が多く、そいつらがまた山さん賊ぞくや偽シェバードになるせいで、軍の人手が足りん。関所を守る要員も不足するせいで、ますますシェバード一行の足取りがつかめなくなるという悪あく循じゆん環かんだ」

　豪ごう華かな会議室、円えん卓たくの一席を占しめる旧ランデルワース領イーゲル県の副県令がぼやく。

　クレモン県の軍が事実上壊かい滅めつし、バルフォア県令が戦死したため、当座の政治は暫ざん定てい的てきに隣りん接せつするイーゲル県が預かる事になった。ただし人員が圧あつ倒とう的てきに不足しているので、治安に関しては自由交易都市ゼルイカが組織した傭兵隊などに委い託たくするしかないのが実情である。

　ゼルイカの自治会議では、連合の統治能力は信頼に値しないので全面的な恭きよう順じゆんはせずに市の独立性を堅けん持じし、自身と顧こ客きやく、市場の安全は自力で守ろうと主張する若手議員が勢力を伸ばしているともいう。しかも商人たちの人脈を通じ、同様の考え方が各国に広まっているらしい。

「この一か月、連中が我がドルオール王国で活動するようになってから税や補給物資の輸送隊が襲われたのが六件、壊滅させられて再建ならぬ関所が四か所、中規模の駐ちゆう屯とん地ちもひとつ潰つぶされている」

　忌いま々いましげに報告したのは館の主でもあるドルオール王国文官の長、内務大臣のドノヴァン伯はく爵しやくだ。歳としは五〇過ぎ。どうやって肉を溜ため込んだのか尋たずねたい程ほどの肥満漢で、室内の空気は涼すずしいのに始終首筋の汗を拭ぬぐっている。

「新たに徴ちよう兵へいして、人員を補ほ充じゆうするしかあるまい。もちろんドルオールの軍はドルオールが立て直すべきだが」

「それと併あわせて綱こう紀き粛しゆく正せいを徹てつ底ていさせるべきだな。脱走兵には厳げん罰ばつを以もつて遇ぐうすればよい」

「それには反対です」

　各国代表が口々に意見を述べる中、円卓から離れた壁かべ際ぎわの椅い子すに座した女性が挙手する。まだ若い。二〇歳をいくらも超こえていないが、引き締しまった体たい躯くと厳しい顔立ちと切りそろえて丁てい寧ねいに梳すいた髪が、刺し繍しゆうを施ほどこした華か麗れいな軍服に似合っている。

「何かね？　理由があるなら言ってみろ。確かミューディ……？」

　議長役を務めるグリオネン王国の大使が、顎で女性を差した。

「はい、ミューディ・リン・ヴォーガック。ドルオール王国正規軍特別治安騎き士し隊第二大隊隊長を拝命しております」

　背筋を伸ばしたまますっと立ち上がり、僅かに乱れた髪を指先で整える。

　彼女はこの会議の正式な出席者ではない。地元ドルオール王国の軍からの代表として、実戦担当の立場から意見を述べるオブザーバーとして参加しているのだ。

「志願兵あるいは代々の騎士軍人ならともかく、新たに徴兵した者に高い士気を期待するのは困難です。特に逃げれば殺さないというシェバード一味のやり方が知れ渡っている現状では、厳しい締め付つけによって脱走を防ぐのは無理と言っていいでしょう。むしろ軍内部の統とう率そつや脱走兵対策に余計な手間がかかると思われます。また、これ以上徴兵すれば農村などの労働力不足も深刻になります」

　これは代々貴族として領地を預かり、軍の要職に就ついているミューディの実感だった。

　今回の事件でも明らかな通り、徴ちよう兵へい制せいというのは手っ取り早いが国家への忠誠心が乏とぼしい者に武器を与あたえ、戦い方を教えるという諸もろ刃はの剣でもある。農村や街での経済が滞とどこおり、社会が不安定になれば、軍で覚えた剣や槍を他人に振るう者も現れる。

　短期的かつ本格的な戦時で、急きゆう遽きよ数を動員する必要があるならばそれでもいい。力で戦争を一気に終わらせ、集めた兵士たちもすぐに元の生活に復帰するだけだ。だが、今はまだ一応平時なのだ。ここで国民を兵力としてかり集めれば、国そのものがじりじりと自力を失って衰すい弱じやく死しする危険さえある。

「人間って、めんどくさいのよねぇ」

　ミューディの隣となりで、もうひとりのオブザーバーである少女が愉ゆ快かいそうに笑った。

　椅子を前後逆に置き、広げた両りよう脚あしで背もたれを挟む不作法な姿勢だ。それどころか会議中にも拘わらず、薄うす切ぎり肉をかりかりに焼いたものをひっきりなしに囓かじっている。

　場を弁わきまえぬ不作法に、ミューディの眉まゆが歪ゆがんだ。

　しかし、叱しつ責せきは出来ない。

　同じオブザーバーであっても、彼女はミューディとは違う。席を埋うめる各国の大臣や大使を束にしても、この少女の持つ権力には敵かなわない。

　厳密には、彼女の背景にある権力に。

　頭に巻き付いて冠かんむりのような形を成す一対の角。露出の多い奇妙な服装。そして背中に畳たたまれた左右色いろ違ちがいの奇妙な翼つばさ。

　人間ではない。

　この少女――グリギラは魔皇帝の密使なのだ。

　魔大陸からは他にも何人かの連絡要員が送り込まれているが、彼女はシェバード事件の担当として現在はこのドルオールを訪おとずれている。もっとも魔皇帝の関心は人間の王子などではなく、灼しやく竜りゆう族ぞくの生き残りらしいが。

「しかし、実際に兵が不足しているという現状をどうするんだ？　軍人としては代案のひとつもあるのだろう？」

　グリギラの混ぜっ返しを無視して、グリオネンの代表がじろりとミューディを睨にらむ。

「はい。シェバード一味が神しん出しゆつ鬼き没ぼつといっても、移動する速度には限界があります。これまでに彼かれらが現れたのは旧ランデルワース王国領内、および隣接するこのドルオール王国だけ。それもゼルイカを除けば、市街に遠い辺境のみです」

　背後の壁かべに掲かかげられた地図のタペストリーを指差しながら説明する。

　連合を形成するのは七つの王国。加えてランデルワースのように国家としての地位を失った土地が三か国分で大陸を占めている。

　これまでの交戦記録や目もく撃げき報告から考えても、シェバードたちは少人数故の身軽さはあるが、移動力は徒歩相応に限られる。

「現状危機に直面していないグリオネン王国やノーヴァン王国など遠方の国から軍を派遣してもらい、当地に集中配置してシェバード一味の行動半径を狭せばめていくべきかと愚ぐ考こうします。もちろん新たに編成した連合軍は、指揮系統を統一する必要がありますが」

「い、いや。それは反対だ！」

　名指しされた北方ノーヴァン王国の代表が立ち上がる。

「我が国くにの兵力は、我が国を守護するために温存せねばならん。シェバードどもがいつ襲ってくるかも知れんのだからな」

「こちらも同様だ。連合と言っても、各国の政治的独立は保たれねばならない。グリオネンを守る兵力を、他国のために割くいわれはない！」

「そうですか……」

　ミューディは肩かたを落とし、着席した。

　各国が対等と言うのは聞こえはいいが、裏を返せば最終的な責任を背せ負おう者が確定していないという事であり、全体を優先して考える者がいないという事だ。それぞれの国は己おのれの利益と安全を優先し、連合全体の危機に対して一いつ致ち団結どころか手を携たずさえるのさえままならないのだ。

　現状シェバードたちが行動しているのは大陸の南西部だけで、峻しゆん険けんな山さん嶺れいに隔へだてられた北部地方や不毛の砂さ漠ばくを挟はさんだ東部は被ひ害がいの気配などないというのに。

　この統治機構は規模の大きさに比して、あまりにも洗練されていない。

　しかも現在の中枢にあるのは、始まりの不正を知っている者たちだ。各国の独立と言っても実態は魔皇帝の指令には全く逆らえない。ただ己の罪が暴あばかれるのを恐おそれ、状況を変化させず、己の地位や権力を守る事に思考が偏かたよってしまうから、負担コストは出来る限り他者に押しつけようとする。

　その結果万ばん事じが後手後手に回り、偽シェバードたちが現れ、庶民が彼らを一種の義ぎ賊ぞくと見なして密ひそかに支し援えんするような現状まで生んだというのに。

　もしかしたら魔皇帝はこうなる事まで見越した上で、王国連合の設立を指導したのではないか。臆おく病びようで後ろ暗い人間たちが自律出来ないように――そんな疑念までミューディは抱いてしまう。

「それに、シェバード一党の主な戦力は魔族の裏切り者という話だ。ならば、駆逐するための兵力は魔皇帝側から提供してもらうのが筋ではないか？」

　イーゲル県県令が立ち上がる。

「その通りだ。人間では対たい抗こうしようがないのだからな」

「聞けば、シェバード側もそう言っているそうだ」

「前回のような少数による奇襲では役に立たなかったと、兵士から報告も受けている。それどころかシェバードたちに嘲ちよう笑しようされたと。次こそはきちんとした部隊を派遣して欲ほしいものだ」

　出席者たちは口々に主張し、詰なじるような縋すがるような眼差しをグリギラへと向ける。

「そっちがそう言うなら、あたしからお父様に頼んでも構わないけど、本当にそれでいいのぉ？」

　口元の脂あぶらを指先で拭いながら、グリギラが訊たずね返した。

「構わん。い、いや。是ぜ非ひお願いする。充じゆう分ぶんな戦力を送ってもらいたい！　現在、連中の被害を受けている我がドルオール王国にとっては急務。正式に依い頼らいする！」

　ドノヴァンが額の汗を拭う。

「あなた、大臣でしょ？　王様の許可とかもらわないで、セイシキにイライとか言っちゃっていいの？」

「か、構わん。私は内務大臣として、国王陛下より全権を委任されている！」

「はいはい。じゃ、了りよう解かい。あたしたちを頼たよるなら、最初っからそう言えば余計な被害も出ださずに済んだのにねぇ」

　背もたれの縁ふちに顎を載のせ、グリギラはけらけらと笑う。

　その隣で、ミューディは口唇くちびるを噛かみしめた。

　言葉だけは尊大に、他者の助力を懇願する。どうしようもない現実だが、軍人である彼女にとっては耐たえがたい屈くつ辱じよくだった。これでは王国連合は――否いな、人間は自らを守り、治める力が、意志がないと表明しているようなもの。

　それを理解しているからこそ、グリギラは嘲笑しているのだ。

　彼女の態度ばかりではない。ドノヴァンの言動もミューディを不快にする原因だった。

　公的に全権を委任されているのも嘘うそではないが、現在のドルオールは事実上ドノヴァンの専横の下にある。

　国王は老ろう齢れいで、善良ではあるが臆病で決断力に欠け、壮そう年ねんの頃ころから自ら政務を執とる事はほとんどない。人魔大戦の際も当時既に大臣だったドノヴァンに押おし切きられ、長年の友ゆう邦ほうであり、祖を辿たどれば兄弟国とも言えるランデルワース潰しに荷か担たんしたのだ。

「連合として軍を動かせないのなら、わたしから別の提案もあります」

　嘆たん息そくを飲み込み、ミューディは再度立ち上がった。決定権は無くとも会議に出席を許された身だ。現状を嘆なげくだけでなく、己に出来る役目を果たさなければ。

「一いつ般ぱん市民の間に連合への不満があり、シェバードへの期待や信頼が高まっている事が、追つい跡せきや捜そう索さくを困難にしています。市民の意識に楔くさびを打ち込むためにも、シェバードの実像について調査と確認が必要でしょう」

　実は生きていたランデルワースの王子という「伝説」が、市民たちのみならず兵士の間でも彼の名声と神秘性を高めている。ならば「処しよ刑けいされた」という公式発表の裏にある事実関係を確かめ、場合によっては公開するべきではないか。

　彼が本物の王子なのか。本物ならばどうして生存していたのか――そのあたりの事情についてはミューディ自身何もわからないのだ。

「う、うむ。そうだな。旧ランデルワースの関係者に、詳くわしい資料の提出を要求しよう」

　ドノヴァンが頷うなずく。

「それならば、調査よりも手っ取り早い手があるのではないか？」

　何か思いついたのか、グリオネンの代表が頬ほおを緩ゆるめた。

　自信に溢れた態度で彼が説明した「妙みよう案あん」に、他の出席者たちも賛同を示す。

「それには反対です！」

　ミューディだけが反対の声を上げる。

「口を慎つつしめ。君はあくまで専門家としての助言をするために参席を許されているだけだ」

「……はい」

　祖国の正式代表出席者に言われれば、ミューディは口を噤つぐむしかない。

　人間たちの諍いさかいを、グリギラは微笑みながら眺ながめているだけだった。
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「へえ、そうですか。旅の芸人さんで。それがまあ、こんな田舎いなかに何でまた」

　ドルオール王国山間の小さな村の外れ――玄げん関かん先さきでシェバード一行が名乗った偽いつわりの身分を、中年の農婦は素す直なおに信じてくれた。

「明日には峠とうげを越こえて、山向こうの街へ向かおうかと。最近は、表おもて街かい道どうは盗とう賊ぞくが出て危ないと聞いているもので」

　愛想の良い笑顔で、シェバードは農婦に説明する。

　若い娘むすめ三人と男がひとりだけという不自然な旅をごまかすための言い訳だ。ゼルイカ潜せん入にゆうの際に用いた手口の応用である。

　普段とは似ても似つかない猫ねこを被かぶった善良そうな態度に、アリンは笑いたくなるのを必死に堪こらえる。

　ゼルイカに入市した時の女装もあったし、案外この手の小こ芝しば居いが好きなのかも知れない。何しろ普段から言動がいちいち演技めいているくらいだし。

「本当にこっちの離はなれでいいのかい？　あたししかいないんだから、家の方に寝ね床どこを用意したっていいんだよ？」

　シェバードが宿に求めた小さな小屋と、それよりは大きな自分の家を交こう互ごに眺め、農婦が訊ねた。

「いえ。こちらで結構です。ちゃんと竈かまどもありますし、我々四人が寝ね泊とまりするには充分すぎるほどですよ」

　農婦の気き遣づかいに穏おだやかな笑顔で、頭を下げる。

「おばさん。ひとりだけって？　家族はいないの？」

　ふと気になって、アリンは訊ねた。

「旦だん那なには先立たれてねぇ。息子むすこがふたりいるんだけど、どっちも兵隊に取られちゃってんだわ」

「あ……ごめんなさい。立ち入った事訊きいちゃって……」

「いいんだよ。若いのが徴兵されるのは、今時どこでも当たり前の話だからねぇ。ウチのはふたりとも街の警備隊で、退たい屈くつな仕事だって手紙も来てるよ」

「そ、そうなんだ。よかったね」

　安あん堵どでアリンの頬が緩む。

「これは少しですが、宿のお礼に……」

　シェバードが銀貨を取り出そうとするのを、農婦は片手を立てて遮さえぎった。

「いいんだよ。お金なんてさ。それより芸人さんって言うなら、何か芸を見せておくれ。何しろこんな田舎だからね。そういうのを目にする機会なんて滅めつ多たにないんだ」

「え……えーと……」

　アリンの頬が、今度は引きつった。

　芸人というのはあくまで偽装の名乗り。実際には何も見せられるようなものはない。

「ジェーナ、頼む」

「わたし……ですか？」

　シェバードに名指しされたジェーナが首を傾かしげる。

「そうだ。軽かる業わざと手て業わざ、少しでいい」

「承知いたしました。我わがあ……」

　主、と言いかけて口を噤み、ジェーナは数歩後ずさって広い場所に出た。

　ひゅんっ！

　何の予備動作もなく、垂直に飛び上がる。

　そのまま空中で逆さになり、更さらに身体を捻ひねる。長い髪かみが螺ら旋せんを描えがく。落下し、地に突ついた片手をバネにして再び上じよう昇しよう。

　今度は身体を丸めて回転しつつ、空中で二本の短たん剣けんを抜ぬき、放り上げる。

　音も無く地面に降り立つと、遅おくれて振ふってきた短剣を両の手で同時につかみ取り、また放り投なげて空中で交差させ、逆の手でキャッチ。

　見事な技だ。

　ただし、あくまでも実戦の技術をそれらしく組み合わせただけ。芸としては、あまりに素す早ばやすぎてよく見えない。

　農婦もぽかんと口と目を開いているだけだった。数瞬遅おくれて、ようやくぱちぱちと拍はく手しゆを始める。

「す、すごいもんだねぇ……」

「何しろ前の一座が解散して、新米の我々だけで修しゆ行ぎようを始めたばかり。他にはお見せ出来るようなものがありませんのでご勘かん弁べんのほどを」

　マントの裾すそを持って恭うやうやしく一礼するシェバードの仕草は、それこそ曲馬団の口上師のようだった。

「いやいや、いいもの見せてもらったよ。一夜の宿のお代としちゃ充分すぎるくらいだね。じゃあ好きに使っておくれ。水は、裏の水路から汲くめばいい」

「ありがとうございます」

「それじゃ、あんたたちによき変化が訪れますように」

　定番の聖句を残して去る老ろう婆ばを見送り、アリンたちは板作りの離れに入った。日ひ頃ごろ使っていないからだろう。うっすらと埃ほこりが積もっている。

「使わせてもらうんだし、掃そう除じした方がいいよね？　水も汲んでこないと」

　アリンは、土間に転がっていた手付き桶おけを拾った。

「普通の掃除よりこっちが手っ取り早い。ロアロ、清せい掃そうしろ」

「命令受じゆ諾だく。ロアロは、屋内の清掃を実行します」

　手にした銀の熊くまがとろけて滴したたり落おち、床ゆかから壁、天てん井じようへと油ゆ膜まくのように広がり、すぐに元の形に復元した。

　さっきまでの埃は、すっかり消えていた。

「ほわぁ……」

　あっという間の出来事に、アリンはため息を吐つく。

「ありがとう。さっきの、ジェーナもだ。急に無理をさせて済まなかったな」

　ロアロの頭を撫なでながら、シェバードはジェーナに微笑みを向ける。

「いえ。我が主の期待に応こたえる事が出来て何よりです。ただ、代々習い鍛きたえた技を見世物のように扱あつかうのは、いささか苦痛ではありましたが」

　片かた膝ひざを突き、ジェーナは頭を垂れた。

　本来の威い狼ろう族ぞくは誇ほこり高たかき狩かりゆう人どであり、戦士だ。

　軽業も獲物を追って樹き々ぎの間を渡わたり、高所から落下した際に身を守り、あるいは自分よりも遥はるかに大きな敵と戦うためのものである。

　神が思いつくままに創造した種族を「失敗作」として押し込めた魔大陸には、人界には存在しない巨きよ大だいな生物も棲せい息そくしているという。

「済まなかったな。あの場では、お前の他に頼たのめる相手がいなかった」

「そう言っていただけると、やった甲か斐いがありました。戦いや狩りなら相手があるものですが、基本の技を見せるだけなら決してしくじったりは……あっ」

　何かを思い出した表情で、ジェーナは口ごもった。

「そ、その……一度だけ失敗しましたが……」

「あの時の事なら、気にする必要はない」

「……はい」

　シェバードの言葉に頷くジェーナの頬に、ほんの微かすかな朱しゆが差した。

「えっ、何？　何の話？」

「アリンには関係のない話よ。ずっと前の事」

「そ、そうなんだ。話したくないなら、別にいいけどさ」

　失敗のエピソードを知られたくないのは当然だし、無理に聞き出すのは無礼だとも思う。

　それでも、シェバードとジェーナの間に自分の知らない思い出があるという事実に、何な故ぜだか胸の奥おくに小さな疼うずきを覚える。

　自分でも理解出来ないもやもやを振り払はらいたくて、アリンは話題を変える事にした。

「芸人のフリはいい手だと思ったけど、実際に見せろって言われると困るよね。あたしが火出したり、ロアロの能力見せたりする訳にもいかないし。素直に、シェバード一行って言っちゃってもよかったんじゃない？」

　自じ称しようシェバードが何組も横行しているのだから、自分たちがそう名乗っても『数ある偽にせ者もののひとつ』と判断されるだけ。大した危険はないだろう。公的にはお尋ね者ものだが、先日遭そう遇ぐうした偽にせ王おう子じの話によればむしろ歓かん迎げいされるらしいし。

「男ひとりに女三人という組み合わせが、そんなうようよしているとも思えんがな」

「あ、そっか」

　あの偽者一行も襲しゆう撃げきの際には性別が判別しづらいよう偽ぎ装そうしていたが、あれは王国連合の兵士なら「シェバード本人と三人の少女」という構成を知っているからだ。それでも大人の男が本気でロアロを装よそおうのは無理だから、単に顔や体格をわかりにくくしているだけ。

　他の偽にせシェバードも似たようなものだとしたら、巷間に広まっているのはせいぜい四人組という程度だろう。さすがに宿に逗とう留りゆうする際にも女装しているとは考えにくいし。

「じゃ、やっぱり芸人っていうのを表看板にするのがいちばん無難かぁ。最悪、今回みたいにジェーナの技で何とか出来るし」

「他に手段がなかったし、我が主の命令だから仕方なく引き受けただけよ」

「じゃあ次があったらあたしが怪かい力りき芸人の真ま似ねしようか？　鉄の棒をぐいっとねじ曲げたりとか」

　サーカスにはそういう芸を見せる者もいると、本で読んだ事がある。

「それもひとつの手だが、ああいうのは見るからに腕わん力りよくのありそうな大男がやるものだ。アリンがやってみせても、何か細工トリツクがあると思われるだけだろうな。剣けんで多少の曲切りめいた技なら俺おれもやれない訳ではないが、芸としての面おも白しろみがある訳でもない。すまないが、似たような事がまたあればジェーナに頼む事になる」

「我が主の頼みとあれば……」

　シェバードの苦く笑しように、ジェーナが僅わずかに頭を垂れた。

「ま、見るからに何のごまかしもないすごい技だって、誰だれにでもわかるもんね。あたしのは単に生まれつきだけど、ジェーナはやっぱり練習とかした訳？」

　常人を遥かに上回る腕力、刃やいばも通さない肌はだ、そして全身から発する高熱――アリンの持つ能力は全すべて元より備わったもので、使い方も自然に理解出来た。細かい制御のために多少の訓練と〈武具〉による補助が有効だっただけだ。

　ロアロが操あやつる銀の流体も本来ならば身体の一部という話だし、起動してから一年程度しか経たっていないのだから、あれも技術というより単なる生来の機能だろう。

　しかし、ジェーナの体術は違ちがう。

　持って生まれた素質があっても一いつ朝ちよう一いつ夕せきで使いこなせるものではないように、アリンには思えた。

「特別な稽けい古こをする訳じゃないわ。物心ついて、兄弟姉妹と一いつ緒しよに育っていく中で、狩りの現場で学ぶものなの。獲物を捕とるためにも、外敵と戦うためにも必要な事だから」

　静かな、どこか遠えん慮りよするような口調でジェーナは答える。

「例えばさ。あたしも教われば身に付けられるかな？　もちろんジェーナみたいに華麗な技は無理でも、少しでも心得があれば戦う時有利だと思うんだよね。ほら、あたしの剣けん術じゆつとかって全部我が流りゆうだからさ。少しでも強くなれればいいかなーって」

「駄だ目めよ！」

　何気ない思いつきだったが、返ってきたのは想像よりも激しい拒きよ絶ぜつだった。

「あ……その……これは、威狼族が代々伝えてきたもので、わたしが一族最後のひとりとして受うけ継ついだものだから。アリンは仲間だけど、教える事は出来ないわ。それに――」

　声が沈む。

「――この技を駆く使ししても威狼族は敗れ……滅ほろぼされた」

「あ……。ご、ごめんっ！　あたし、つい軽い気持ちで言っちゃって……」

　一族最後のひとりという境きよう遇ぐうは同じでも、赤子のうちに魔大陸を離れて事情を知らずに育ったアリンと、戦いの中で家族や友達が追おい詰つめられ、殺されていくのをつぶさに見ていたジェーナは違う。

　仲間ではあっても、共有出来ない感情はある。安易に立ち入れない事情もある。

「いえ。技を本来とは違う使い方をしたせいで、わたしも少し感傷的になってしまったみたい。この技に磨みがきをかけて敵を――魔ま皇こう帝ていを討うつ事が、死んだ同どう胞ほうに報むくいる唯ゆい一いつの道だと今は信じている」

　それきり、ジェーナは口を噤んだ。

　敗北と殺さつ戮りくの記き憶おくだ。好んで語りたがらないのは当然だ。

　思えば、これまで一緒に旅をしていても彼かの女じよが魔大陸や魔族について一いつ般ぱん的てきな情報を提供する事はあったが、威狼族が滅ぼされた戦いそのものについて具体的に話した事はほとんどなかった。

　誰かが話したがっている事には、ちゃんと耳を傾かたむける。言いたくなさそうな事は、追つい及きゆうしたりしない。田舎育ちで無ぶ遠えん慮りよなアリンだが、一緒に旅する上でこのルールを大切にしなければならない事はしっかり理解出来ている。

「気持ちの問題もあるだろうが、ジェーナとアリンでは能力が違いすぎる。戦い方も根本的に異なるものを採用した方が効果的だな」

　彼なりに気を遣つかったのだろう。シェバードが口を挟んできた。

「ジェーナは敏びん捷しよう性せいに優すぐれる反面、肉体的には人間と大差ない。剣や矢で普ふ通つうに傷つく。従って素早く動き回り、相手に命中させないのが防ぼう御ぎよの基本になる。一方アリンには並の攻こう撃げきは通じないから、避よける暇ひまがあったら真正面からこちらの攻撃を叩たたき込んだ方がずっと効果的だ。そうだな――ロアロ」

　これまでずっと黙だまっていたロアロに、シェバードは話を向ける。

「ゼルイカ戦の状じよう況きようを盤ばん上じように再現しろ。敵兵力はひとりずつやっていたらキリがないから、抽ちゆう象しよう化かして部隊ごとにひと塊かたまりで構わない」

「命令受諾。ロアロは、ゼルイカ防衛戦における戦場状況を縮小模型で再現します」

　抱きかかえている銀色の熊がとろりと流れて床に広がり、四角い板状になった。そこから茸きのこが生えるように、いくつかの突とつ起きが盛り上がってくる。

　騎き兵へいや歩兵の動きを簡単な動きの駒こまで再現し、ふたりが交互の手番で対戦する軍ぐん棋ぎというゲームがある。アリン自身はルールを知らないが、ギース島で村長が指しているのを見た事があった。

　ロアロが作り出した模型はその軍棋に似ていた。なるほど、これならあの遊びが作戦指揮を模したものという話も素直に納なつ得とく出来る。

「ジェーナの武器はスピードと、大量の狼ろう精せいを召しよう喚かん出来る事だ。狼精の攻こう撃げき力りよく自体は並の狼と大差ないが、霊れい体たいなので普通の武器で傷つけるのは難しい。これは数の不利を覆くつがえす手段として有効だし、狙ねらいたい相手を一点ピンポイントで仕留めるのも可能だ」

　シェバードの説明に合わせ、ジェーナを模したものと狼精を模した突起が滑すべるように動き出し、敵てき陣じん後方の弓兵部隊を直ちよく撃げきする。部隊を表す塊の上に、無力化を示す印が浮うかび上あがり、盤ばん面めんに溶とけ込んで消える。

「しかしさっきも言った通り、ジェーナは直撃を受けると脆もろい。つまり戦線を支える能力は高くないという事になる。こっちは耐たい久きゆう力りよくのあるアリンに任せる方がいい。食材の扱いと同じだ。ハンマーで割るべきものもあれば、鋭えい利りなナイフでそぎ取らねばならないものもある」

　アリンを表す駒の動きは速くはない。あの時、敵に囲まれて足を止められないようにとシェバードに念ねん押おしされていたので常に走り回るようにはしていたが、縮小された盤面で見ると左右に小さくブレているような動きでしかなかった。密集する敵兵を縦横に縫ぬうジェーナと比ひ較かくすると、お世辞にもかっこいいとは言えない。

「……本当にあたし、こんな感じだった？」

「回答提示。ロアロが提示している模も擬ぎ戦せん闘とう状じよう況きようは、移動量など一定の抽象化処理を施していますが再現の正確さは八割二分六厘りんを保証します」

　いつもの冷れい淡たんな声に、ほんの少しだけ怒おこったような自じ慢まんするような響ひびきを感じる。
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　改めて盤面を見ると、アリンの移動距きよ離りは短いが攻せめ寄よせる敵を次々に返かえり討ちにして壊滅させていた。

　確かにこれは不ふ屈くつの壁だ。

　あの時は無む我が夢む中ちゆうで暴れ回っていただけだが、こうして可視化されるとシェバードがそれぞれの能力はもちろん性格まで把は握あくして活用していたのがよくわかる。敵の一点を正確に潰すジェーナの仕事は自分には無理だし、ロアロのように必要な時まで待機するのも性しよう分ぶんとして難しい。

「お前たちは確かに強い。だが、極きわめて最強に近い存在ではあっても無敵ではない。もちろん、俺自身も含ふくめてだ。だからこそ互たがいの長所を最大限に発揮し、効果的に組み合わせる事で最高以上の戦力にしなければならない」

「うん。そうだね」

　素直に頷く。

「短所を補い合う」と言わないあたりがシェバードらしく、またアリンの性にも合った。

「わたしも、同意です。我が主」

「感想提示。ロアロも、シェバードならびにロアロ、ジェーナ、アリンが共有する目的を達成するために相そう互ごの協力が効果的であると評価し、シェバードによる作戦立案と指揮が有効であると評価します」

「さてと、そろそろ食事にしよう。せっかく桶を持ってるんだ。アリン、水を汲んできてくれ。今日のところは狩かりなどは不要だ」

「うん。わかった」

　言われて、会話の間中桶を手にしたままである事に気付く。家の裏手にある用水路から桶おけ一いつ杯ぱいの水を汲んで戻もどる。

「少し待っていろ」

　シェバードは竈の上に水を張った鍋なべをかけて貝柱の干ひ物ものを戻し、刻んだ野菜と一緒にスープに仕立てる。それとは別に、金かな網あみに塩しお漬づけ干し肉を張って前面の余熱で炙あぶり、脂が浮いてきたところでパンに挟む。

　ごく簡単な調理なのに、漂ただよってくる香かおりは鼻び腔こうから入り込んで胃い袋ぶくろを刺し激げきして疼かせる。待ち遠しさに、アリンは口中にあふれ出す唾つばを飲み込んだ。

「出来たぞ」

「んじゃ、いただきます」

　シェバードが運んできた料理を、皆みなが車座に囲む。

「ん。相変わらず美味しいおいっ」

　温かいスープをひと口含んで、アリンは落ちそうな頬を支える。

　材料は干物のはずなのに、懐なつかしい海の風味が感じられる絶ぜつ妙みようの塩加減だ。

　何でも新しん鮮せんならいいという訳ではなく、乾かん物ぶつにした方が旨うま味みが熟成する場合もあると知識では知っているけれど、やはりシェバードの料理は絶品だ。限られた材料や道具の中で考かんがえ得うる限り最高の――いや、想像を超えた美味を生み出してくれる。

「ふふん。そうだろう、そうだろう。俺の作る料理に失敗などあるはずがないからな」

　自慢げに答えながら、シェバードは自分でもパンを頬ほお張ばる。

　アリンの隣に座すわっているロアロは、いつもの通り黙もく々もくと料理を口に運んでいるだけだ。完かん璧ぺきに規則正しく、パンをひと口囓ったら次はスープをひと匙さじすするというローテーションで。

「我が主。少しお話したい事がありますが、よろしいでしょうか？」

　不意に、ジェーナが口を開いた。

「どうした？　まさか、食事に不満でもあるのか？」

　シェバードの眉が強こわ張ばる。今までに見せた事のない表情だった。

「いえ、そうではありません。味にはこの上もなく満足しています。わたしが訊ねたいのは別の件です」

「そ、そうか。それならばいい。何だ？　話してみろ」

　安堵して、シェバードはジェーナに訊ね返す。

「はい。これからの方針です」

　食事の合間合間に、ジェーナはゆっくりと言葉を選んで語る。

　ゼルイカでの決戦の後、シェバードたちは大きな行動を起こしていない。辺境の基地や関所、輸送隊などを強きよう襲しゆうし、降服した敵を解放する、今まで通りの繰くり返し。それも頻ひん度どが下がっている。

　偽にせ者もの一行に遭遇して刺蚊しぶん族を倒たおしたのが一〇日以上も前の事で、その後は特に戦う事もなくただ旅をしているだけだ。

「王国連合と魔皇帝を打だ倒とうする――それがわたしたちの目的のはず。確かにこちらは寡か兵へいですから、正面切って戦うという訳にもいきません。しかしこの調子ではどれほどの時間がかかるかと思うと……。何か策があるのでしょう？　教えていただけませんか？」

　ジェーナの疑念は、アリンも共有するものだった。

　敵はあまりに、大きい。

　戦いを怖おそれる訳ではないものの、目的を果たすまでの遠大さを考えると小規模な攻撃を繰り返しているだけでいいのかという気がするのも事実だ。

　確かにシェバードは自分には及およびも付かない程ほどの深しん慮りよがあるのだろうが、彼だって万ばん能のうではない。ひょっとしたら何か見落としている危険だってある。

　だとしたら些さ細さいな事でも、実際に言葉にして提案してみるのも仲間の役目だ。名案でなくても、思考を促うながすヒントくらいにはなるかも知れない。

「あたしたち強いんだから、思い切って敵のど真ん中に突っ込んでもいいと思うな。前に三〇〇〇人相手にだって勝てたんだし、ちまちま小さな部隊を相手にしててもキリがないっていうかさ」

「前に三〇〇〇に勝てたから、次も確実に勝てると確定している訳ではない」

　シェバードの返答は、手料理とは正反対の無味で冷淡なものだった。

「あたしが強いってのは、あなたが保証してくれたんじゃない。それならそれで、もっとガンガン攻めるってのはどう？　もう一回三〇〇〇に勝つ保証はなくても、二〇人や三〇人の駐ちゆう屯とん地ちや関所を潰つぶすのは全然難しくないでしょ？」

「その点に関しては、わたしもアリンと同感です。我が主、相手の拠きよ点てんへの攻撃をより積極的に行った方が良いのでは……」

「安心しろ。この俺が、その程度の事を見落としているとでも思ったか？」

「い、いえ。そうとは思いませんが……」

「そもそもジェーナ、お前は王国連合というのを『何』だと考えている？」

「人界全体を統とう率そつする組織……その理解で間ま違ちがいはありませんか？」

　聡そう明めいではあっても、魔族として生まれ育ったジェーナは人間の社会には疎うとい。

「そうだ。言いい換かえれば、現在この大陸で生活している人間は、形の上では全て『王国連合に属ぞくしている』という事になる。アリンの島の住民も、ゼルイカで俺たちと協力したフランジェリーネも、今夜の宿を提供してくれたご婦人もだ」

「あ……」

　失念していたのか、ジェーナが言葉を詰まらせる。

　王国連合を滅ぼすと言っても、その人たちは敵ではない。幸運にも免まぬがれているが、少し運命が違っていれば、この離れを貸してくれた人の息子を敵として殺していたかも知れないのだ。

「俺たちが討つべき敵は、他人を盾たてにして奥おく深ぶかく隠かくれている。真まっ直すぐ向かうには障害物が多すぎるのは事実。だからこそ、連中により相応しいふさわ結末を与あたえ、最終的な目的を果たすための――全ては布石だ」

　言い放つと、シェバードは手の中に残ったパンの最後のひと口分を飲み込んだ。

「あたしは難しい事はわかんないけどさ」

　アリンは、指先に付いた脂を舐なめ取りながら訊ねる。

「シェバードはちゃんと先の先まで考えてるって事でしょ？　あたしたちは、それを信じて戦えばいいんだよね？」

「当然だ。待つ時間もまた、武器になる。使い方次し第だいでな」

　即そく座ざに、自信に満ちた声が答える。

「申し訳ありません、我が主。あなたの叡えい慮りよを疑うような発言を……」

「気に病やむな。ジェーナはそれでいい。アリンと違ってな」

　含みのある言い方に、アリンとジェーナは互いの顔を見合わせる。

「まずアリンは馬ば鹿かだ」

「ちょ、ちょっと！　それってあんまりじゃないの？」

「たった今、お前が自分で言ったんだぞ。難しい事はわかりませんとな」

「……うっ……」

　的確な指し摘てきに、反論が封ふうじられる。

「だからお前は余計な事を考えずに、ただ思いっきり力を揮ふるえ。お前の能力は戦せん闘とう以外の局面で活いかすのは難しいからな。適材適所という奴やつだ。馬鹿には馬鹿にしか出来ない事、馬鹿ならではの仕事をちゃんとやってもらう。もちろん何か意見があったり思いついたりしたら遠慮無く言って構わん」

「う、うん……。そういう話なら、まあ納得」

　まるでこちらの内心まで見み透すかしたかのような指摘に、アリンとしてもこう答えるしかない。事実、考え事よりも思いっきり敵をぶっ飛ばす方が気持ちがいいし。

「だが、ジェーナ。お前は違う」

　視線の向きを変えて、シェバードが告げる。

「お前はただ戦うだけでなく偵てい察さつや尾び行こう、警けい戒かい――単独で行動し、その場で判断しなければならない役目も引き受けてもらわねば困る。魔大陸の実情についても、この中で知っているのはお前ひとりだ。知識や思考の方でも俺を助けてほしい。単に使われる道具ではない。犬には犬の心も知ち恵えもあると言ったのは、お前だろう？」

「……光栄です」

　恥はずかしそうに視線を落とし、ジェーナは首輪に触ふれた。

「相手が――敵が存在して初めて戦いは成立する。敵には敵の思おも惑わくがある以上、事前に完璧な計画を立てておくのは不可能だし、意味もない。必要なのは発生した事態に素早く、的確に対応する事。そして何よりも流れを主導する事だ。敵が作った状況に応じるのではなく、こちらが作った状況に相手を引きずり込む方がいい」

「じゃあさ。シェバードとしては、今はどういう状況を作るための布石を打ってるわけ？」

　いくら細かい思考が苦手でも、馬鹿にされっぱなしというのも面白くない。少しは考えているところを見せたくて、アリンは訊ねる。

「その前に俺から質問だ。自ら状況を構築するよりも、更に上等の手口は何だかわかるか？」

「え？　えーと……」

　思いがけない難問に、アリンは天井を見上げる。

　元々単純な性分だし、悔くやしいけれど指摘された通りに知恵の回る方でもない。こちらから積極的に攻める以上に有利な事など、全く想像もつかなかった。

「自分たちが主導権を握にぎっていると誤ご認にんさせ、我々に有利な状況を敵の手によって作らせる……という事ですか？」

「正解だ」

　横から口を出したジェーナを、シェバードが褒ほめる。

「狩りの時も同じですから。追い詰め、焦じらせ、判断力を狂くるわせてから、有利な選せん択たく肢しがあるように思わせるのです」

　単純に獲え物ものを包囲して追いかけるよりも、故意に隙すきを用意して「こっちに逃にげれば助かる」と思わせ、その先に伏ふく兵へいを配置しておく方が効率的だ。もちろんそれは狩る側にとっても同様の話で、優位な時ほど「罠わなに誘ゆう導どうされているのではないか」と警戒するように教わる――そうジェーナは付け加えた。

「そうだ。さっきロアロに再現させたゼルイカ防衛戦はその一例になる。バルフォアが好む餌えさを用意し、情報を小出しにし、奴のプライドと敵てき愾がい心しんをくすぐる事で大軍を動員して真正面から圧勝するという夢を見させた訳だ」

　実際には正せい攻こう法ほうを使わせる事でこちらが有利になり、潰かい走そうさせ大量の脱だつ走そう兵へいを生じさせて後々までの布石になっていたのだが。

「今度も同じだ。王国連合の上層部に、自分たちの力では俺たちに太た刀ち打うち出来ないと痛感させた後で、少し考える時間を与えてやる。ただし連中は、次にいつ俺たちの襲撃があるかはわからないから焦あせりや不安は消えないままだ。しかも脱走兵や偽者対策もあって正規軍はまともに機能しない。ならば、奴らは縋すがる。より強い存在にな」

「そういう事ですか、我が主」

「……あ……」

　ジェーナに二拍はくほど遅れて、アリンも気がついた。

　前回の戦いで魔族の暗殺者を中心に作戦が組まれていた。ゼルイカ防衛戦で蟻侠族を最後まで活用出来なかったのと比べれば、違いは明らかだ。

　王国連合は、自分たちへの対たい抗こう手段として魔族への依い存そんを強めている。

　連合は所しよ詮せん傀かい儡らいなのだから、倒すべき敵である魔皇帝に近づく必要がある。そのための挑ちよう発はつか。

「これまでのような、人間の旗下に入れられる少数の雑ぞう兵ひようではない。能動的に動く魔族の正規部隊――魔皇帝の手て駒ごまが現れた時こそ、俺たちの好機だ」

「うん」

　自信に満ちた表情で断言するシェバードに、アリンは頷いた。

　具体的にどんな計略や展望が彼かれの内にあるのかは知らない。

　それでも、この笑え顔がおを見ると付いていって大だい丈じよう夫ぶ、付いていきたいという気持ちが胸の中に湧わき上がってくる。

「ただしこれはあくまでも戦略的な誘導でしかない。恐おそらく次は、戦術面では後手を踏ふまざるを得ない。厳しい戦いになるだろうが、これまで以上にお前たちには働いてもらうぞ」

「言うまでもありません、我が主。魔皇帝に屈くつし、魔族の掟おきてと道理を汚よごした連中を倒すのはわたし自身の望みでもあるのですから」

「方針受諾。ロアロはシェバードの指示に従い、目的達成のために全機能を活用します」

「どうせあたしは面めん倒どうな事はわからないもんね。だったら、あんたの才覚で思いっきり暴れさせてよ」

　他のふたりに続いて答えると、アリンは手の中に残ったパンを口に押おし込んだ。
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　一いつ般ぱん市民にも知られている公式な「シェバード」の最後は、八年前にランデルワース国王夫妻と共に処しよ刑けいされたというものだ。

　しかし実際にその時首を落とされたのは、現場で間に合わせで調達された身代わりの少年であり、本物は僅かな近習と一緒に逃げ延のびている。

　その後も密ひそかにシェバードの探たん索さくは続けられ、人魔大戦から三年後、現在から数えて五年前、探索隊が旧ランデルワース領辺境の山中で当人を発見し、追い詰め、殺した――それが王国連合上層部の人間が知る真実のはずだった。

「その任務を、実際に担当したのが自分です」

　訊たずねてきたミューディに、スクード・バーマンは熱い茶を差し出だした。

　年ねん齢れいは、三〇代の半ばを越こえたか越えないかといったところか。絶頂期は過ぎているが、引ひき締しまった体たい躯くからは日頃の訓練と節制が窺うかがえる。顔立ちや物もの腰ごしからも実直さが感じられた。

「いただきます、スクード・バーマン卿きよう」

「よしてください。知っての通り、自分は表おもて沙ざ汰たに出来ない事情で一代騎き士しの号を授さずかっただけの兵士です。ドルオール王国の名門、子し爵しやく位を持つ本物の騎士の方にそのような尊そん称しようを使われると、どうもむずがゆく感じます」

　年齢にそぐわない、ぎこちなくはにかんだ笑えみを浮かべる。

「ですが、貴き兄けいが正式に叙じよ任にんされた一代騎士であるのは事実です」

　驕おごらぬ態度には好感を覚えるが、ミューディは形式や作法を疎おろそかに出来ない質だ。

「姓せいも騎士号と一緒に授かったもので、未いまだに違い和わ感かんがあります。ここに引きこもっているので、貴族の社交とも無む縁えんですからね。出来れば簡単に、ただスクードと呼んでいただけますか？」

「そうですか、ではスクードさん」

　当人が固辞するならば、これ以上の無む理り強じいはかえって無礼だろう。自分を納得させ、ミューディは話を続ける。

「お恥ずかしい話ですが、わたしは連合に奉ほう職しよくする士官でありながらそのあたりの事情を今まで全く知りませんでした。実を言うと人魔大戦の真相にしても、一昨年父から職務を引き継いだ際に知らされたような有様で」

「そのように恐きよう縮しゆくされると、こちらが緊きん張ちようします」

　向かいの席に着いたスクードは、自分のカップを掲かかげて微笑ほほえむ。

「シェバード王子の捜そう索さくと討とう伐ばつは極ごく秘ひの任務でしたから、シェバード王子の顔を見知っている上に独身で係けい累るいのない――自分で言うのも口くち幅はばったいですが、忠誠心の高い精せい鋭えいだけが命じられました。実際に任務を達成したのは自分の班ですけれど、携たずさわった者は全員一代貴族として叙じよされ、旧ランデルワースから離はなれた場所に土地を与えられました。まあ、口くち封ふうじの一いつ環かんです」

　穏おだやかな、しかしどこか苦さを含んだ口調でスクードは説明した。

　この城館も最も寄よりの村から馬で半日を要する僻へき地ちで、スクード本人以外には従じゆう僕ぼくがふたりいるだけ。秘密を守り通すために、極力他人との接せつ触しよくを減らしているのだ。ミューディにしても、連合が発行した正式な紹しよう介かい状じようなしには話す事も出来なかっただろう。

　訪おとずれる者がほとんどいない屋や敷しきの小さな応接間だが、調度も茶器も整えられている。それも来客を知って急に片付け、手入れをしたという印象ではない。これもスクードの人ひと柄がらか。

「しかし、情勢は変わりました。情報の秘ひ匿とくが必ずしも有効とは言えなくなっています」

　真顔でミューディは告げる。

　シェバード――シェバードと名乗る者の正体を可能な限り明らかにする事で、彼の影えい響きよう力りよくを少しでも削そぐ。

　民衆が彼に期待を寄せるのは、実は生きていた王子という伝説を纏まとっていればこそだ。もしも単に名を騙かたるだけの偽者だと証明出来れば、期待は反動で嫌けん悪おに変わる。

　対策会議でそう提案したミューディは、自らその任を引き受けた。

　発案者として、軍人貴族としての責任感もあるが、この任務に従事していれば「もうひとつ」の作戦にはとりあえず参加せずに済むからだ。

「人も通わぬ住まいですが時折は買い物などのために麓ふもとには下りますから、シェバード王子が実はまだ存命中で、連合に抵てい抗こうしているという噂うわさは耳に入っております。まさか生きているとは。単に、名前を借りた別人であるという事はないのですか？」

　スクードが口にしたのは、連合内でも何度も繰り返された仮説だ。

「もちろんその可能性もありますし、連合上層部では真しん偽ぎは確かめずそのように告知してしまえという声もあります。しかし目もく撃げき証言によれば髪や目の色はシェバード王子と一いつ致ちしますし、前クレモン県令バルフォア卿の人柄や能力を把握していたのではないかという推理も成り立っているのです」

　ゼルイカ攻こう防ぼう戦せんの経けい緯いも、軍に残った生存者から詳しよう細さいに聞き出してある。

　大半の者は魔族の姫ひめ三人の強さばかりを評価したが、ミューディには異なる見解がある。もちろん彼女たちが強力なのは事実だが、それを指揮する者が有能だ。

　そもそもシェバードがゼルイカに現れたのは、バルフォアを挑発し、大軍を運用しやすい地形に正統派の部隊を出動させるよう誘導するためではないのか？

　軍略の常道を尊ぶバルフォアならそうするという予想の上で。

　例えば同じ名門貴族で代々の軍人であっても、市中の治安と軍内部の綱こう紀きを担になってきたミューディならばあのような戦い方はしない。

「つまり、ランデルワース王家に近しい者という事ですか？　しかし自分はあの時、本物のシェバード王子と確信した上で剣を向けました。あれからもう五年……いや、既すでに六年近くになりますか」

　目を伏ふせ、丁てい寧ねいに記憶をたぐり寄せ、スクードは過去を語り始めた。







　ランデルワース王一族が断頭台の露つゆと消えた際、シェバード王子だけは逃げ延びた。

　ただし、もちろん八歳の子供が単独で脱だつ出しゆつ出来た訳ではない。近衛隊長や侍じ従じゆう、数名の近習が一緒だった――最初のうちは。

　しかし長い逃とう亡ぼう生活の間にある者は死に、またある者は精神的に挫くじけて脱だつ落らくした。既に付き従う者も匿かくまってくれる伝つ手てもほとんどないと、連合の捜そう索さく隊たいは判断していた。だが、頭数が少なくなれば足取りは目立たなくなる。任務そのものが秘密なので大っぴらに尋たずね人びとの触れを出す訳にもいかない。

　結局僅かな情報を辿たどり、少しでも疑わしい話があれば直接出向いていく。そんなやり方の繰り返し。しかも大きな部隊ではなく、少人数の班をいくつも編成して各地に派は遣けんするという方法を、捜索隊本部は採用していた。

　旧ランデルワース王国連合委任統治領スデール県北部の山地に素す性じようの知れない子供が古い山小屋に住み着いているという噂も、信しん頼らい性せいの低いありふれた手がかりのひとつだった。

「本当に、シェバード王子なんでしょうか？」

「わからん。しかし、年齢や外見の情報は一応一致している」

　藪やぶを掻かき分わけながら、スクードは同どう僚りように答えた。

　どちらも正規兵の革かわ鎧よろいで身を固め、腰こしに長ちよう剣けんを下げた実戦仕様である。発見した本物の王子が抵抗しても、確実に仕留められるように。

　表向きは市民からの苦情や要望に応こたえての、治安及び風紀の維い持じのための確かく認にん作業という事になっている。それにしては、物々しすぎる装備ではあるが。

「どうせまたただの浮ふ浪ろう児とか、家出したガキなんじゃないですかね？」

　同僚がぼやくのも当然だ。似たような報告を元に出向いていったら、結局素性のはっきりしている無関係の少年だったという事は、これまで二度や三度ではきかない。

　そんな暮らしをする子供が何人もいるという事実に、スクードの胸は痛む。それは、統治機構としての王国連合の怠たい慢まんや無策の現れだ。

「シェバードでない事」を確認した後、親元に送り返されるのはまだましな方で、牢ろう送おくりにするほどはっきりした罪状がなく係累もない者は、半ば強制的な労働者として公営の農場や鉱山で働かされる事になる。ほとんど無給で、死なない程度の食事と寝ね床どこがある事に感謝しろという扱あつかいらしい。

「それでも、少しでも可能性があるのなら、確かめるのが自分たちの仕事だ」

　強い口調は、同僚を戒いましめるためだけではない。萎なえかける己おのれの使命感を鼓こ舞ぶするためでもある。

　王国連合の――世界全体の平和のための重要な任務なのは理解している。自分がその一員に選ばれるほど、能力も忠誠心も信しん頼らいされている事を栄えい誉よに感じる。

　それでも、終わりがあるのかどうかも定かではない、表沙汰には出来ない陰いん鬱うつな仕事。

　王子は成長期だ。ずっと観察し続けて変化を追っているのならまだしも、長い空白期間を挟はさんでいるから、落城当時の容姿の記憶は当てには出来ない。髪かみだって染めているかも知れないし、多少でも意味のある情報は瞳ひとみの色くらいか。

　容疑者を見つけたとして、本当にシェバードかどうかを確認できるのか。

　いや。もしかしたら本物の王子はとっくにどこかでのたれ死にしていて、我々は水面の月を掴つかもうとするが如く徒労を続けているだけではないのか。

　薄うす暗ぐらい疑念が、頭の片かた隅すみで渦うず巻まいている。

　その時。

「……何か、焦こげ臭くさくありませんか？」

　同僚が指摘する。一いつ瞬しゆん遅おくれて、スクードも気付いた。

　風上――即すなわち自分たちが向かっている山頂側から、煙けむりが漂ってきている。

　任務に関係しているのかどうかはまだ判断出来ない。だが、異常事態である事は確かだ。

　兵士は考えるよりも、戦うのが仕事。対処すべき具体的な事態が現れた事で、抽ちゆう象しよう的てきな思考から解放されたスクードの身体が活性化した。

「急ぐぞ！」

　言うが早いか、全力で走り出す。同僚も後を追ってくる。

「班長、あれを！」

　指差した先では、村人から聞いた山小屋が炎ほのおを上げて燃えていた。

　そして道の向こうでは、崖がけを背に立っている若者がひとり。右手には、古びた長剣。

「貴様たちが山道を登ってくるのは見えていた。俺はランデルワースの王子シェバード。魔皇帝に屈して国を売うり渡わたした王国連合の刺し客かくども！　この首が欲ほしいのなら、怖れずかかってこい！」

　黒こく煙えんと炎を背景に、逃げも隠れもせず名乗りを上げる。

　実在した。

　生きていた。

　スクードの全身を、奇き妙みような歓かん喜きが満たす。

　無意味ではなかった。自分たちが授かった使命は、果たしうるものだったのだ。

「当方の目的も既に理解しているようだな！　ならば話は早い。王国連合のため、万ばん民みんの平和と安あん寧ねいのため、その首もらい受ける！」

　こちらも剣を抜ぬき、標的を凝ぎよう視しする。

　歳の頃ころは一〇代前半。ややくすんだ色の金きん髪ぱつは昔のまま。顔立ちは端たん整せいさの中にも険しさがあって記憶の中の柔にゆう和わで文弱な少年とはかけ離れているが、逃亡生活で揉もまれたせいと考えれば納得出来る範はん囲いだ。

「お前は右に回って支し援えんしろ。自分が正面から当たる」

　同僚に指示し、スクードはシェバードに近づいていく。腕うでには自信がある。しかも二対一で負けるはずがない。

　間合いを見み極きわめ、真正面から剣けんを振ふり下おろす。

　甲かん高だかい激げき突とつ音。金属的な衝しよう撃げきが手に伝わる。

　渾こん身しんの一いち撃げきを、シェバードは受け止めていた。

　そのまま僅わずかにこちらの剣を押し戻し、呼吸を読んで即座に後方へ飛んで距離を開く。

　強い――一合で理解する。

　筋力、敏捷性、判断力、気き迫はく。どれを取っても一流の資質がある。

　だが、未だ資質だ。

　実態として開花してはいない。体力も技量も、そして覚かく悟ごも実戦の中で磨き上げてきた自分の方が今はまだ上だ。

「……王子。敢あえてこう呼ぼう。あなたの境遇に同情はする。しかし、あなたの存在は世界の平和と両立しない」

　思考が、思わず口から漏もれる。

「それほど不都合か！　ランデルワースの王子が存命である事が！」

　反論しつつシェバードは、もうひとりの兵士の斬撃をかわす。

「既に世の流れは定まっている。王国連合が結成され、魔族とも完全に和わ睦ぼくした現状を乱すのが正しいとは、自分には思えない！」

「何の罪もない国王を、王おう妃ひを殺し、今また俺おれの口を封じる事で得る平和であってもか？」

「天下のため、万民のため死ぬ。それもまた王おう侯こう貴族や兵士の役目ではないか！」

　叫さけびながら真っ直ぐに打ち込む。

　剣を合わせたシェバードの足がふらつく。

　確かに王子は強い。逃亡生活の中で鍛きたえられたのか。貴人の武芸ではない、実戦的な剣けん術じゆつだ。しかし、こちらの攻撃をいつまでも凌しのぎきれるほどではない。受け止め、受け流し、回かい避ひするが、反はん撃げきを繰り出すには至らず、徐じよ々じよに後退していく。

　背後は、崖だ。

「はぁっ！」

　ザンっ！

　スクードが気合いと共に放った一撃が、遂ついにシェバードを捉えた。

　手て応ごたえは浅い。

　致ち命めいの傷ではない。

　顔の表面を浅く掠かすめただけだ。

　額から目を縦断して頬ほおへと届く傷を、シェバードは押さえた。手の下から赤い血が溢あふれ、首筋へと滴したたる。半分だけ見える顔を歪ゆがめたのは痛みか、屈くつ辱じよくか。

「もう終わりだ。せめて、潔いさぎよく……」

　僅かな傷だが、これで勝負は決した。視界が半ば遮さえぎられれば、二対一を捌さばききれるものではない。

「……ならば、貴様たちにランデルワースの王子・シェバードの最さい期ごを見せてやる！」

　言うが早いか、シェバードは剣を地面に突つき立たてた。そのまま振り返って、崖がけ下したへと身を躍おどらせる。

「待て！」

　手を伸のばすが、間に合わない。

　真っ直ぐに落下していったシェバードの身体は、遥はるか下方の岩に叩き付つけられる。

　顔――というより頭が潰れ、真っ赤な模様が描えがかれる。

　何のために飛び、自ら命を絶ったのか。

　敵の刃やいばに倒れるのを恥ち辱じよくと感じ、死体を渡すまいとしたのか。

「これじゃ首を持ち帰るのは無理ですね。どうします？　下りて、確認しますか？　一度麓ふもとに戻って、ロープとか調達しなきゃなりませんが」

　のぞき込んだ同僚が顔をしかめる。

「……いや。その必要はないだろう。あれでは生きているはずはないし、人相の確認も不可能だ」

　目を閉じて短い黙もく祷とうを捧ささげた後、スクードは残された剣を確認した。

　何度か研とぎ直されているので刃は新しく見えるが、柄つかの拵こしらえは古い。見るとごく小さく王家の紋もんが刻まれていた。儀ぎ礼れい用ではなく、王族が常用する剣。シェバード脱出の際に持ち出されたと言われる品のひとつだ。

「名めい誉よにかけて亡なき骸がらは敵の手に渡さない。しかし、己が戦い、自決したという証だけは残したという事か……」

　逃げ隠れせず名乗った事と併あわせて考えると、覚悟を決めていたのだろう。小屋に火を放ったのも一いつ切さいの痕こん跡せきを消すため。これまでの逃亡を助けた者に関かかわる品物でも見つかれば、その人間にまで罪が及ぶからだ。

「逃げて逃げて逃げて……逃げ切きれなくなったから、最後は王族らしい死を選んだって事ですかね」

　同僚の呟つぶやきにも、敬意の響ひびきがあった。

「この剣を持ち帰り、証しよう拠ことしよう。それが、シェバード殿でん下かの遺志にも適かなう。小屋の方は山火事に広がる恐れはないな？　その鎮ちん火かを確認してから下山しよう」

　旧ランデルワースの王族に尊称を用いるのは、公式には罪に当たる。しかし、スクードの口からは自然とそれがこぼれていた。







「顔の……傷……？」

　ミューディは思わず己の右目に手を当てる。

「そうです。シェバード……今、シェバードと名乗っている者にも同じ場所に傷きず跡あとがあると噂に聞きました」

　スクードも、自らの右眉から頬にかけて、真っ直ぐに指先を下ろした。

「傷の事は、報告書などには？」

「記き載さいしていません。完全に死を確認した相手に与えた浅手など、いちいち書くまでもない事ですから」

「つまり顔の傷については、当事者である貴方あなたしか知らない？」

「そうです」

　その時一いつ緒しよだった同僚も口の堅かたさは保証できるし、数年前に事故死しているからそちらから漏れたとも思えないとスクードは付け加えた。

「そうですか……。実は、現在シェバードを名乗っている者の正体について、ひとつだけ手がかりが見つかったのです」

　ミューディが鞄かばんから取り出した書類には『極秘』と大書されていた。

「自分が、見ても構わないものですか？」

「もちろんです」

　目の前に差し出した以上自明の事ではあるが、スクードは確認してから手に取り、ページをめくった。

「シェバード王子が落ち延びた際、同行していたと思われる者の一覧です。最後の名前を見てください」

　典礼大臣、内務副大臣、侍じ従じゆう長ちよう、近衛の兵士数名の名前と肩かた書がきが仰ぎよう々ぎようしく並ぶリストの最後を指差す。『騎士号保持者ネッドとその妻』という平民風の名前が他から浮ういていた。

「これは……？」

　スクードが思案顔で記き憶おくを辿る。

「一大貴族の称しよう号ごうを受けた宮きゆう廷てい料理人です」

「ああ！　あの……。思い出しましたよ。王にたいそう重用されていたとか」

　スクードが貴族に叙されたのは王国連合による口止めであるが、元々ランデルワース王国では武官でも文官でも、あるいはそれ以外の職人であっても、特に優すぐれた功績のある者は一代限りの貴族称号を与えられる制度が存在した。

　これは単に名誉であるだけでなく必要な能力を持つ人物が階級差に阻はばまれたり、王城内での行動を制限されたりせず、速すみやかに職務を果たせるようにする実利の面も持つ。

「ネッド夫妻にはシェバード王子よりも五か月年長のウォルバーという息子むすこがいて、ふたりは乳ち兄きよう弟だいとして育てられたという証言があります」

　王子の乳兄弟とはいえ一いつ介かいの一代貴族の息子が注目されるはずもなく、当時を知る者から得られた証言も断だん片ぺん的てきで乏とぼしいものだった。

　それでも、おとなしい読書家のシェバードと違ちがって活動的で武技を好み、かなりの素質を有していた事や、将来は軍人を希望していた事などは調べがついた。

「更さらに、ウォルバー・ネッドは金髪で青い目を持っていたそうです」

「剣の名手？　金髪に、青い目……！」

　それは、シェバードと同じ特とく徴ちようだ。色を抜いたり染めたり出来る髪と違って、瞳の色は偽ぎ装そうが難しい。

「ウォルバー・ネッドの消息は不明です。一代貴族の子なので彼自身の身分は平民。落城前後の混乱で王宮内外の死者や行方ゆくえ不明者も多かったため、これまで特に気にかける者もいませんでしたが彼がシェバードと同行しており、貴方たちが死を確認したのは替かえ玉だまとなったウォルバーだったのではないかと……そう推理したのです」

「確かに、あり得ない話ではない。自分たちと相対した時の剣の冴さえも、幼い頃のシェバード王子からは遠いものでしたし」

　スクードも色めき立つ。

　だが、ミューディは静かに首を振った。

「いえ。仮にその時に死んだのがウォルバー・ネッドだったとしても、現在シェバードを名乗っている者も一流の剣けん技ぎを持っているという話です。両方がウォルバーであるはずもありません。それに、貴方が話してくれた傷の一件もあります」

　今の「シェバード」にも、目の上の傷がある。

　スクードたちが追おい詰つめて殺した際の状じよう況きようが有名ならばいざ知らず、偽装のためならば誰だれも知らない特徴を模も倣ほうするのは無意味だ。

　まさか完全に頭の潰れた死体が生き返った訳でもあるまい。

「……結局、正体は謎なぞのままですか。申し訳ない。あまりお役に立てなかったようで……」

「いえ。傷の話など、得がたい情報です」

　恐縮するスクードに向け、ミューディは頭を下げた。

「自分は――」

　スクードの口から、ため息交じりの言葉がこぼれた。

「あくまで一介の兵士です。上層部が決めた事を覆くつがえし、別の流れを作るような力はありません。それに、当時は後ろ暗くあっても善かれと考えて実行しました。和を結ぶ事で魔族への不安が消え、なおかつ各国がひとつの組織として統一され、恒こう久きゆう的てきな平和がもたらされる。ランデルワース王家は、そのためにやむを得ない礎いしずえとなるのだと……」

　口調が、いつしか絞しぼり出すようなものに変わる。

「しかし連合の現状を考えると、果たして本当に正しかったのか。今の世は、罪のない王子を手に掛かけてでも打ち立てねばならなかったものなのか……疑問に思うのも事実です」

「……それは、わたしも同じです」

　人魔大戦やランデルワース王家滅めつ亡ぼうという陰いん謀ぼうに、ミューディ自身が直接関わった訳ではない。ドルオールの軍人貴族として関かん与よした父から家を継つぐ際に知らされたのだ。

　卑ひ劣れつな行いに、激しい嫌悪を感じた。いっそこの事実を国民や他の貴族に公表し、国を糾すべきではないかとも思った。しかし今さら半はん端ぱに暴ばく露ろしても、国内外に混乱をもたらすだけ。

　ならば現実をあるがままに受け入れ、その中で最善を尽つくすのが自分の取るべき道ではないのか――体制の中ちゆう枢すうで生きる者としては、そう考えるしかなかったのだ。

「スクード・バーマン卿。是ぜ非ひ、わたしに同行していただけませんか？」

「同行、とは？」

「シェバードを名乗る者は今、このドルオール王国で活動しています。それが、貴方がかつて死を確認した王子と同一人物なのか、直接見て確かめていただけませんか？」

　人魔大戦以前の王子を知る者であっても、成長した今の姿と当時を重ねるのは難しいだろう。しかしスクードは一三歳の姿を見ている。

「かつて追い詰めた『シェバード』と、現在魔族の娘むすめたちを率いている『シェバード』が同一人物か否いなか、それを確かめる事が出来るのは貴方だけです」

「しかし、私がこの地を離れる事は……」

「今は王国連合全体の存亡に関わる非常時。シェバードを名乗る者が暴れ回っている以上、従来の情報統制は意味がありません。万一の際の責任は、わたしが取ります」

「わかりました。自分としてもこの件を放置したままにしておくのは、居い心ごこ地ちが良くありません。しかし、ひとつ問題があるのではありませんか？」

「問題？」

「シェバードを名乗る一党は神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのでしょう？　まさか当あて処どもなく探し歩く訳にもいかないでしょうし……」

「それは……近く軍に動きがあります。その時なら、直接見える可能性は高いでしょう」

　軍の動き――ミューディは慎しん重ちように言葉を選んでこう言った。

「我わが軍」や「王国連合軍」とは口にしたくなかったから。







第二章　挑発と激発







　ガドンは、ドルオール王国南部山さん岳がく地帯の中心都市だ。

　鉄鉱山を中心に発展した街なので、遠くから眺ながめれば白茶けた山やま肌はだに密度の高い家並みがへばりついているように見える。かつては周囲に茂しげっていた森は、鉱炉にくべる薪まきとして切り尽くされているからだ。

　今ではガドンに薪を運び入れ、鉄材を積み出すための街かい道どうが整備された結果、単なる鉱山街ではなく、峠とうげを越えて沿岸部と内陸部を結ぶ交通の要所にもなっている。

　その街が、奇妙なざわめきに包まれていた。

　広場に掲けい示じされた、王国連合からの布告のせいだ。

「ふむ……。『シェバード・ロゥ・ランデルワースを名乗る男とその一党を捕ほ縛ばくした。下記の期日を以もつて、当地にて公開処刑とする』……か」

　高札を見上げて、シェバードは記された文章を小声で読み上げる。書かれている日付は二日後のものだ。

「どういう事？　あたしたち、ここにいるのにさ」

　訊ねるアリンの声は、更に小さな囁ささやくようなものだ。

「事実確認。シェバード及およびロアロ、ジェーナ、アリンは現在自由行動中。当とう該がい文章の内容は虚きよ偽ぎであると判断されます」

　ロアロも、言わずもがなの事を口にした。

「罠――ですね。我が主」

　ジェーナは特異な服装が人目を引かぬよう、外がい套とうを羽織っている。

　周囲に野や次じ馬うまは多いが、元々人口が多く、人の出入りも激しい街なので旅人四人に格段の注意を払はらう者はいない。

　特にこの告知は国中に広められているため、噂のシェバードの処刑をひと目見ようと人が集まり、ガドン全体が賑にぎわっているのだ。

　荘そう厳ごんな市庁舎やその他の役所に面した広場は、ガドンの中心――というより要だ。

　街全体がここを起点に、なだらかな斜しや面めんを下方に向かって扇おうぎ状じように広がっている。休日には大規模な市が立つ事もあり、ちょっとした部隊を展開させる程度の広さはある。しかも背後は不毛の山肌が急角度でそそり立っており、後背を突かれる恐れは小さい。

　迎むかえ撃うつにはもってこいの地形だ。

「……行くぞ」

　三人に告げると、シェバードは白いマントを翻ひるがえして人ひと混ごみを逃のがれる。いくら周りの人間が無関心とはいえ、ここから先の込み入った話は他人の耳に入れば危険すぎる。

　四人は、街外れの小さな宿屋の一室に腰を落ち着けた。人の出入りが多いガドンでは、多少奇妙な取り合わせでも特に目を引く事はない。

「わざわざああやって大げさに触ふれ回まわっているっていうのは、あたしたちをおびき出すためなんだろうね」

「言うまでもない。仮に、偽にせ者ものの誰かを捕らえて俺たちと誤ご認にんしたとしても、処刑まで何日も間を空ける必要がないからな。そもそも公開処刑などという制度は、ランデルワースやドルオールでは五〇年以上前に廃はい止しになっている」

　確かにかつては犯罪抑よく止しのための威い迫はくとして、あるいは単に市民に刺し激げきを与あたえる娯ご楽らくとして、重犯罪者の処刑が見世物のように扱われた時代があった。しかしそれは過去の事。今では野や蛮ばんで残ざん酷こくなやり口として否定されている。

　寝しん台だいに腰こし掛かけ、壁かべに背を預けるシェバードの声には、苛いら立だちと嘲ちよう弄ろうが混在していた。

「それだけ露ろ骨こつな罠を仕し掛かけたという事は、向こうはよほどの自信があるのでしょうか」

　ジェーナは板の間の上に胡座あぐらをかく。腕うで輪わを外し、内蔵されているワイヤー巻き取り機から砂や埃ほこりを落とし、丁寧に油を引いていた。

　灼しやく竜りゆう族ぞくの〈武具〉や像ぞう塊かい族ぞくの流体と違い、彼かの女じよが使う武器は純然たる道具だ。きちんと整備しなければ機能は低下する。

　アリンは自分の〈流転パンタレイ〉や鎧を手入れしたり出来ないし、その必要もない。そもそも刃こぼれもしないし、使い終わって宝ほう珠じゆに戻もどすと本来の状態に復元するらしい。ロアロの流体も破損したりしないし、彼女自身の肉体の一部なので食事と休息によってコンディションが回復するという話だった。

「連中が気合い入れて準備してるんだったらさ。あたしたちは無視しちゃうっていう手もあるんじゃないの？　わざわざ罠わなの中に飛び込んでいかなくてもさ。その隙すきに、別のところに攻こう撃げきかけるとか」

　椅い子す代わりの木箱――元々部屋にあった調度だ――に座すわったアリンは、途と中ちゆうの屋台で買った焼き菓子を頬ほお張ばった。家具が足りないので、ロアロは銀の熊くまを椅子型に変形させて腰を下ろしている。

「それもひとつの手ではある。例えば王国連合がシェバードを公式に処刑したのに、その後も俺たちの活動が続けば『やはりシェバード王子は不死身の亡ぼう霊れいか』という恐きよう怖ふと不安をばらまく事が出来る。末まつ端たんの兵士や一般市民にまでは、これが偽装だとは知らせていないだろうからな」

「だったら……」

「つまり、危険を押してでもそれに余りある効果が見込めるという事でしょう、我が主」

　アリンの言葉を遮り、ジェーナが顔を上げた。腕輪の整備を終え、短たん剣けんの研ぎ直しを始めている。

「そうだ。以前にも説明した通り、相手に罠を仕掛けさせるのも俺の思おも惑わくの内だ。この手口は今までとは違う。王国連合の思考法ではない。恐おそらくは魔族の本軍、それも人間を知っている者が送り込まれている。そいつを討うつ」

　シェバードは口くちの端はしを持ち上げ、細剣レイピアを抜いた。

　冷たい銀の刀身に、更に冷たい笑え顔がおが映る。

「つまり、ひとかどならぬ精鋭エリートという事になりますか」

　指し摘てきしたのはジェーナだ。

〈大統一〉以前は、魔大陸に人界の情報はほとんど伝わっていなかった。つまり魔族の中で戦う強力な将や有能な参さん謀ぼうはいても、人間の社会や心理を理解している者はほとんどいないという事だ。

　恐らく唯ゆい一いつの例外は〈人魔大戦〉の発生から終結までを陰かげで操あやつり、王国連合という巨きよ大だいな操り人にん形ぎようを作り出した魔ま皇こう帝てい自身だけだろう。もっとも魔皇帝とは何者でどのようにして魔大陸を征せい服ふくし、更にどうやって人界の知識を得たのかは謎に包まれているのだが。

　だから、もしもこの罠を仕掛けたのが魔族だというのなら、魔皇帝から直々に教授を受けた彼かれの側近、期待され重用されている者である可能性が高い。

「せっかく煽あおって煽って、ようやく引きずり出した魔皇帝に繋つながる糸口だ。見み逃のがすなどという勿もつ体たいない真ま似ねは出来ん。俺たちが魔大陸まで乗り込んでいくより、こちらの方が手っ取り早いだろう？　それに――」

　刃の具合を確かめ、シェバードは剣を鞘さやに戻す。

「この処しよ刑けいを放置すれば、替え玉の首が落とされる事になる」

「あ。そっか」

　思わず口元を押おさえる。

　そんな単純な事もアリンは見落としていた。これは、馬ば鹿かと呼ばれても仕方がない。

「他人が愚ぐ行こうのために死ぬのは勝手だ。しかし俺の身代わりで殺されるというのは、さすがに寝ね覚ざめが悪い」

「……うん、そうだね」

　不意に哀あい調ちようを帯びた少年の声に、アリンも頷うなずく。

「あ、いや。寝覚めが悪いというのは正確ではない。違うぞ」

　それに反応して、シェバードが慌あわてて訂てい正せいする。

「既に死んだはずのこの俺、シェバードが生きて王国連合と戦っているのは明らかなのだから、今さらその事について念ねん押おししてもあまり意味はない。それよりも、偽者を処刑しようとする連合の欺ぎ瞞まんを暴あばき立てた方が効果的というだけの話だ。うん」

「体調情報。シェバードの体表温度に僅かな上じよう昇しようが確認されました。また、外気温に適さない不規則な微び量りようの発はつ汗かんがあります。体調に異状がないか検査するため、自覚症しよう状じようの申しん告こくを要求します」

　シェバードが狼ろう狽ばいしたのは、しっかりロアロにもばれていた。

「……特に具合の悪いところはない。単に心理的な反応に基もとづく自然な変化なのだから、いちいち気にするな。今後ずっとだ」

「申しん告こく了りよう解かい。ロアロは以後、シェバードの生理的反応に関して、正常値の範囲をより広く取ります。ただしシェバードの健康はロアロにとって極きわめて優先度の高い案件であるため、今後も異常な兆候があれば指摘します」

「……それは構わん」

　くすっと笑いが漏れて、アリンは思わず口元を押さえた。

　像塊族は人間や他の魔族とは性質が大きく違うので彼女の言動には戸と惑まどう事も多いが、それでも仲間として彼女なりに仲間を心配する気持ちはあるのだ。

　そして殊更に非情に振る舞まうシェバードだって、非道に対する怒いかりは隠かくしきれない。

「まあ、あたしにしたって敵地のど真ん中に飛び込んで暴れ回れたら気持ちいいだろうけど、四人だけで魔大陸まで航海するのは難しいもんね。だったら、敵をこっちに呼び寄せる方が早いか」

「アリン、あなたは魔大陸に近い島で育ったのでしょう？　船を操ったりは出来ないの？」

　ジェーナが訊たずねた。

　彼女にとっては、魔大陸に攻せめ込むというのは故郷への帰き還かん。奪うばわれたものを奪い返かえす事に繋がる。

「ちょっと無理。父さんも漁師じゃなかったし。泳ぐのは結構得意なんだけどね。あれ？」

　答えてから、アリンはふと疑問に気付いた。

「そういえばさ。ジェーナってどうやって魔大陸からこっちに渡ってきたの？」

　生まれた直後に養父のジョジフと渡ってきた自分や、こちらの大陸でずっと休きゆう眠みん状態だったロアロと違い、彼女だけは魔大陸から渡と航こうしてきたのだ。

「……ただ逃にげるように海に飛び込んで、漂ひよう流りゆう同然に流れ着いただけよ。ほとんど飲まず食わずで、何日も海流に乗って……」

　天性の狩かりゆう人どである威い狼ろう族ぞくには代謝を抑おさえる事で飢うえや渇かわきに耐たえ、ぎりぎりで命を保つ技術がある。本来は長期の待まち伏ぶせや、仲間からはぐれた状態で負傷して動けない際などに使うのだと、ジェーナは付け加えた。

「前にも話した通り、過去にも時折魔族が人界に渡ってきたという事実がある。向こうからこちらに向かって流れる速い潮の道があるのは、ほぼ確実だ。逆が存在するかどうかは定かではない」

「情報提示。ロアロの記憶には世界の基本的な様相が予あらかじめ入力されていますが、魔大陸と人界の間の安全な航路および海流は資料データに含ふくまれていません」

　必要な知識は生来持っている像塊族だがそれでも限界はあるし、人界の情勢のような日々変化する情報が随ずい時じ更こう新しんされている訳ではない。あくまで創造神が元々定めた事に関する事こと柄がらだけだ。

　結界で魔大陸を封ふうじた神が、両界の間を行き来する手段を知らせるはずもない。

「人界から魔大陸への渡航記録はほとんど存在しない。公になっているものは、たったの二例。人魔大戦のきっかけとなったという侵しん略りやく軍ぐん派は遣けん。そして、大戦終結時に送り込まれた和平使節の船だけだ。もっとも、実態は名目とは異なるがな」

　シェバードが忌いま々いましげに吐はき捨すてる。

　最初の軍は、ランデルワース王に責任をなすりつけるために魔皇帝の密使に唆そそのかされた一部の奸かん臣しんによる偽装。後者も同様の辻つじ褄つま合わせ。「出港した」という事実だけを国民に目もく撃げきさせるのだけが目的で、実際に魔大陸まで渡ったかどうかさえ定かではないという。そのあたりの事実関係は、シェバードも知らない。

　ただし、現在は蟻侠族や刺蚊しぶん族を移送するための船が出ているのは確実だ。造船技術も航海術も魔族には蓄ちく積せきがないから、実務は王国連合側が押しつけられているはずだ。

「これも、名ばかりの和睦の一いつ端たんだ。俺が――俺たちが奴やつらの欺瞞を暴き立て、愚おろかさと卑劣さに相応しいふさわ報むくいを与えてやる。もちろん、魔皇帝に対してもだ」

「そうだね。思いっきり、ぶっ飛ばしてやろうよ」

　パンっ！

　アリンは微笑ほほえみ、固めた右拳を左手に打ち当てた。闘とう志しが熱になって、身体の奥おくから湧わき上あがってくるような感覚がある。

「もちろんです、我が主。魔皇帝を自称する奸物はわたしにとって一族の仇かたき。それに与くみする者も、許すつもりなど毛頭ありません」

　研ぎ終えた短剣を腰こしの鞘に収め、ジェーナも真しん剣けんな顔で頷く。

「方針了りよう解かい。ロアロはシェバードの意図を最優先で尊重し、ジェーナ並びにアリンが共有する目的のために全能力を行使します。能力を行使し、目的を達成する事に特別な充じゆう足そくを感じます」

　いつも無表情なロアロの頬にさえ微かすかな決意の色が滲にじんでいるように、アリンの目には映った。




＊　＊　＊　＊




　告知された公開処刑当日の朝。

　会場であるガドン市中央広場は、三〇〇人に余る群衆に取り囲まれていた。ただし広場中心部への立ち入りは禁止されているので、急ごしらえの柵さくに阻まれてその周りでざわめいている状態だ。

　溢れた者は周りの街路を埋うめ、あるいは広場を囲む建物の窓から現場を見つめている。屋根に登っている者さえ少なくない。

　その群衆の更に外側を、シェバードたちはぐるりと巡めぐっていた。

　他人からは、出で遅おくれた野次馬が少しでも見やすい場所を探しているように見えるだろう。

「人が死ぬところ、そんなに見たいのかな……？」

　アリンは小声で呟いた。

「そうじゃない。周りの顔をよく見ろ」

「顔？」

　シェバードに言われて、アリンはさりげなく視線を巡らせた。

　人々の顔に浮かんでいる表情は、単なる好こう奇き心しんだけではない。もちろん珍めずらしい出来事への関心もあるが、それ以上に感じられるのは不安と不満、そしてある種の期待だ。

　既すでにシェバードとその仲間は「王国連合の圧政に立ち向かう者」として知しれ渡っている。それが捕らえられ殺されるという事に対する憤いきどおり。その状況が覆るのではないかという根こん拠きよのない希望。

「……その気持ちに、あたしたちが応こたえてやらなくちゃね」

　アリンは首を飾かざる赤い宝玉に触れた。

　ほのかな熱が、指先に伝わる。

「観測情報。周囲に存在する人間を視し認にんした結果、筋肉の付き方や足運びなどから判断して民間人に偽装した兵士は含まれていないと判断されます。ただし着衣の上からであり、密度が高いせいもあって確度は不ふ充じゆう分ぶんです」

　ロアロは大きな紙かみ袋ぶくろを抱かかえていた。銀の熊が目立たないよう、中に入れているのだ。

「それだけでもわかれば有効だ。少なくとも、策の候補はいくつか消えた」

　昨夜、シェバードは敵が用いるであろう罠について、いくつかの可能性を挙げていた。その中には「公開処刑を見るために集まった群衆が全すべて王国連合の伏ふく兵へいで、偽者を救出すべく飛び込んだところを包囲する」というものもあったのだ。

「ジェーナの方はどうだ？」

「人間が多いため正確には判別出来ませんが、やはり微かに魔族の匂においが混じっています。正確な位置や種族、人数までは残念ながら……。恐らくは香こう料りようや汚お物ぶつなど、様々な手段を用いて隠いん蔽ぺいしているのかと」

　外套のフードの下で、ジェーナは鼻を鳴らした。

　敵が伏兵を配置しているのならば、威狼族の嗅きゆう覚かくを封じるのは必ひつ須すだ。むしろこのように対策が講じられている事自体、指揮官か参謀か、罠の中枢に魔族がいるという証明でもある。

「連中、どんな手で来るんだろうね」

「不安か？」

　アリンの呟きに、シェバードが反応する。

「ちょっとはね。何をしてくるかわかんないのは事実だもん。けど、怖こわくはない」

　向こうの出方が不明でも、必要以上に不安がって怯おびえるのはアリンの性しよう分ぶんには合わない。敵が何をしようと、それに応じて全力で立ち向かうだけだ。

「それでいい。油断も萎い縮しゆくも、どちらも不要。ただ、現れた現実に対して的確に対応しろ」

　もう一度さりげなく周囲を確かめてから、四人はひとまとめになって人混みから離はなれた。より全体を見み渡わたせるよう、混乱の外側へと移動するのだ。

「おいっ！　来たぞ！」

　その時、誰かの声が響いた。

　人を固定したまま、可動式の磔台が運ばれてきたのだ。

　常人の背せ丈たけの三倍ほどの高さがある木製の枠わくに車輪を付けた巨大な品だ。木材が白っぽいから、今日のためにわざわざ新造した品だろう。

　枠を上下に貫つらぬく柱に後ろ手に縛しばられたまま固定されているのは、四つの姿。

　全員、頭から袋ふくろを被かぶせられているので人相などは判別出来ない。服装も粗そ末まつな囚しゆう人じん服ふく。

　ただ、若く痩やせた男がひとりと、まだ少女と呼べる年とし頃ごろの女性がふたり。そして最後のひとりは年とし端はの行かない娘だというのは遠目にも明らかだった。声を上げないのは、袋の下で猿さる轡ぐつわでも噛かまされているからなのか。

「……何よ、あれ」

　呟いてから、アリンは己おのが手の痛みに気付く。

　思わず、爪つめが食い込むほどに強く拳を握にぎりしめていたのだ。

「野盗を働いている『偽にせシェバード』の一行ではない。本物を捕らえたと言い張るのなら、あの組み合わせになるのは当然だな」

　抑えてはいるが、シェバードの小声の奥にも強きよう烈れつな感情が隠っていた。即すなわち、軽けい蔑べつと嫌けん悪おと憤ふん怒ぬ。

「人間かどうか、確かめられるか？」

　それでも、冷静な指示を出すのは忘れない。

「観測情報。ロアロがこの距きよ離りから判別出来る限りにおいて、磔はりつけにされている四個体が人間である可能性は七割を超こえます。従働族などロアロの記憶情報にある既き知ちの魔族のいずれかである可能性は約一割。既き存そん情報のない、全く未知の何かである可能性は二割です。ただし生体でない人形その他の模造品である可能性は事実上ゼロと見なせます」

「お任せください、我が主。風向きもいいですし、見えている目標なら意識を集中してある程度絞しぼり込んで嗅かぐのも可能ですから。匂いからすると、ほぼ確実に人間です。しかも汗あせに独特の異い臭しゆうが混じってます。緊きん張ちよう……？　いや、違う。これは恐怖ですか」

　ふたりの感覚が偽者四人を正確に調べ上げる。汗の量や成分は感情に影えい響きようされるので、極きよく端たんな変化があればジェーナには読み解く事も可能なのだ。

　告げられた事実が意味するところは、アリンにも容易に判断出来る。

　あの四人は魔族の伏兵ではないただの人間。そして自分が本当に殺されると思っている。

　自分たちをおびき出すための餌えさとして、恐らくは罪らしい罪もないのに引き立てられたただの人間。

「……目の前で、あの四人に死なれたらあたしたちの名折れだね」

　アリンの口唇くちびるが笑えみを描いた。

　自然に浮かんだものではない。意識して作り上げた表情だった。

　激しい怒りで己が暴発しないよう、非ひ道どうさへの憎にくしみを不敵な挑ちよう戦せんの感情へと、敢あえて置おき換かえる。

「第一の優先事じ項こうは自分たちの生命を守る事。その次は、あの四人の解放。敵を仕留めるのはその後でいい」

　シェバードが下した断に、アリンは即そく座ざに頷いた。

　広場の中央に、新たな人ひと影かげが姿を見せる。鎖くさり鎧よろいの上に式典用のサーコートを纏まとった王国連合軍の高級士官だ。

「これより公開処刑を執とり行おこなう！」

　大だい音おん声じようの宣告が、周囲を取り囲んでいたざわめきを静めた。

「かねてから布告していた通り、この男は今は亡なき旧ランデルワース王国の王子であるシェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースを名乗る者。魔族の娘三人を率いて王国連合並びに同盟関係にある魔族社会に対して謀む反ほんを企くわだて、各地を襲しゆう撃げきして忠勇なる多くの兵士を害し、民衆より徴ちよう収しゆうした貴重な血税を強ごう奪だつしたものである！」

　手配書などにも記されている表向きの罪状の通りだ。

　確かにシェバードたちが実行した事である。しかし奪った税を市民にばらまいた事や人身貢納で拘こう束そくされた娘たちを解放した事などには触れられていない。そして王国連合の威いを損そこねるほどの大敗であるゼルイカでの一戦についてもだ。

「その罪の許しがたき事、全ての国民が同意するものである点を考こう慮りよし、王国連合の名において敢えて先例を破り処刑を公開とするものである！」

　一度は収まった小声が再びあちこちから漏もれ出だし、どよめきに変わる。

「役人や兵隊が気に入らないなら、もっとはっきり声に出せばいいのに」

「凡ぼん人じんは――大半の人間は、弱い」

　アリンが漏らした不満に、シェバードが冷れい淡たんな答を返す。

「肉体的にも精神的にもな。権力と武力を持っている相手を面めん罵ばするのは難しいだろう。状況と大勢に流されるのも仕方ない。我が意いを通したいのなら時間をかけ、地を這はい、泥どろを舐なめてでも強くなるしかない。少なくとも、どちらか片方は」

　暴力をはね除のけて反はん撃げきする強きよう靱じんな身体か、暴力を受けてなお屈くつしない不ふ屈くつの心。

「あたしたちには、どっちもあるよね」

「ああ。だから、行動する！」

　シェバードは、力強く断言した。




　刑けい場じようを取り巻く群衆たちを、見下ろす視線があった。

　広場に面したガドン市庁舎の三階――最上階の窓。行政の中枢を担になう公館だけあって、大きな板ガラスが使われている部屋から、カーテンに身を隠すようにして状況を監かん視ししているのは、ミューディとスクードだ。

「どうです？　シェバードと思おぼしき人物は見つかりましたか？」

「いえ。さすがにこれだけの数では……。角度も悪いですし。ほとんど頭の天辺てつぺんしか見えませんね」

　スクードは渋しぶい表情で望遠鏡を下ろした。

　単に値段が高いだけでなく、軍船の航海士や大軍を指揮する将官級の人間だけが使用する希少な品物だ。ミューディもひとつしか用意出来なかったので、人物同定のためにスクードに預けてある。

　窓の広い高所に陣じん取どったのは広い範はん囲いを見渡すためだが、遠い上に群衆を見下ろす形なので、ひとりひとりの顔や体格を判別するのは難しい。

　これから起こるであろう混乱に備え、ふたりとも武装している。

　本格的な戦場ではなく市中での戦いに向いた革かわ鎧よろいと剣けんという同じ装備だが、代々上級貴族であるミューディの鎧が補強と装そう飾しよくを兼かねた精せい緻ちな金属細工が貼り付つけられているのに対し、スクードの方は広場を警護する兵士たちと同じ型の官給品に、一代貴族の地位を示す肩けん章しようが付いているだけだ。

「これだけ露骨な罠です。本当にシェバードは……シェバードを名乗る者は現れるのでしょうか？」

　望遠鏡越ごしでない生の視線を向け、スクードが訊ねる。

「恐らくは……」

　この疑問は当然だし、ミューディにしても確信がある訳ではない。

　だが、これまで把は握あく出来た限りにおいて『シェバード』は王国連合の非道を糾きゆう弾だんするという立場を取っている。ならば、己の身代わりに無関係の他人が処刑されるという状況を見過ごす可能性は低い。少なくとも自分が彼の立場なら、罠だとわかっていても逃げたりはしないだろう。

「確証はありませんが、この機を逃せばわたしたちが『シェバード』に接せつ触しよくするのは幸運頼だのみになります」

「そうですね。もっとも、ここに現れてそのまま討たれてしまえば、自分が確かく認にんする意味もなくなってしまいますが」

　何気ない言葉に、ミューディは眉まゆをひそめた。

　連合の軍人としては、その結末を望むのが正しいはずだ。シェバードを名乗る反逆者が討とう伐ばつされ、事態を収しゆう拾しゆうする。その男の正体や過去など、何の意味も持たなくなる。

　しかし、己の内にこの「作戦」――否、軍の作戦とは言いがたい卑劣な「罠」の失敗を望む気持ちがある事をミューディはどうしても否定できない。

「あっ……」

　スクードが息を飲んだ。

　広場の中央に、可動式の架か台だいが現れたのだ。磔になっているのは四人。顔は判別できないが、体格からすると全員まだ若い。一番端はしなど、まだ童女と言っていい年ねん齢れいに見える。望遠鏡を使って確かめても、印象は変わらない。

「あれは……連合の兵士による偽装ですか？」

　広場の監視も忘れてミューディを振ふり返るスクードの声には、疑念と切望とが入り交じっていた。

　公開処刑そのものが『シェバード』一行をおびき出すための罠ならば、あそこにいる罪人も連合の要員で、救出すべく近づいた本物を攻撃するために配置されているのではないのか――スクードはそう考えた。考えたかった。

　しかし、他の三人ならば若い兵士などから選せん抜ばつするのも可能だろうが、一〇歳をいくらも越えていないような少女はどうするというのだ？

　危き惧ぐした通り、ミューディは首を横に振った。

「目もく撃げき証言から判明した体格に近い人物を、矯きよう正せい院に収容していた浮ふ浪ろう児や年少の犯罪者の中から適当に選んだそうです。死の恐怖に怯え、震ふるえる者でなければ目標を騙だます事は出来ないだろうと……。発案者は『単なる餌』と称していました」

「……」

　嘆なげきの言葉さえ、スクードは口にする事は出来なかった。




「では、これより刑けいを執しつ行こうする！」

　士官の号令に応え、兵士たちが長い槍やりを構える。

　四人の囚しゆう人じんに対してそれぞれふたり、下方から脇わき腹ばらを刺さし貫こうとする配置だ。

　台座に固定して専門の役人が大斧で首を落とすという、一いつ瞬しゆんで終わるやり方ではない。敢えて苦痛を長引かせる古い手法だ。

　ジャンっ！

　各組の槍が打ち合わされ、鈍にぶい金属音が響ひびいた。

　袋で視界は通らなくても、音は聞こえる。磔の少年たちの膝ひざが、遠目にもわかるほどガクガクと震えた。

　取り巻く群衆が、再びどよめく。

「……なお、この処刑に異議のある者は申し出よ！」

　焦じれた口調で士官は叫さけび、何かを求めるように視線を巡らせる。

「……まだ子供じゃないか。かわいそうに……」

　強い抗こう議ぎではない。中年の女性が独り言のように呟つぶやいただけだ。

「異議はないか！　なければ刑を執り行う！」

「どうした？　さっさと実行しない理由があると、大変だな！」

　今度はざわめきを破り、鮮あざやかに響き渡わたる声だった。

　群衆の中ではない。

　皆みなの視線が刑場に集まっている隙を見計らい、広場を囲む家の屋根に登っていたのだ。

　真まっ直すぐに立ち、純白のマントを翻す。その下に身に着けているのも、白が基調の機能美を備えた軽装の鎧だった。

「下らない茶番はそこまでだ。見ろ！　本物のシェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースはここにいるぞ」

　わぁああっ！

　高らかな宣言に応えて、歓かん声せいが上がる。

　中には慌てて口元を押さえた者もいるが、それでも声の波は鎮しずまらない。

　王国連合の兵士がいる前で反逆者の出現を喜ぶ――それは命にさえ関かかわる危険な行こう為いだ。それでもなお、人々は声を出さずにはいられなかったのだ。

　その騒さわぎを貫いて、シェバードは硬こう質しつな声で告げる。

「どれほど不格好な余興だろうと、俺おれを誘さそい出すためにこれほど大がかりな準備をしてくれたというのなら、招待に応じてやるのが礼れい儀ぎというものだな。まずは、そこに磔にされている者を解放しろ！　俺が現れた以上、既に餌としては無意味だろう？」

「お、下りてこい！　お前が来なければ、こいつらを殺す！」

　士官の叫びに応じて、槍兵たちが位置に着く。

　まるでそれを待っていたかのように、影かげが飛び出した。




「わかりますか、スクードさん！」

　どこに『シェバード』の仲間が潜ひそんでいるかもわからない。迂う闊かつに目立つ動きをすればこちらの存在に勘かんづかれるかも知れない。

　それにも拘わらずミューディはカーテンを大きく開いた。男の姿が良く見えるように。

　距離は遠いが、向こうも屋根の上なので見下ろす形にはなっていないし、角度もほとんど正面だ。

　ややくすんだ金きん髪ぱつに整った目鼻立ち。細いが引ひき締しまった、実戦慣れしているであろう体格に馴な染じんだ武装。

　だが、裸ら眼がんのミューディに判別出来るのはそこまでだ。

　瞳ひとみの色や、報告にある傷きず跡あとなどはさすがに見えない。

「……馬鹿な……」

　声が震えている。
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「どうなんです!?」

「違ちがう。別人だ……。確かに髪かみや瞳の色は、あの時手にかけた少年と似ている。だが、骨格が違う。あの子供が成長しても、ああはならない……」

　上位の貴族への敬語も忘れ、譫言うわごとのようにスクードは呟く。

「確かなんですか？」

「間ま違ちがいない。なのに――」

　スクードは一度望遠鏡を外して目を擦こすり、再びレンズをのぞき込む。

「――自分が付けた傷がある」

　始末した少年ではない。しかしシェバードを名乗り、あの日の傷を持つ。

　彼は一体何者なのか。

「行きましょう！　望遠鏡があっても遠くから見ているだけでは限界があります。可能なら近くで確かめないと」

「はい！」

　ミューディの言葉が終わるより早く、スクードの方が駆かけだしていた。高価な借り物の望遠鏡をその場に放ほうり出して。




「ひっ！」

　群衆の中で、驚おどろきの声を上げたのは少数だった。

　大半は、自らの間近をすり抜ぬけた存在に気付くことすらなかった。

　視線が反対側のシェバードに集まっている隙を衝つき、人間の群れという不規則に蠢うごめく障害物をものともせず影は風の如く通とおり抜け、一気に広場へと肉にく薄はくする。

　ジェーナだ。

（わたしが突とつ破ぱ口こうを開き、状じよう況きようを把握する。恐らくはそれに呼応して敵の軍勢が露ろ出しゆつするだろうから、アリンが突とつ入にゆうして対応。その間に、ロアロが人ひと質じちを救出する）

　シェバードに与えられた指示を、声に出さず確認する。

　あくまで自分の役割は攪かく乱らんと威い力りよく偵てい察さつ――脅きよう威いを与えて反応させ、相手の戦力を明らかにする事。ぎりぎりまで飛び込んで罠を発動させ、はまり込む寸前に退いて交戦を避さける。

　単に攪乱だけならジェーナ自身が突入せず、狼ろう精せいに頼たよってもよかった。しかし、狼精にとって本来の活動領域は森林や平原だ。視界が通らないという一点では同じでも、樹き々ぎが茂しげる森と四角い建物が並ぶ人間の街では何もかもが異なる。しかも、狼の姿は野や次じ馬うまたちに不要な恐きよう慌こうをもたらす危険もある。

　出し惜おしみはしないが、安易な召しよう喚かんも避ける。

　十中八九今回の敵は、こちらの能力を把握した上で策を練っている。街で人を集めたのは狼精対策でもあるはず。馬ば鹿か正しよう直じきに向こうの思惑に乗る必要は無いから、先手を打たせても構わない。むしろ仕掛けさせてから対応する。

　速度と隠おん密みつ性も重要だが、この判断が出来るのは自分だけと任された役目だ。

　群衆をすり抜け、急造の高い柵を垂直の跳ちよう躍やくで飛とび越える。

　着地しても足は止めない。

　走りながら両腰の短剣を抜き、構える。既に柄つか尻じりには腕輪の鋼線を結ゆわえてある。

　どっ！

　広場正面――市庁舎の扉とびらが開いて大量の兵士が溢あふれ出でる。

　魔族ではない。

　剣で武装しただけの、普ふ通つうの人間だ。だから匂いが群衆に紛まぎれて感知出来なかった。

「ただの人間？　舐めるなっ！」

　取るに足らぬ敵だが、数で埋め尽つくされては偽シェバード救出の障害になる。

　即座に排はい除じよした方がいい。

　ここが、使いどころ！

　ひゅううっ！

　ジェーナの口笛が口笛を吹ふき鳴ならすと即座に五頭の光ひかり輝かがやく狼精が現出し、彼女に併へい走そうする。

「行って、兄者、叔お母ば上、大おお伯お父じ貴き殿どの！　連中を蹴け散ちらして！」

　数には数で対たい抗こうできる柔じゆう軟なん性せいも、切り込み隊長としてのジェーナの優位だ。

　だが――。

　同じ建物の奥から、青白い靄もやとも煙けむりともつかないものが流れ出した。

　兵士たちの群れを取り囲むようにそれに包まれた瞬しゆん間かん、狼精が身み悶もだえし、泡あわが弾はじけるように消しよう滅めつした。

「まさかっ！」

　何が起きたのか理解出来ないのではない。

　理解したからこそ、ジェーナは声を詰つまらせる。

「お前たちのそれは通じない。全くの無む駄だ、無価値、無意味。その事を忘れた訳ではあるまい？　威狼族の娘むすめ」

　嘲あざけりながら姿を見せたのは、異様な男だった。

　姿形は人間に似ている。すらりとした長身で、目鼻立ちは整っていると言ってもいいだろう。

　だが、身に着けている衣類は周囲の兵士とは全く異なる装飾が施ほどこされている。武器は一いつ切さい帯びていない。

　そして何よりも異質な点は、薄うすい蒼あお紫むらさき色いろの肌はだと、艶つややかな宵よい闇やみ色の長い総そう髪はつ。

　白い靄は、その男の身体から漂ただよい広がっている。

　紛れもない、魔族。

「幻げん哭こく族――ザルザスぅぅっ！」

　ジェーナはその男の名を叫ぶ。

　事前の策も方針も、頭から消し飛ぶ。

　頭を染める真っ赤な熱に駆り立たてられ、兵士たちの間を縫ぬい、一気に敵へ目め掛がけて走る。




「何をやっている！　ジェーナ？」

　叫びながら、シェバードは屋根から飛び降りる。

　作戦の起点である彼かの女じよが予定から外れてしまったら、即座に全体を編み直すしかない。

「アリン、突っ込んでジェーナと合流しろ！　ロアロは磔になっている者を何としても救出だ！」

「わかった！」

　命令に応えて、群衆の最外がい縁えんで火柱が上がった。悲鳴と共に、人ひと混ごみが散らばる。

「どいてどいて！　邪じや魔ますると怪け我がするよ！」

　半はん裸らに近い独特の鎧姿になったアリンは、首の宝ほう珠じゆから引き出した巨剣〈流転パンタレイ〉を振り回まわして人間を追い散らしながら戦場へ向かう。

　だが、恐慌を来した群衆の流れは不規則に乱れ、彼女の行く手を阻はばむ。

　アリンが武具を発動させる際には高熱を発するので、間近に人間がいれば大おお火傷やけどを負いかねない。無関係な人間の被ひ害がいを避けるために、彼女を広場の側に配置する訳にはいかなかったのだ。

「命令受じゆ諾だく。シェバードの指示に曖あい昧まいな部分がありますが、ロアロは自己の判断により細部を検討・修正し、磔にされている名めい称しよう不明人間四個体の確保を試みます」

　ロアロの方は小こ柄がらさを活いかして予め人混みに紛れ、柵のすぐ側に控ひかえていた。

　彼女にアリンの進入路を確保させるという手もあるが、敢えてシェバードは偽にせ者もの救出を優先させた。

　原因はわからないが、狼精が通じない以上ジェーナの身が危ない。しかも彼女は冷静さを失っている。

　まずはこの状況を終わらせるために、片付けるべき問題を一気に片付ける。

　自らが囮おとりを止めて前線に飛び込むのもそのためだ。

　迂闊だった――シェバードは剣を抜きながら口唇を噛む。

　白い霧きりのようなものには、狼精を消滅させる力があるらしい。そして、ジェーナはあれを使う敵の事を知っていた。

　当然だ。

　魔ま皇こう帝ていが威狼族を滅ほろぼした以上は、狼精に対抗する手段があるはずなのだから。

　予めその情報を集め、対策を練る必要があったのに、ジェーナ自身が語りたがらなかったから、つい深く追つい及きゆうするのを避けていた。

　自分自身が、己の過去に踏ふみ込まれたくなかったせいで！




「うぉおおおっ！」

　アリンが雄お叫たけびを上げるのは、ただ気合いを入れるためだけではない。

　無関係な群衆を戦いに巻き込まぬよう、威い嚇かくして追おい払はらうためだ。制せい御ぎよ出来るとはいえ、全身に熱を纏う彼女は、周りに敵でない者がいると戦いにくい。

　驚いて逃げ惑まどう人々がもつれ合い、転んで倒たおれたりもしているが、いちいちそれに構っている余よ裕ゆうはない。

　まずは命じられた通り、仲間をフォローするのが優先だ。

　目の前に立ちはだかった柵を〈竜角ホーン〉モードの〈流転パンタレイ〉で粉ふん砕さいし、広場に飛び込む。

　ロアロは既に柵の隙すき間まから流体を伸のばし、磔になっている四人を救出しようとしている。

　だが――。

　銀の触しよく手しゆがあちこちに絡からみついているのに、人質を助け出せない。

「どうしたの、ロアロ？」

「状況報告。救出対象人間四個体の四し肢しは特とく殊しゆな金属線で磔台に縫い付けられています。ロアロの能力では、金属線を切断する事は不可能」

　冷淡な声が背中に届く。

　普通に縛られているように見えたのは偽ぎ装そう。肉体そのものに針金を通して縫われている。像塊族の力を見み越こした上での仕し掛かけだ。

「ちょっと待ってて！　あたしが、台の方をぶっ壊こわす！」

　磔台そのものは太くても普通の木材だ。〈流転パンタレイ〉なら簡単に破は壊かい出来る。その上で、柱部分ごと四人を銀の触手で運び出せばいい。

「〈竜顎ジヨーズ〉！」

　叫び声ごえに反応して〈流転パンタレイ〉の刀身が二ふた股またに割れ、鋏はさみ状じように変形する。

　長ちよう剣けん型の〈竜角ホーン〉で切きり倒そうとすれば、勢いで全体が吹き飛びかねない。柱だけを正確に切断するならこの形だ。

「もう少しだけ我が慢まんしててね！　今、助けるから！」

〈流転パンタレイ〉が磔台に食い込み、木材が焦こげる臭いを上げながら一瞬で柱の一本を切断する。

　だが、上の方もまだ固定されている。よじ登って切るか。それとも〈竜舌タング〉の形状で伸ばして処理するか。

「んぐっ！　んんんんっ！」

　アリンが悩なやんでいる一瞬に、シェバードに擬ぎされた少年がくぐもった声を上げた。

　苦しそうだ。口が封じられていて、息が出来ないのかも。

　考えるより先に手が動いた。

　爪の先に熱を集中して首元を縛る革かわ紐ひもを焼き切り、頭を覆おおっていた袋をはぎ取る。

　中から出てきたのは、赤毛の少年だった。殴なぐられたせいで右の瞼まぶたが腫はれ上がり、頬ほおには乾かわいた血がこびりついている。

　多分、本物のシェバードより若い。

「大だい丈じよう夫ぶ？　しっかりして！」

　口に噛ませられている、汚よごれた布の猿轡もはぎ取る。

「に……逃にげろ！　早く、僕ぼくから離れて！」

　自由になった口から飛び出したのは感謝の言葉でも、救助の懇こん願がんでもなかった。

「えっ？」

　次の瞬間――。

　ばんっ！

　肉体が弾けた。

　人質の身体が、文字通り内側から爆ばく発はつしたのだ。

　彼かれひとりではない。四人同時に。

　飛び散った血しぶきと肉にく片へんが、アリンの全身を赤く汚す。

「え……っ？　わ……うわぁああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　慟どう哭こくは一いつ瞬しゆん遅おくれてやってきた。

　仕掛けはわからない。だが、敵が仕組んだ事であるのは確かだ。

　助けようとした相手、何の罪もないのに自分たちを誘い出すためだけに捕ほ縛ばくされた者、それが目の前で無残な死を遂とげた。

　煮にえたぎる怒いかりが絶望を飲み込み、瞬しゆん時じに溶よう解かいする。

　アリンの激情に応えて身体が高熱を発した。表面にまとわりついた血を乾かし、焼滅させる。

「うわぁああぁっ！」

　雄叫びを上げて〈流転パンタレイ〉を振りかぶる。振りかぶろうとする。

「……え？　あれ……っ？」

　腕うでに力が入らない。脚あしが痺しびれる。目がかすむ。

「引っかかったのはひとりだけか。まあ、灼竜族に当たったのだから、良しとするか。高熱を放つ強靱な皮ひ膚ふは確かに刃やいばを通さない。だが口の粘ねん膜まく、肺の内側まで不屈に出来ているのかな？」

　青い肌の魔族――ジェーナがザルザスと呼んでいた男が、ほくそ笑んでいる。

　その態度で、アリンは悟さとった。

　毒だ。

　強い毒物を人質の体内に仕込んで、何らかの手段で遠くから起き爆ばくした。その飛沫ひまつがアリンに染しみ渡り、力を奪うばっているのだ。

　単におびき出すためではない。

　こちらを仕留めるための毒入りの餌。絶対に助けられない人質。

「ゆる……さないっ！」
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　萎なえそうになる脚に力を――怒りを込める。

　自分は灼竜族、最強の魔族だ。

　確かに全く効かないという訳じゃないけれど、こんな毒や卑ひ劣れつな罠わなに屈してたまるか！

「さすがに威い勢せいがいいな。だが、意地もそこまでだ。威狼族同様、灼竜族の歴史もこの魔皇子ザルザスが終わりにしてやる」

　ザルザスが嘲ちよう笑しようする。

　ジェーナは果か敢かんに攻せめているものの、周囲を守る魔族の兵士たちに阻まれて攻こう撃げきはザルザスまで届いていない。

「邪魔だ！　どけっ！」

　走り、跳躍し、短たん剣けんを投げ、鋼線で巻まき戻もどす。

　変へん幻げん自じ在ざいの動きだが、対応している魔族の兵士も互ご角かく以上の技わざの使い手だった。

　人間よりも腕は長い、猿さるを連想させる褐かつ色しよくの毛に覆われた肉体と顔。鎧は軽装で、両手に草くさ刈かり鎌がまに似た武器を携たずさえている。

　それが、五人。

　巧たくみな連れん係けいでジェーナの攻撃を防ぎ、それどころか徐じよ々じよに押おし返かえしている。

「しゃうっ！」

「しゃしゃうっ！」

　ジェーナが跳とぶのに合わせ、二体がタイミングをずらして跳はねる。

「くっ！」

　キンッ！

　右手で放った短剣が、先の一体の鎌で弾かれた。

　遅おくれた側が仲間の背を蹴けって上を取り、ジェーナに襲おそいかかる。

　足場のない空中で、四肢を振る勢いだけを使って身体を捻ひねる。

　それでも完全にはかわしきれない。

　鎌かま刃ばの先せん端たんがジェーナの肌を掠かすめ、太ふと股ももに赤い線を描えがく。

「ジェーナ、無理しないで！　シェバードも言ってる！　一いつ旦たん退いて、立て直そう！」

　大声で呼びかけながら、ジェーナは萎えそうな腕で〈流転パンタレイ〉を振り上あげる。

　狼精が使えない以上、動きが互角なら一対五を強しいられるジェーナが圧あつ倒とう的てきに不利だ。

　彼女が後退する時間を稼かせぐためにも、強ごう引いんに押し込む。敵の指揮官であるザルザスを追い詰めて倒せば、一気に逆転の目だってある。

　だが、市庁舎の中から新たな敵兵が現れてアリンに迫せまる。

　いや、それを敵兵と呼んでいいのか。

　アリンに接近してくる四、五〇人は何の武装もしていない人間だった。

　大人もいる。子供もいる。老人もいる。男も女も区別がない。

　鎧どころかまともな服もなく、身に着けているのはボロ同然の囚人服。両りよう腕うでは背中で縛られ、目め隠かくしと猿轡で視界も声も封ふうじられている。

　ただし、両りよう脚あしだけは自由。

　そんな人間の群れが、背後から槍で突かれ、闇やみ雲くもに前進してくる。

　追い立てる兵士たちの顔にも困こん惑わくと屈くつ辱じよくの色が溢れていた。

　ドンっ！

　よろよろと先頭を歩いていた老人が、アリンにぶつかってもたれかかる。

「な、何？　これ？」

　叫んだ直後に、アリンは気付いた。

　これは、自分の能力を封じるための「壁かべ」だ。

　周りに無関係な人間がいては動きもままならないし、熱を放つのも危険になる。

「ちょ、ちょっと！　どいて！　危ないから！」

　押し寄よせる人間の波に向かって声を上げても、そもそも相手は手を縛しばられ、目を塞ふさがれているのだ。避けろと頼んでも自由に動ける訳ではない。

　いっそ強引に薙なぎ払ってしまえば。

　勢せ子こ役の兵隊もただの人間。アリンの敵ではない。

　壁にされている人たちにもさっきの偽シェバードのように毒が仕込まれているのなら、遠えん慮りよしてためらう意味はない。

　一瞬、そんな考えが頭を過ぎる。

「うぐ……んんん……」

　だが、アリンに身体を押しつける老人が苦しそうに呻うめく。乾いた皮膚の感かん触しよくが、体温が、アリンの身体に伝わる。

「……く……っ！」

　歯は噛がみする。

　現に今こうして生きている無関係な他人を、手にかけたくはない。

　そう思わせる事こそが敵の狙ねらいだと理解していても。

　アリンが躊ちゆう躇ちよしているうちに、白い靄に別のものが混じっていた。いつの間にかザルザスの左右に現れた、直立した人間型の海鼠なまこか海鞘ほやを思わせる魔族の顔から生えた管から、紫むらさき色いろの霧が漂ってきたのだ。

　これも毒――！

　アリンは咄とつ嗟さに左手で口を塞ぐ。

　完全に呼吸を止める事は出来ない。僅わずかに侵しん入にゆうしてきた毒霧が、鼻の奥おくや喉のどをちりちりと灼やく。

　だが、アリンが耐たえられたのは灼竜族の強い肉体があればこそだ。

　押し寄せる人間たちはばたばたと倒れ、足あし下もとで痙けい攣れんしている。

　ひくひくと動いているという事は、間違いなくまだ生きているという事だ。

　この毒の効果はどこまで及およぶのか。

　即座に死に至るものなら、思い切って人間の壁を粉砕し、踏み越こえて行く事も出来る。

　しかし、麻ま痺ひさせるだけのものだったら？

　囚人姿の者たちだけではない。追い立て役の兵士たちも驚きよう愕がくの表情で振り返り、その場に膝を突く。

　どうする？

　どうすればいい？

　無関係な、敵に利用されているだけの人間を犠ぎ牲せいにして戦う、そんな覚かく悟ごがあるのか？

　いや。そんな覚悟をしてもいいのか？

　その時、何か冷たいものが迷うアリンの腰こしに巻き付いた。

　ロアロが伸ばした触手だった。

　強引に、引きずり戻される。

　見るとアリンだけではない。同様にジェーナも引っ張られていた。

　さっきの太股だけでなく、上じよう腕わんやふくらはぎにも傷が刻まれている。

「アリン！　ジェーナを連れて逃げろ！　ここは退たい却きやくだ！　四日前の場所で合流する！」

　いつの間にか接近していたシェバードが、細剣を振るいながら叫ぶ。

　彼を討うとうと迫る人間の兵士がふたり、即座に切り伏ふせられる。

「で、でも！」

　毒の中から助け出されたアリンは剣を支えに立っている。だが、ジェーナは這ったままでザルザスの方に向かおうと、地面に爪つめを立てている。

「お前たちのダメージが大きい。離り脱だつするまでは俺とロアロが食い止める！　やれるな、ロアロ？」

「回答提示。質問の意味するところが、ジェーナ及びアリンの両名が撤てつ退たいするための殿軍をロアロが引き受けるかという意味であれば是ぜ。シェバードの命令を拒きよ否ひする理由が存在しません」

　答えながらロアロは流体を網あみのように広げて、ジェーナを追ってきた猿に似た魔族の侵しん攻こうを阻んでいる。

　持って回った答が意味するところは、アリンにだってわかる。

　命令を聞くかという問いならばその通り。役目を全まつとうする保証があるかという意味ならば肯こう定てい出来ないという事だ。

「早く行け！　命令だ！」

「わ、わかった！　あんたも、死なないで！」

　シェバードに答えると、アリンはジェーナの身体を抱だきかかえる。

「は、放せ！　わたしは奴やつを、ザルザスを殺す！　一族の……父や母の仇かたきを……っ！」

「いつもの『我わが主』はどうしたのよ！　このままじゃあたしたちに勝ち目はない。悔くやしいけど、今は一いつ旦たん逃にげるしかないの！」

　腕の中でもがくジェーナの抵てい抗こうが弱々しい。

　彼女もアリン同様毒を吸っているはずだ。

　既すでに野次馬たちは周囲から逃げ去さっていた。

　無人の街並みを、アリンは全力で走る。

　一瞬。一瞬だけ振り返る。

　シェバードたちはまだ戦い続けていた。
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　けほっ！　こほっ！

　咳せき込みながら、ミューディは口元を手巾ハンカチで押さえる。

　魔族が吐はき出だす紫むらさきの霧の効果ははっきりとはわからないが、口にしていい類のものでないのは明白だ。

「大丈夫ですか、スクードさん？」

「ええ。そちらは？」

　まだ毒霧が漂っている。声を出すのは最小限にしたいので、ミューディは無言で頷うなずいた。

　市庁舎の一、二階はシェバードたちを攻撃するための兵――そして兵士以外の、盾役の民間人――の待機所になっていたので、シェバードを間近で見たくてもふたりは出で遅おくれてしまった。

　広場には、無数の兵士と囚人が折り重なるように倒れている。

「皆、避ひ難なんしなさい！　この周囲は危険よ！」

　腕で靄を払いながら、ミューディは叫ぶ。

　この作戦には参加していないし、指揮系統も異なる。退去を命じるのは職分を逸いつ脱だつした行為だ。それでもミューディは声を上げずにはいられなかった。

　しかし既に倒れた者は当然、まだ動ける兵士もこの場を離はなれようとはしない。持ち場を死守すべしという命令が下されているのか。

「ミューディさん、あれを！」

　スクードが指差した。

　外縁の柵さく際ぎわではシェバードとロアロが魔族――猩しよう鬼き族の兵と戦せん闘とうを続けている。

　少年の鋭するどい眼光がこちらに向いたような気がした。

　しかし、それは一瞬。

　すぐに彼は戦いに専念する。

「ロアロ、二手に分かれるぞ！　敵を倒す必要も、俺を守る必要もない。脱だつ出しゆつが最優先だ！　技法六と技法一四を組み合わせて使え！」

「指示確認。ロアロは現状からの離脱を優先事じ項こうとして行動。目的達成のために事前に提案を受けた技法六番と技法一四番を応用します」

　シェバードが駆け出すと、呼応してロアロも後退を開始する。

　一瞬遅れて、猩鬼族は隊を分けた。シェバードを追つい跡せきするのが二、ロアロに向かったのが三体だ。

「……妥だ当とうか？」

　ミューディは小さく呟いた。

　実際に戦うのを目にするのは初めてだが、ロアロという少女は自在に変形し、常人を超える力の触手としても使える流体を操あやつる。一方のシェバードは本作戦の最重要目標だが、肉体的にはただの人間だ。

　どちらに注力するのが正しいのか。

　ロアロの流体は多数の細い触手に分かれた。四本が本人を支えて高く伸び上がり、脚の長い馬のような形になり、ロアロ自身は猩鬼族の方を向いたまま広い歩ほ幅はばで後退する。流体の残りは更さらに細長い多数の触手に分ぶん裂れつし、猩鬼族を迎げい撃げきしている。

　どちらがどちらかはわからないが、この使い分けがシェバードの口にした番号の組み合わせなのだろう。

　猩鬼族に対応する触手は完全に不規則ランダムに動き回るものと、敵の動きに追随するものを織り交ぜている。まるで空中で複雑極きわまりない刺し繍しゆうを縫っているようだ。数と速度を優先しているため一いち撃げきの威い力りよくは軽いが、撤退のための牽けん制せいとすれば充じゆう分ぶんに見えた。

　事実、弾かれ、落下した猩鬼族は体勢の立て直しが遅れ、徐々にロアロに距きよ離りを開けられていく。

　一方、シェバードは細い路地に逃げ込んでいたため、既に目では追えない。猩鬼族は屋根から屋根に飛び回っているが、果たして追えているかどうか。

　どちらかに五人全員を集中していれば捕とらえるなり殺すなり出来ただろうが、分散させたために連係が不ふ充じゆう分ぶんになってしまったようだ。

「わからない……」

　ミューディ同様、シェバードが消えた方角を見つめていたスクードが呟く。

「あの時の少年ではない。ないはずなのに、面おも影かげが似ている……。それに幼い頃ころの王子にも……。確かめねばならない。彼が何者なのか。私が殺したのが誰だれだったのかを……」

　こちらに聞かせるためではない。己おのれの目を信じ切れないが故ゆえの独り言だった。







第三章　生命いのちの連つら鎖なり







　ガドン市庁舎市長執しつ務む室しつ――毛足の長い赤絨毯が敷しかれ、豪ごう華かな調度で飾かざられた部屋は現在、シェバード一味捕縛・抹まつ殺さつ作戦の本部として徴ちよう発はつされていた。

　重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きを醸かもす黒こく檀たんの机に着いているのは、青い肌の魔族――ザルザスだ。

「ザルザス司令、説明していただけますか？」

　机の正面に立つミューディは語気を強めた。自分だけではない、隣となりにいるスクードも苛いら立だっている事が伝わってくる。

　しかしザルザスは意に介かいする様子もなく、戦いの埃ほこりで汚れた顔を白い絹で拭ぬぐっている。彼ひとりではない。部屋の隅すみでは、グリギラが壁にもたれて退たい屈くつそうに林りん檎ごを囓かじり続けていた。

「えっと……？　君は、誰だったかな？」

「直接お会いするのは初めてです。私は、ミューディ・リン・ヴォーガック。ドルオール王国で国内の治安を預かる職に就ついている騎き士しです。その立場から、司令に確かく認にんしたい件があります」

「ああ、初めてだったか。確か、作戦の現場で勝手な指示を出していたとか。しかし司令という呼び方は無ぶ粋すいだな。実利一いつ辺ぺん倒とうで気品や趣おもむきに欠ける。人間の文化というのは、そういう面では洗練されていると聞いたのだがな。どうせ私を呼ぶなら、別の称しよう号ごうを使ってくれないか？」

　美声だった。肌の色は人間の目には異様だが、顔の作りそのものは整っている。しかし、露ろ骨こつにこちらを見下してまともに会話しようとしない無ぶ礼れいな態度に、ミューディは歯を噛かむ。

「では、何と？」

「決まっているだろう？　皇子だよ。私は魔皇帝の血を引く息子むすこなのだから」

　口唇くちびるを笑えみの形に歪ゆがめ、ザルザスは答えた。

「……では、皇子。あのように我が軍の兵士だけならまだしも、多数の民間人まで巻き込んで毒を使うような作戦を、何な故ぜ実行したのかという事を説明していただけますか？」

　ザルザスの背後、窓から見える広場を指差す。折り重なって倒れた人間たちが、徐々に運び出されていた。放置されていたのをミューディの独断で街の治安兵に命令し、安全な場所への移送と治ち療りようを実行させたのだ。

　作戦に参加していた兵士は毒の事は知らされておらず、もちろん巻き込まれた者をどう扱あつかうかについても一切指示されていなかった。

　アリンの動きを封じる肉の壁は、囚しゆう人じんだけでは足りず民間人まで駆り出された。さすがにガドン市内で人を集めると騒さわぎになるので、人狩りは近きん隣りんの村で行われたという。携わった兵士からミューディがその事を聞かされたのは、シェバードたちが完全に逃とう走そうし、後始末が始まってからだった。

　スクードに会いに行く前に知っていたのは「偽にせシェバードの公開処しよ刑けいを行い、それを餌えさにして本物を誘ゆう引いんする」という事だけ。それさえ一いつ般ぱん市民を巻き込む危険があるので、ミューディには許しがたいものだったのだ。

　しかし、ザルザスは振ふり返って見ようともしない。

「私は父より全権を託たくされ、シェバードとかいう人間とその一味を捕らえる、あるいは抹殺するためのあらゆる行動を許されている。この事は、既に通達されているはずだがな」

　顔の汚れを落としたザルザスは絹の手巾ハンカチを床ゆかに投げ捨て、今度は棒やすりを取り出して爪を磨みがき始めた。

「それに、人間というのは目的のためには同族を売り、犠牲にするのも平気な生き物ではなかったのかな？　私は、そう聞きき及んでいる」

「……」

　ミューディは反論出来ない。

　王国連合と魔皇帝の密約は、ランデルワース王国と王家を代価に成立したのだから。

「そんな人間たちの中で、シェバード王子とやらは敵であっても降服した者は殺さないという情報は妹から得ている。ならば、無関係な人間を盾にすれば動きは封じられる。その上で毒煙ならば直接近づかなくても、肉の壁かべ越ごしに攻撃出来るだろう？」

　ふっと息を吹き、削けずった爪の粉を飛ばす。

「威い狼ろう族ぞく――奴と一いつ緒しよにいた黒くろ髪かみの娘の一族などは、己の血族を滑こつ稽けいなくらい大切にする。だから同族を人質に取るのが有効だった。だが、シェバードはどうやら『正義の味方』らしいからな。身内どころか無関係な人間でも見み逃のがせない。むしろ無関係であればあるほど犠牲に出来ないというところか。そこにつけ込むのが……楽しい」

　有効とさえ、ザルザスは言わない。

「奴らの戦術の要は強いが単純に暴れ回るだけの灼しやく竜りゆう族ぞくでも、器用ではあっても決定力に欠ける像ぞう塊かい族ぞくでもない。もちろん、どういう手段を使ってかは知らないが魔族を操っている奴など、怖おそれる意味もないただの人間。真に警けい戒かいすべきは、無数の狼ろう精せいを召喚する威狼族だ。だからこそ数多い魔皇帝の子の中から、威狼族の天敵であり、軍略に長たけた私が派遣されたという訳だよ」

　細い指を組みながら、誇ほこらしげに笑う。

「現に私の作戦によって、魔族の兵には一切の犠牲を出さずに連中をあと一歩のところまで追い詰めたじゃないか？　貴方あなたは軍人なのだろう。私の考えに何か不足や誤りがあるのなら助言をいただきたいものだ。延々と同族同士で戦争を繰くり返し、戦略や戦術を蓄ちく積せきしてきたという点では、我々魔族は到とう底てい人間には敵かなわないからなぁ」

　含ふくみ笑わらいで肩かたを揺ゆらす。

　今度も、ミューディは答えられなかった。

　確かにシェバードたちの性格や価値観を分ぶん析せきした上でならば、有効な手段だと理解出来てしまう。守るべき国民を道具として使い捨てるなど自分には出来ないが、ザルザスにとっては異国人どころか異種族。しかも自覚ないまま魔皇帝に君臨されている被ひ支し配はい民族だ。

「君の意見はなかなかに興味深かったよ。しかし、もう充分だ。軍人としての本来の仕事に戻りたまえ」

「……軍人だからこそ、国家と国民を守るためにこうして抗こう議ぎしているのです！」

「違ちがうだろう？　軍人の使命というのは、命令に従う事だよ。それがどんなに理り不ふ尽じんで非道なものであってもね。いや、むしろ当人が拒こばみたくなるような命令を与あたえ、不本意な行こう為いを実行させるのが、指揮官の愉ゆ悦えつというものかな」

　またザルザスはほくそ笑む。

「いやいや。既にそれは人間という生き物の本ほん性しようというべきかな。民間人であっても、肉の壁や囮として使いたい放題だ」

「でも、お兄様ぁ」

　不意に、グリギラが口を開いた。

　どちらの魔皇帝の子という話だが、見た目は全く似ていなかった。肌や髪かみの色も違うし、グリギラには備わっている角や翼つばさをザルザスは持たない。

「同じ戦法でももっと強力な毒を使えば簡単に殺せたんじゃないの？」

「灼竜族や像塊族はもちろん、威狼族あたりでもただの人間よりは毒に耐たい性せいがある。私ほど完全ではないがな。もっと強いものを用いれば連中に効果が現れるより早く、肉の壁が即そく死しして用をなさなくなる。生きていればこその障害物だ」

　諭さとす教師の口調で、ザルザスは妹に説明する。

「なぁるほど。そうなっちゃったら、灼竜族が死体を踏んづけて一気に近づいてくるかも知れないって訳ね」

「それに、せっかく人界まで来たんだ。すぐに使命を果たしてさっさと帰き還かんするというのもつまらない。父上の後こう継けい者しやとしては、この機会を利用して人間の社会というものをこの目で確かめ、楽しんでおきたいからな。密使として何度も往復しているお前が羨うらやましいよ、グリギラ」

「ま、こっちの食べ物は美味しいおいわよ。これが味わえるのは役得」

「そうだ。次に戻った時には、一応兵力の増ぞう援えんを父上に頼たのんでくれ。一応、使命を果たせず難なん儀ぎをしている身としては、無む為いではいかんからな」

　人間を道具や玩具おもちやとしか見なしていない魔族の貴公子は、そう言って指を組む。

「……失礼します。わたしは、貴方の指揮下に入っている訳ではありません。わたしに与えられた使命を果たし、わたしが考える軍人の本分を果たす事にします」

「そうするがいいさ。まあ、私としては君のような人間にこそ命令を下して、悩む様を見て楽しみたいものだがね」

　これ以上、同じ部屋の空気を吸うのさえ耐えがたい。作戦時に散布されていた毒霧の方がまだましだ。

　ミューディは背を向け、部屋を後にした。
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　最初は、数に任せた強引な力押しだった。

　故郷の森を守って戦う威狼族は地の利と狼精の力で、魔皇帝軍の暴力に対たい抗こうした。

　しかし、敵が幻哭族を大量に投入してから戦せん況きようは一気に傾かたむいた。あらゆる「非実体の存在」を消しよう滅めつさせる破霊の靄もやは穏おだやかな気き性しようの幻哭族が自らを守るための力だったのに、魔皇帝はそれを攻撃の武器として用いたのだ。

「狼精は呼ぶな！　これに触ふれれば父祖の魂たましいは破壊されてしまう」

　白く煙けむる宵よい闇やみの森の中、口元を押さえて族長――ジェーナの父が叫さけぶ。一緒に走っているのは、ジェーナも含めて一五人ほどの仲間たちだ。

　視界を遮さえぎり、喉を燻いぶるのは破霊の靄ばかりではない。普ふ通つうの煙けむりも混じっている。魔皇帝の軍隊は威狼族を追い立て、滅ぼすために住すみ処かである森を焼やき払っているのだ。

　それぞれが己の領分を守り、天性の能力や性質に応じて棲すみ分わけ、あるいは助け合っていたかつての魔族社会では、たとえ種族間で諍いさかいが起こり殺し合いにまで発展しても、住んでいる環かん境きようそのものを奪い、破壊するのは絶対の禁きん忌き――というよりも、そういう発想自体が存在しなかった。

　しかし魔皇帝はいとも容易たやすく、その理を破ったのだ。

「父上！　叔お父じ上や兄上たちは、無事でしょうか？」

　樹き々ぎの間を駆かけ抜ぬけながら、ジェーナは父に訊たずねる。

　母は、最初に森を焼かれた戦いで命を落とした。一〇人以上もいた兄弟も、今は別働隊を率いている次じ兄けいとジェーナのふたりだけだ。

「わからん。逃げ延のびたと、信じるしかあるまい」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、父が答える。

　敵軍に追われ、圧倒的な劣れつ勢せいに立たされた族長たちは、一いち網もう打だ尽じんにされぬよう生き残りをいくつかの集団に分ぶん割かつし、バラバラに逃げた。ジェーナの叔父や兄が体力の劣おとる者や怪け我が人にんをまとめて先導し、族長たちは敵を引きつける囮となるため、敢あえて相手に追いつかれそうなぎりぎりの速度を保っているのだ。

　こういう時は狼精を走らせて伝令とし、互たがいの連れん絡らくを密に保つのが常だが、破霊の靄も一緒に漂ただよっている以上、祖先の魂を召しよう喚かんする訳にはいかない。

「しゃうっ！　しゃーうっ！」

　後方から追いついてきた猩鬼族の兵士が、合図の声を上げる。

「耳みみ障ざわりなっ！」

　一いつ瞬しゆんだけ振り返り、ジェーナは短剣を放った。密生した樹きの間、僅かに視線が通る空間を射い貫ぬいて走った刃は、正確に相手の喉を切り裂さいて戻ってくる。

「……しかし、このまま逃げてどうなるというのですか？　同どう胞ほうのほとんどを殺され、森まで消滅させられた以上、何の勝機もないのでは……」

　併へい走そうする若者――ジェーナの又また従い兄と弟こだ――が訊ねる。

「それでも、命ある限りは生きる！　生きている限り、まだ終わりではないのだ！」

　父の言葉は力強い。しかし、もうすぐ魔大陸の最北岸だ。威狼族本来の領土である大陸中央部の大森林を焼かれた後、他の種族が住まない小さな森から森へと辿たどって逃げ続けてきた。

　しかし地の果てまで追おい詰つめられれば、最も早はや逃にげる先はない。

　それでも「生きろ」と父は言うのか。

　その時――。

「待っていたぞ、威狼族の生き残りども！」

　木立を抜けて飛び出した海岸の草地には、既に敵の陣じんが布しかれていた。

　命令に忠実な蟻侠族や俊しゆん敏びんさを誇る猩鬼族、頑がん丈じような肉体を持つ剛ごう巌がん族など、多種多数の兵士に守られた内側には、青白い肌はだの幻哭族たち。そして、その中央に座すわるのはまだ青年になったばかりという年とし頃ごろの指揮官だった。

　確か、名前はザルザス。

　彼の左右に立つ蟻侠族の手には、威狼族の女性が足首を掴つかまれて逆さにつり下げられている。どちらも、裸はだかに剥かれていた。

「リューラ！　シェリカ！」

　ふたりの名をジェーナは叫ぶ。

　リューラは同い年、シェリカはまだ一〇になったばかり。どちらも兄と一緒に逃げていたはずだ。

「いやはや、威狼族というのは度しがたい愚おろか者ものばかりだ。昔ながらの掟おきてや絆きずなを守るばかりで、全く新しい時代に対応出来ない。数はこちらが圧倒的に上。そちらの取る手段は見当が付いている。ならば当然、先回りして待ち構えるのは簡単という訳だ」

　ほくそ笑みながら、ザルザスは大げさに肩を竦すくめた。

「貴様……！　他の者はどうした？」

「言うまでもない。もう殺した。威狼族というのは不合理に仲間を重んじるから、人ひと質じちはひとりかふたりでも充分だからな」

　ザルザスが片手を上げて合図すると、猩鬼族が飛び上がって鎌に似た武器でリューラの腹に斬きりつけた。

　真っ赤な線が引かれ、血が溢あふれ出す。

　それは、弱り切っていてもまだ生きているという証あかし。

「貴様らを殺すのは簡単なのだが、最後の最後で自じ暴ぼう自じ棄きな反はん撃げきに出られでもしたら面めん倒どうだからな。まずは族長――ステッペンファングの命だ。拒めば、このふたりをもっともっと苦しめる」

　鋭えい利りな刃が、何度も何度もリューラとシェリカを切り刻む。どれも、一撃では致ち命めい傷しようにならない浅い傷。そのたびに白い身体が弱々しく震ふるえる。

「いひっ！」

　リューラの口から、掠れて引きつった悲鳴が飛び出した。

　左の耳がまるごとそぎ落とされたのだ。

「……我が命と言ったな。ならば、長として同胞のためにこの身を差し出そう」

「長！」

「お前たちは動くな。ふたりが解放されたら、後は頼む」

　仲間たちに命じると、父は短剣をその場に捨て、胸を張ってザルザスへと進んでいった。もちろん周囲には破霊の靄が漂っている。狼精を使う事は出来ない。

「立派な心がけだ。もっとも、個人的にはそういう義や理というのには、虫むし酸ずが走るのだがな」

　口唇の片かた端はしだけをくいっと吊つり上げる。ザルザスの意を汲くんだ部下たちが、族長の身体を傷つける。人質を嬲なぶったのと同じだ。敢えて死には至らぬ傷を延々と積み重ねる。爪を引きはがし、指先を切り落とし、目を抉えぐり、鼻を削そぐ。

「……もういい。痛めつけても泣き言も呪じゆ詛そも吐かぬ奴は、退屈だ」

　ザルザスが不ふ愉ゆ快かいそうに心臓を突つき刺さす事を命じるまで、族長は立たち尽つくし不動の姿勢を崩くずさなかった。完全に絶命した身体は、胸を貫く槍やりが引ひき抜かれてやっと倒たおれたのだ。

「うぉおおおおっ！」

　仲間たちが慟どう哭こくする。

　ただ、ジェーナひとりが口唇を噛んで叫びを堪こらえた。

「はははは……。これで最後のステッペンファングが死んだか」

「約束よ！　リューラとシェリカは解放して！」

　嘲ちよう弄ろうするザルザスに、ジェーナは訴うつたえる。

「約束？　私は約束などしたかな？『まず族長の命』と言った記き憶おくはあるのだが」

　確かにその通りだ。言われてみれば、この男は何の交こう換かん条件も保証していない。「まず」という事は、その次もあるという事なのだ。

「威狼族はひとり残らず始末する。ただし、どうせ死ぬのに族長のような無む駄だな矜きよう恃じを見せられると興ざめだ。降服するなら、なるべく苦しまないようにあっさりと殺してやる」

　椅い子すから動く事もなく、ザルザスは身体を折って笑う。

「聞くところによると、人間の世界ではこういう時に女を力ずくで犯おかし、辱はずかしめるという方法もあるらしいが、種族の違う同士でそういう事をやっても意味はないからな。私としても単純に傷を付ける以外の方法は取れない訳だ。困ったものだよ。ふはははははっ」

「何故だ！」

　声を上げるジェーナの頬ほおを、涙なみだが伝っていた。

「何な故ぜ魔ま皇こう帝ていはわたしたちを放っておいてくれない！　確かに恭きよう順じゆんも協力も拒んだ。けれど牙きばを向けた訳でもない！　ただ今まで通りの暮らしを続けるのを放置して欲ほしいと願っただけなのに！」

「それが、支配というものだからだよ」

　血の叫びに、笑え顔がおが答える。

　ザルザスが指を鳴らすと、配下がリューナの乳ち房ぶさに刃やいばを突き立て、肉をごそりとえぐり取る。

　父を殺した時と同じだ。彼かれ自身は剣けんのひと振りさえ持たず、あくまでも他人が他人を傷つけ、苦しめるのを眺ながめるだけ。

「同じ価値観や生活習慣を持つ一族ではなく、複数の種族をひとつの名の下に統一しようとするのなら、例外を許してはならない。どれほど小さくとも、例外の存在を認めれば次々に破は綻たんが生じる。威狼族の絶ぜつ滅めつは、他の種族へのちょうどいい前例となる。偉い大だいなる魔ま皇こう帝ていは、従わぬ者を絶対に許さないという事実のね」

　ならば、魔皇帝は何のために「支配」などを望むのか！

「わ……わぁあああっ！」

　怒いかりがジェーナを支配する。

　両手に構え、自らを一本の矢としてザルザスに向かって突とつ撃げきする。

　目の前に立ちはだかる多数の敵兵など、既に目に映っていなかった。

　他の仲間たちも次々に襲いかかる。

　だが――。

　ジェーナの眼前に現出したものが、彼かの女じよの腕うでを噛んで引き留める。

　通常よりもひと回り大きな、青白く輝かがやく狼――狼精だ。

「馬ば鹿かな！」

「……そんな……」

　ザルザスとジェーナの声が重なった。

　破霊の靄が漂う中で、狼精が存在する事はあり得ない。そして存命の者の召喚に依らずに現出する事も。

　ジェーナは理解した。この狼精は、たった今死んだ父の魂だ。

　父の狼精は不安定に瞬まばたきながら、それでも強い力でジェーナを引きずっていく。

「父上！　何故……っ！」

　答える言葉はない。だが、噛んだ牙から思いが伝わってくる。

　生きろ、と。

　族長が掟に基もとづいて命じるのではなく、父として娘むすめに託す願い。

　強ごう引いんに引きずり、敵兵が配置されていない隙すき間ま――切り立った崖がけから海へと放ほうり出す。

「父上――っ！」

　暗い海へと落下しながら、縋すがるように手を伸のばす。

　遠ざかっていく狼精は、破霊の靄に包まれて消失していった。
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「はぁ……はぁ……」

　息を切らし、膝ひざをつく。

　どこをどう走ったのか、記憶は定かではない。

　シェバードが指定した「四日前」の場所にアリンがたどり着く頃には太陽は西に傾き、曇くもり空ぞらは濁にごった朱しゆ色いろに染まっていた。

　ガドン市が位置する山の裾すそ野のに広がる森の中、小さな湖のほとり。立ち去る時にきちんと後始末をしたので、四日前の野宿の痕こん跡せきは残っていなかった。

「ふぅ……」

　深呼吸して、背に負ったジェーナを草の上に下ろす。

　最初は「戻もどって戦う」と叫んでいた彼女だったが、いつの間にか意識を失い、そのまま眠ねむっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……だよね？」

　ジェーナの胸にそっと右手を当ててみるが〈武具〉の籠こ手てに包まれているので、鼓こ動どうを感じ取る事は出来ない。

　走るのに邪じや魔まになる〈流転パンタレイ〉だけは宝ほう珠じゆ内に戻したが、鎧よろいを解除してしまうには不安があった。シェバードやロアロと別れたから、着き替がえも持っていないし。

　仕方なく、口唇に耳を寄せてみる。弱々しいが、確かに息をしている。

「……シェバードたちが先回りしてるなんて、都合のいい話はないか」

　周囲を見回して、小声で呟つぶやく。

　どうしようもない状じよう況きようだったから、指示に従い逃にげてきた。

　しかし先走って罠わなにはまり、その上毒で弱っていたとはいえ、主戦力である自分とジェーナが勝てない敵から、シェバードとロアロは逃走出来たのだろうか。

「ああっ、もうっ！」

　バチンっ！

　勢いよく両手を打ち合わせ、迷いを吹ふき飛とばす。

　どうせ面倒な事を考えるのは不得手だし、現状で打てる手がある訳でもない。

　だったら信じて、出来る事を実行するだけだ。

「ジェーナ、大丈夫？　起きて！」

　白い頬を軽く叩たたく。

　まずジェーナの無事をしっかり確かめて、聞くべき事を聞く。知識でも頭の回転でも彼女の方が上だ。魔族についての情報を教えてもらえば、馬鹿な自分にだって何か思いつく事があるかも知れない。

「ん……う、ん……」

　長い睫毛まつげが微かすかに震え、瞼まぶたが薄うすく開かれる。

「はっ！」

　ジェーナの細い身体がびくんと震えた。

「だ、大丈夫？　どうかしたの？」

「い、いや……。少し……嫌いやな夢を見ていただけ……」

　答える声は弱々しく、掠かすれている。

「何があったか覚えてる？　動ける？」

「え……ええ。意識は、はっきりしてるわ。我が主が、殿軍を務めたのも覚えてる。だけどまだ手足がちょっと痺しびれて……」

「やっぱりあたしと――灼竜族とは体力が違うのかな？」

　アリンも最初に偽シェバードたちに仕し掛かけられていた毒液を浴びたし、紫の霧きりも吸い込んでしまったが、既に影えい響きようは消えている。

「それもあるけど……わたしにだけ使われたものが……。猩鬼族の鎌に……」

　あの猿さるめいた魔族の武器にも毒が塗ぬられていたのだ。

　威狼族は四し肢しなどに深い傷を受けた際に、その部分の活動を停てい滞たいさせて出血や毒の影響を抑おさえる事が可能だ。種族の特性などではなく、より精密に肉体を制せい御ぎよする技術の一部だとジェーナは説明した。

「おかげで内臓や脳にまでは届かないけど、脚あしの筋肉に毒素が残っていて……」

「そ、そうなの？　あたしに何か出来る事ない？」

　野山の狩りで生活していたジェーナ自身なら薬草の心当たりもあるのだろうが、アリンには実用的な知識はない。

「太ふと股ももの傷口から、毒を吸い出して……。お願い……」

「えっ？　ええっ？」

　それなら毒魚の棘とげに刺された時のために教わったから、アリンも知っている。ただし実際にやった経験はない。

「わ、わかった。この傷から吸い出せばいいのね？」

　躊ちゆう躇ちよしているような状況ではない。出来る事はやると決めたのだし。

「ええ。飲み込まないように気をつけて、すぐに吐き出すのを忘れないで」

「うん、わかってる」

　白い太股の上に引かれた赤い線に、思い切って口唇を触れる。

　柔やわらかいけど張りがある、ちょっとひんやりした感かん触しよく。強く吸うと、鉄っぽい味が口中に広がった。吸い出した毒血を、唾つばと一緒に地面へ吐き捨すてる。
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「もう大丈夫。ありがとう」

　数度繰くり返かえした後、ジェーナが礼を述べた。

　服の隠かくしから細長い布のようなものを取り出し、開いてしまった傷口の上に貼り付ける。裏に粘ねん着ちやく性せいの薬やく剤ざいが塗と布ふしてあり、傷を塞ふさぐのと消毒を兼かねるのだという。

「魔皇帝が支配する以前、毒を用いるのは紫し煙えん族のように自前の毒どく腺せんを持っている種族だけだったわ。猩鬼族が武器に毒を塗る事など、過去にはなかったはず」

　忌いま々いましげに吐き捨てる。

「向こうの罠が卑ひ怯きようだったってのもあるけどさ。ジェーナ、らしくなかったよ。シェバードの言う事聞かないで先走ったりさ」

　アリンは地面の上に座り込んで訊ねる。毒の余波もまだ残っているし、飲まず食くわずで走り続けて、さすがに疲つかれた。

　ジェーナは、俯うつむいたまま答えない。

「ひょっとして、ザルザスとかっていう奴やつと何かあったの？」

「奴は……一族が滅ほろぼされた時の討とう伐ばつ隊長だった。幻哭族が放つ破霊の靄に触れれば狼精のような実体を持たない霊体エネルギーを完全に破は壊かいされてしまう。威狼族にとっては天敵とも言える種族よ」

　例によって場当たりな神が間に合わせで作った種族のひとつで、霊れい体たい破は壊かい以外には特に強力な力を持たず、外見を別にすればほぼ人間と同等だと付け加える。

　ジェーナの憤いきどおりは、アリンにも理解出来た。狼精は単なる戦いの手段ではない。祖先の魂が顕けん現げんしたもの。彼女にとっては大事な血族なのだ。

「奴は父や同胞を殺し、その死を辱め……。わたしだけが生き残って魔大陸を脱出した」

　乾かわいた布から、強引に水を絞しぼり出したような声。

「え、えっとさ。言いたくない事なら、別に黙だまっててもいいよ」

「いいえ。わたしが自分が体験した事を全部包つつみ隠さず話していれば、我わが主なら少なくとも幻哭族対策は立ててくれたはず……」

　いつの間にか日は落ち、湖こ畔はんを照らすのは木の葉越ごしに注ぐ冴さえざえとした月明かりになっていた。それを受けて、ジェーナの目め尻じりに浮うかんだ透とう明めいな珠たまが光るのをアリンは見た。

　冷静で知ち恵えが回り、実戦経験も豊富。そんな風に思っていた。

　けれどジェーナだって、自分とそう歳としも変わらない。家族や親族を皆みな殺ごろしにされ、異境で寂さびしさに耐たえて戦っている女の子だ。竜りゆうの〈武具〉を見つけた遺い跡せきでだって、激げき昂こうして学者を殺そうとしていた。多分、あっちの方が彼女の本質だ。

「あたしは人間として育てられたから、ジェーナやシェバードみたいに直接辛つらい記憶がある訳じゃない。でも、魔皇帝や王国連合からは狙ねらわれる」

　ジェーナの目を見ながら、アリンは己の胸に手を触れた。

〈武具〉の籠手と胸甲が触れ合あい、鈴すずにも似た音を鳴らす。

「過去は消えない。それはあたしにだってわかるよ。だけど、未来は自分の手で作っていけるし、何よりも――『今』は確かにある。生きて、呼吸して、心臓が脈打っている限り、あたしたちは『今』を捨てて逃げたりは出来ないんだ。違う？　過去をしっかり抱だきしめた上で、今を戦い抜こうよ！」

　恨うらみに駆り立てられたせいで冷静さを失ったように、悔くいに囚とらわれるのも迷いや躊躇いためらで技を鈍にぶらせる。

　一緒に戦う仲間だ。勝って、生き抜いて欲しい。

　湧わき上あがる言葉を、そのまま叩き付つける。

　ジェーナは、きょとんと目を丸くした。

「あ、あたし、変な事言っちゃった？　確かにらしくないけどさ」

「そうじゃないわ。父が最後に……。それと我が主に出会った時に、同じような事を言われたのを思い出したの」

「シェバードが……？　ね。何かつかえてて喋しやべって出したいなら、どんな風にシェバードと知り合って仲間になったのか、それを教えてよ。これからの戦いに役立つような話は、あいつが来てからまとめて喋った方が二度手間にならないし」

　そうだ。シェバードは絶対に生き延びている。ここにたどり着く。

　そして自分たちには次の戦いがある。

「……そうね。我が主にこそ、伝えなくては」

　アリンの意図を察して、ジェーナは静かに微笑ほほえんでから語り始めた。




　意識が戻って最初に感じたのは、腕の温ぬくもりだった。

　身体は宙に浮き、自然に揺られている。

「……ん……っ」

　奇き妙みような感覚に、ゆっくりと目を開く。

　見上げると、そこには細く整った若い男の顎あごがあった。

「き、貴様っ！　何者だ！　わたしに何をするっ！」

　ようやく自分が抱きかかえられ、運ばれている事に気付く。咄とつ嗟さに身体を捻ひねって腕から逃のがれる。地面に落ちて一回転した後立ち上がり、短たん剣けんを抜きながら目に付いた枝に飛び上がる。

「おいっ！　あ――」

「えっ？」

　男の叫びとジェーナ自身の声が重なった。

　めぎっ！

　重みに耐えられず枝が折れる。

　充じゆう分ぶんな太さを選んだつもりだったのに、想像以上に柔らかく脆もろい。

　受け身を取ろうとするも、身体のあちこちが痛んで思うとおりに動かない。

　地面に激げき突とつしそうなジェーナを、腕が受け止める。

「……無む茶ちやをするな。人が乗れるような樹じゃない」

　苦く笑しようすると、男はそのままそっとジェーナを下ろした。

　森の事なら熟知している。上るべき樹を見み間ま違ちがえるはずがないという自信があったから、いちいち確認せずに身体が動いてしまった。

　しかし落ち着いてよく見ると、葉の形や樹皮の色などが知っているものと違う。

　威狼族の知識にない樹木があるという事は、ここは故郷ではない。

「落ち着け。少なくとも、俺おれはお前と敵対するつもりはない。今のところはな」

　男――いや、むしろ少年と呼ぶ方が相応しいふさわ者が答える。ジェーナ自身と同じか、せいぜいひとつかふたつ年上という程度か。

　そしてどの魔族とも異なる、初めて感じる種類の匂におい。

「……人間？」

「そうだ。そういう訊ね方かたをするという事は、やはりお前は魔族だな」

　少年は腰こしの剣に手をかけたまま、しかし抜かずに答える。

　彼の足あし下もとでは、老いた獣けものも一緒にこちらを睨にらんで喉のどを鳴らしている。多少は狼に似ているがひとまわり小さく、鋭えい敏びんさよりも逞たくましい実直さを思わせる骨格だった。白と黒で塗り分けられたような毛並みも異なるし、何より匂いが違う。

　狼は一族の本質に繋つながる崇拝対象トーテムだ。誤ご認にんするはずがない。

「あ……」

　ようやくジェーナは状況を思い出した。

　ザルザスと名乗る幻哭族の若者が率いる魔皇帝軍によって、父を含む最後の仲間が殺された。そして自分だけが海に落とされた。

　その後の事は記憶がはっきりしない。荒あれる海を懸けん命めいに泳ぎ、流木にしがみつき、海流に流され、曖あい昧まいな意識の中で幾いく度ども朝と夜を迎むかえた。

　人間がいて、見知らぬ種類の樹が生え、獣がいる。

　自分は無事に人界にたどり着いたのだ。

「偶ぐう然ぜん、海岸で倒れていたお前を見つけた。服装からすると人間とは違うようだし、負傷していて弱っている。だから、とりあえず人目に付かない方がいいだろうと考えて森の中に運んでいる途と中ちゆうだった。勝手に手当をしたが、なかなか意識が戻らなかったのでな」

「そ、そう……。その事は感謝するわ。ありがとう、人間。いずれこの恩に報むくいなければならないわね。わたしは、威狼族のジェーナ。……ジェーナ・ステッペンファング」

　本来ならば男子だけが継つぐ長おさの称しよう号ごうを、合わせて名乗る。掟に背そむいてでも、ザルザスが吐はいた『最後のステッペンファングが死んだ』という言葉に抵てい抗こうしたかった。

　改めて自分の身体を見ると、太股や腕に包帯が巻き付けてある。傷が出来ているだけでなく、筋肉や骨に痛みも感じる。

　海には不慣れな威狼族が何日も冷たい海水に浸つかって漂ひよう流りゆうしていたのだ。生きて人界にたどり着き、目が覚める前に害意のない者に出会ったのは幸運か。

　少なくとも右も左もわからない現状で彼と敵対するのは得策ではない――そう判断して、ジェーナは短剣を収納する。

「礼を言われる筋合いはない。俺は、俺の利益のためにお前を助けただけだ。まず、食事をしよう。お前も、ずっと流されてきて消しよう耗もうしているだろう？」

　少年は周囲の枯かれ枝えだを拾い集め、着火した。携けい帯たい鍋なべを焚たき火びにかけて湯を沸わかし、指で作った輪に収まる程度の小さな塊かたまりを入れた。

　白い動物は火を怖れないのか、よく馴なれた態度で少年の隣となりに控ひかえる。

　ほどなく、鼻び腔こうをくすぐる奇妙な香かおりが鍋なべから漂ってくる。ジェーナは、己おのれの胃が蠢うごめくのを感じていた。

「そ……それは何だ？」

「スープを完全に煮に詰つめて、丸薬状に固めた保存食……俺が工く夫ふうして作ったものだ。お前の口に合うかどうかはわからないが、人間も魔族も生き物としての根源が異なっている訳ではないはずだから、栄養にはなるはずだ。消耗しているから、汁しる物ものの方が胃に負担もかからないだろう？」

　柄えの長い匙さじで鍋をかき混ぜ、ふたつの器に注ぎ分ける。

「さあ、喰え。生きるために必要な行為は遠えん慮りよせずにしっかりと実行しろ」

　片方の椀わんをジェーナに突き出しながら、少年は自分の分を口にした。その意図は、すぐに理解出来た。毒などが入っていない事の証明だ。

「……人間でも、そういう考え方をするの？」

「海に流されたお前ほどではないだろうが、俺は俺なりに苦難をくぐり抜けてきたつもりだからな」

　皮肉っぽく微び笑しようする彼の言葉は、威狼族の哲てつ学がくにも通じるものだった。

　受け取った器の中身は、金色と琥こ珀はく色いろの中間程度の色合いをした液体だった。乾かん燥そうした野菜と肉の細さい片へんらしきものがいくつか浮いている。間近だと、一層強く感じる奇妙な匂い。

「頂ちよう戴だいする」

　思い切って椀の縁ふちに口唇を付け、最初のひと口を招き入れる。

　芳ほう醇じゆんな風味が、口中一いつ杯ぱいに広がった。肉の旨うま味みの最も強い部分だけを厳選し、ぎゅっと凝ぎよう縮しゆくしたかのような味わいに、更さらに複雑玄げん妙みようなさまざまな香りや味が絡からみ合い、一体となっている。

　塩や香こう草そうだけの素そ朴ぼくな味付けが中心の威狼族は言うまでもなく、魔大陸にはあり得ない巧こう妙みような調理だった。各種族が伝統を遵じゆん守しゆする魔族に比べ、人間は文化や技術の発展が早いという噂うわさは聞いた事があるが、料理もそれに当てはまるのか。

　気付いた時には、椀の中は空になっていた。一気に飲み干してしまっていたのだ。口唇を舌で舐なめ取った後で、ジェーナは少年の心こころ遣づかいに気付く。疲ひ弊へいし、飢うえているジェーナのために、敢えて温めで飲みやすくしていたのだろう。

「まだ代わりはある。飲むか？」

　訊ねながら少年は、足下の獣にも餌えさを投なげ与あたえる。

「う、うん。ありがとう……人間。人界の食べ物は、どれもこんな風に美味しいの？」

　器を差し出し、追加分を受け取る。

「魔ま界かいの実情を知らないから比ひ較かくは出来ん。だが、これが当たり前だと思うな。俺が手がけた以上、水準を遥はるかに上回る味だ。もっとも、これはあくまで保存用携けい帯たい用でしかない。材料を揃そろえて時間をかければ、この何倍も美味な食事を提供出来る」

　少年の笑顔は誇ほこらしげだ。どこか、狩かりや戦いの技について一族内で語り合う雰ふん囲い気きにも似ている。

「さて、と。礼を述べる気があるのなら、単なる言葉ではなく代価を要求する。情報だ。この時期に漂ひよう着ちやくしたという事は、お前は魔皇帝に与くみしない反逆者か反主流派というところだろう？」

「魔皇帝と称しようする者と敵対しているのは事実よ。だけど反逆者とは呼ばないで。魔族の間の伝統を破壊したのは向こうなんだから！」

　反射的に口にした後で、ジェーナは気付いた。

「ちょっと待って。魔皇帝の事は人界にどの程度伝わっているの？　貴方あなたも魔皇帝と敵対しているという事？」

「まず質問しているのは俺だ。お前が魔皇帝の敵なら好都合。奴は何者だ？　何のために人魔大戦を引き起こした？」

「人魔大戦……？　人界に手を出した事は聞いているけど、こちらはどういう状況なの？」

　未知の単語に反応するジェーナに、少年は大げさに肩かたを竦めた。言葉もそうだが、こういう仕草や習慣には大きな差がないらしい。

「これはまず、情報交換のための共通認にん識しき作りから始めるしかないようだな」

　焚き火を挟はさんで挟み、クラッカーや乾果でゆっくりと腹を満たしながら、少年とジェーナは互いが知っている情報を提示し合った。

　ジェーナが生まれる前から始まった魔大陸統一の戦乱。制せい覇はの完成と〈灼竜の結界〉の消滅、各国上層部の一部を抱き込んでの「人魔大戦」という大がかりな茶番、王国連合の成立と陰かげからの支配、並行して進められた反はん抗こう的てきな魔族の駆く逐ちく、そしてジェーナたち威狼族の最さい期ご――。

　異なる方角からの大見出しトピックを突き合わせた結果、魔皇帝出現以降の両大陸に跨またがる大まかな状況の変化は把は握あく出来たが、それが限界だった。

「……そうか。結局、魔皇帝の真意や目的は魔大陸でもよくわかっていないという事か」

「ごめんなさい。助けてもらったのに、あまり役に立つ話が出来なくて」

「なあに、構わん。魔皇帝が素す性じようを隠したがっているというその事実そのものが、ひとつの貴重な情報だ。これで、少しは戦い方が見えてきた」

「戦い方って……あなたは、魔皇帝と戦うつもり？　人界も、王国連合という形で奴に支配されているんでしょう？　勝てると思ってるの？」

「戦う気がないのなら、魔皇帝に敵対する魔族であるお前を助けたりしない。俺もお前同様家族や大切な人を奪うばわれた、たったひとりの生き残りだ。奴らを許すつもりはない」

　少年の手が、白い獣の頭を撫なでた。

「……そうか……。人間は変わる生き物だから、そういう生き方も選べるのね……。けど、わたしには無理だわ。復ふく讐しゆうという行こう為いは、威狼族の道に反するもの……」

　ジェーナは俯き、自らの手を見つめる。

　父は生きろと言った。だが、それは何のためだろうか。

　最後のひとりだけが生存していても威狼族という種族に未来などない。

　この手に染み込ませた技は、本来自衛と狩りのためのものだ。自らが生きるため以外の理由で相手を殺し、傷つけるのは禁忌。

　ならばただこの命が自然に尽きるまで、時を浪ろう費ひするのが正しい道ではないのか？

「魔族だから変われないというのか？　お前は、現に今生きているのだろう？」

　少年の口調が、咎とがめるような響ひびきを帯びた。

「えっ？」

「お前は今、俺の作ったスープを食べた。既すでにその味を知らなかったお前ではない。お前の喉を潤うるおし、腹を満たし、傷を癒いやす栄養となるのは人界の肉であり、野菜であり、水だ。それがお前の身体を形作る新たな材料となる。食事をし、呼吸をし、鼓動を打つ！　お前が望まずとも、自覚しなくても、命とは変わらずにはいられないものだ！」

　焚き火の上を越こえて、少年の腕が伸びてきた。

　ジェーナの手首が強く掴つかまれる。

　炎ほのおの熱だけでなく、彼の身体の中に脈打つ血の熱さを感じる。

　命を、闘とう争そうを諦あきらめかけたジェーナの体内に、燃え上がるものが伝わる。否いな、注がれる。

「お前が最後のひとりなら、その願いこそが一族の総意だ。掟も道理も関係ない！　過去を背せ負おった上でお前は今、そしてこれから、何がしたい？　どう生きたい？」

「戦いたい！」

　思考するより早く、言葉が飛び出した。

「奴らを……魔皇帝とそれに与する者に、わたしの怒りを、一族の無念を思い知らせてやりたい！　でも、どうすればいいっていうの？　わたしはたったひとりで無力よ！　故郷を捨てて逃げるしかなかったくらいに！」

「無力というのなら変われ！　願いが果たせないなら、果たせる者になれ！　俺は、そうしてきたし、今もそれを続けている！　狼おおかみのままでは復讐出来ないというのなら、そんな誇りは捨ててしまえ！　そう、狗いぬになればいい！」

　ジェーナの襟えり首くびが掴まれた。体格からすれば意外なほどの力で、少年に引き寄せられる。

「恩を返すと言ったな？　ならば、俺が助けたその命の使い方を決めてやる。復讐者になる道をお前の一族が知らず、拠よって立つものがないのならば俺に従え！」

　何という力強い言葉だろう。

　娘として、間近で長を見ていたジェーナだからこそ実感出来る。

　彼は、率いる者だ。

　単に己ひとりの道を生きるだけでなく、他者を導き、その力を束ね、大事を成なし遂とげる者なのだ。

　仲間を見捨ててはならないという禁を破らせてまで、父が自分を逃がした意味をはっきりと自覚する。

　魔大陸を支配してきた各種族の掟が崩ほう壊かいした今、誰だれかが生き残って新たな掟、新たな生き方――これまでとは異なる威狼族の在り様を見つけるべきなのだ。

「……はい」

　狗という言葉の意味はわからなかったが、ジェーナは思わず頷うなずいていた。




「……それが、二年ほど前の事よ。それからふたりで旅して、ロアロを発はつ掘くつして、あなたを迎えに行って……」

　語り終えたジェーナは、穏おだやかな表情で首輪に触ふれる。

「えっと……すごくいい話みたいに聞こえるけど、要するに餌え付づけされちゃったって事？」

「ま、まあ……そういう解かい釈しやくも可能だけど……。命を救われたり食べ物を与えられたりしたら、その恩に報いるのは威狼族の誇りよ！」

　アリンの指し摘てきに、ジェーナの頬が朱しゆに染まった。

「……わたしはシェバードがいるから……あの人が指針を与えてくれたから、威狼族の生き残りとして守るべき矜恃と、掟に背いて生きる復讐の狗である事を両立出来ている」

「と、ところでさ」

　話がまた深刻な方へ向かいそうだったので、アリンは慌あわてて舵かじを切り直した。

「一いつ緒しよにいたその白い犬って何者？　そいつはどうなったの？」

「彼は……旅の途中でシェバードが見つけたと言っていたわ。牧場も空になった無人の廃はい村そんで、主の墓の前にずっと控えていたのだと」

　もちろん名前も何もわからない。村にはただ『死者に誠意を尽くす姿に、敬意と共感を覚える』という理由で一緒に連れて行くようになったのだという。

「向こうもシェバードに馴れたけれど、最後までわたしの事は警けい戒かいしていたわ。元が牧羊犬だから、魂たましいが狼に近い威狼族には用心したのかも知れない。わたしがシェバードと出会ってから三か月くらいで老ろう衰すいで死んで……埋まい葬そうする時に、その首輪を受うけ継いだの。前にも言った通り、犬というのは忠実さと変化の証だと思ったから」

「そっか……」

　ずっと違い和わ感かんを覚えていた首輪も、そういう由来があったと聞くと納なつ得とく出来た。

　単に忠義の印であるだけでなく、短い間でも一緒に旅した仲間の形見なのだから。

　その時――

　がさっ！

　枝が揺ゆれる音がした。

「シェバードっ？」

　しかし、振ふり返ったアリンの目に映ったのは別の姿だった。

　待ち望んでいたものではあったが。

「状況報告。ロアロは無事に指定地点に到とう着ちやくし、ジェーナおよびアリンと合流。なおロアロの栄養状態は枯こ渇かつ気味ですが、生存に支障を来きたすレベルではありません」

　淡たん々たんと語るロアロは、いつもと変わらない姿だ。可か憐れんなドレスで、両手で銀色の熊くまを抱きかかえている。少なくとも目に見える怪け我がや損傷はない。

「我が主は？」

　ジェーナがロアロの両りよう肩かたをつかんだ。

「回答提示。ロアロはガドン市の戦せん闘とうから離り脱だつする際に、敵戦力を分散させるためシェバードと別行動を取りました。以後、シェバードの消息は不明」

「そうか……」

　体力任せに飛ばしてきたアリンたちに比べ、殿軍を務めたロアロとシェバードが遅おくれるのは仕方がない。しかし、それにしたって遅おそすぎる。

「わたしが捜しに行ってくる！」

　どれほど時間が経たっただろうか。不意にジェーナが立ち上がった。

「無茶よ！　もう夜だし、あんただって毒から回復したばっかりじゃない！」

　逸はやるジェーナの肩を、アリンは押おさえる。

「夜目は利きくし、闇やみ雲くもに歩き回るんじゃなくて匂いを辿たどれば何とかなるわ」

「観測情報。シェバードの指示内容はあくまで指定合流地点での待機。また体温、発はつ汗かん、呼吸などから判断すると、ジェーナの肉体にはまだ毒の影響が残っており、本来に比べて身体能力は七割程度と推測されます。単独での捜そう索さく活動は危険」

「そうだよ。ジェーナはここで休んでて。あたしが、捜しに行くから」

「観測情報。アリンの体力も消耗し、通常時の八割五分程度です。その上、身体能力、経験、技量などいずれの面から考えても夜間の捜索活動には適していないと判断出来ます。またアリンがこの場を離はなれるのも、シェバードの指示に反する行為です」

　しかし、アリンの意見も同様にロアロに否定される。

「じゃあ、どうするの？　このままあいつが戻らなかったら……」

「行動提案。ロアロが、捜索に向かいます」

　冷れい淡たんな声に、微かな決意の響きが隠れていた。

「えっ？」

　アリンとジェーナが顔を見合わせた。

「撤てつ退たい作戦時に、本地点に集合するよう直接指示を受けたのはアリン及およびジェーナの両名であり、ロアロは対象に含ふくまれていません。前後の発現や状況から判断し、自発的に合流しただけです。従ってロアロが集合地点を離れ、シェバードを捜索する事は命令から逸いつ脱だつした事にはなりません」

　詭弁だ。確かにジェーナを連れて行くようにアリンが命じられただけで、ロアロが名指しされていた訳ではない。しかし、アリンの頭で考えても無理のある解釈だ。

　像塊族は主人の命令に従う事が存在意義だという。そのロアロが、言葉を強引にねじ曲げてでもシェバードを助けに行こうとしているのだ。

「その気持ちは嬉しいけどさ。ロアロだって、殿しんがりやった後でここまでずっと歩きづめだったんでしょ？　あんたは大丈夫なの？」

　ジェーナを押さえていた手を放し、今度はロアロの肩を掴む。

　こうして触れると、本当に小こ柄がらで華奢だ。ごく普ふ通つうの、年とし端はの行かない女の子にしか見えない。

　最初の魔族・像塊族は普通の生き物とは違ちがい、疲労などが表に現れにくい。それでも全く眠らなくても平気な訳ではない、食事をして活力を補給するのも、一緒に旅して知っている。

「どうなの、ロアロ？　あんたの具合は問題ないの？」

「……状態報告。ロアロの肉体には多少の疲労と消耗が確かく認にん出来ます。平常時と比較した場合、総合的な能力は八割四分程度まで低下していると評価せざるを得ません」

　らしくないのは言い回しだけではない。隠し事を切り出すような遠慮がちな口調。

「やはりわたしが行く。シェバードは……我が主は、わたしを単に命令に従うだけでなく、自ら判断する者だと言ってくれた。だから、命令に背いてでも……」

　そう言うがジェーナは、アリンの手を振り解けない。それほど力を入れている訳ではないのに。やはりまだ毒のダメージが残っているのだ。

「いちばん体力が残ってるのはあたしだから、あたしが行くってば」

「駄だ目めよ。わたしやロアロと違って、あなたは人捜し向きの能力を持っていないわ。下手に動き回ると二重遭難になるかも……」

「確かにあたしは目も鼻も人並みだし、夜目も利かないけどさ。このまま待ってるだけでいいとも思わないよ！　もし……もしもあいつがどこかで倒たおれてて、死にそうだったりしたら！」

　誰もが不安に思っていて、しかし言葉には出来なかった事をついアリンは口走ってしまった。

　冷たい静寂が、三人の間に広がる。

「……さ、三人で一緒に行こうか？　効率は悪いけど、疲れてても互たがいに助け合えば何とかなるかも知れないし。あ、誰か残ってないとすれ違いになっちゃうか。はは……っ」

　雰囲気を変えようとするものの、笑いがぎこちない。

「お前も、馬ば鹿かなりに考えるようになったな」

「ば、馬鹿って何よ？」

　若く硬こう質しつな男の声に、思わず振り返る。

　暗がりの中から、細い影がゆっくりと姿を見せる。

「皆みなの気き遣づかいは嬉しいが、もっと俺を信じろ。たどり着くと言った以上、絶対にたどり着くし、目的を果たすまで死ぬ事もあり得ん」

　自信満々に笑うのは、鞘さやごとの細剣レイピアを杖つえ代がわりにしたシェバードだった。

「シェバード！」

「我が主！」

「状じよう況きよう認にん識しき。ロアロはシェバードの生存と合流を確認」

　現れた影に三人が駆け寄り、抱きつく。ロアロまでもだ。

「一斉に寄りかかるな。さすがに、今は辛い」

　僅わずかによろめいたシェバードが、それでも笑う。

「魔族はどうにか撒いてガドンからは脱だつ出しゆつ出来たんだが、途中の山道で巡回部隊に見つかって囲まれてな。一戦してきた」
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　さすがに疲労と消耗は隠しきれない。白い鎧よろいも汚よごれ、マントには切り裂かれた跡が残っている。

　それでも芯に通っているのはいつもの不敵さだ。

　いつの間にか、夜は明け始めていた。茜色の光が樹き々ぎの間を抜ぬけて、シェバードの顔を照らしていた。

「ジェーナ。俺がここまで近づいたのに匂いに気付かなかったのは、それだけお前のダメージが深いという事だ。敢あえて無理をしなければならない局面はあるが、己の状態を評価して自重する事も必要だぞ」

「我が主が戻もどらないのであれば……わたしにとっては無理をしなければならない時です。しなければならない事、どうしてもしたい事に届かないのであれば、諦めるのではなく自らを変えろと教えてくれたのは、我が主ではありませんか」

　目尻を指で拭ぬぐいながら、それでもジェーナは笑え顔がおだ。

「さて、と。こうして無事に合流出来て何よりだ。しかし、俺もそうだがお前たちも消耗しているはず。まず、食事にしよう。ジェーナは何か適当な獲え物ものを捕ってきてくれ。ロアロは食用植物の採取。アリンは薪まき拾ひろいと水汲みを頼たのむ」

　よほど疲れているのか。そう言うと、シェバードは崩れるように地面に座すわり込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　あたしがやろうか？　そりゃ味じゃ全然敵わないけど、一応ちゃんと食べられる程度のは作れるんだし」

「馬鹿を言うな。料理は、俺の趣味であり使命だ。滅多な事で他人任せに出来るか。それに皆が疲れて弱っているのだから、その体調に応じた調理法が必要だ。アリンにはそういうのは無理だろう？」

　腰を下ろしたまま、シェバードは更に不敵に笑う。

　結局、ジェーナが捕まえてきた野のう兎さぎとロアロが集めた茸きのこ類るいや木の実を使い、消化のいい煮物が作られた。

　四人で鍋を囲み、いつものように食事が始まる。

「申し訳ありません、我が主。わたしが興奮し、先走ってしまったせいで、作戦を失敗させてしまって……」

　ある程度腹も満ち、気分も落ち着いた頃ころにジェーナが改めて謝罪する。

「構わん……と言えば言い過ぎだが、俺にも落ち度はあった。あいつは、お前にとって特別な相手なんだな？」

「……はい」

「今回は相手の出方や戦力を確かめるのが第一だ。全員こうして生きているのだから、目的は果たしたとも言える。気にするなとは言わん。反省し、思考して、次に活かせ。敵がお前を知っているのなら、敵に関する情報もお前が握にぎっているはずだからな」

「はい」

　ジェーナは素す直なおに頷く。

「ザルザスは幻哭族で、威狼族が最後に掃討された際の指揮官でした」

　一度アリンに話した内容を、更に詳しよう細さいに説明する。

「奴の恐ろしさは霊体を滅ぼす破霊の靄もやだけではありません。それだけなら、他の幻哭族も使う生来の能力ですから。あの男は……卑ひ劣れつで残虐ですが、大軍を率いて容よう赦しやなく戦う策略の使い手でもあります」

「魔族が指揮を執とる以上、人間を餌や壁かべに使うのまでは一応想定していた。まさか、あそこまで徹てつ底てい的な手段を使うとは予想外だったがな。まさか……毒を仕込んでおいて助けに行ったところで爆ばく発はつさせるとは」

　シェバードの口唇が、屈くつ辱じよくに歪む。

「……助けられなかったね、あの人たち……」

「気に病やむな、アリン。仕し掛かけが施ほどこされていた以上、あの時点でお前が何をやっても助けるのは不可能だった。ならば俺たちに出来る事は明らかだ」

「うん。そうだね」

　アリンは力強く頷いた。

　どんなに頑張っても、既に失われた命を現世に引き戻す手段などない。

　だったらザルザスやその手下、王国連合上層部の連中をぶっ飛ばして、死者の無念を晴らすだけだ。

「そういえばさ。あいつ、自分の事を皇子とか言ってなかったっけ？　あたし、遠くてよく聞き取れなかったんだけど」

「情報検証。幻哭族敵個体、固有名めい称しようザルザスが皇子と自称するのを、ロアロは認識。アリンの聞いた内容と一いつ致ちします」

　曖昧な記き憶おくを、ロアロの正確さが裏打ちしてくれた。

「って事は、あいつは魔ま皇こう帝ていの息子むすこなのかな？」

「ジェーナ、どうなんだ？　その事について何か情報は？　あいつが皇子なら、魔皇帝も幻哭族という事になるはずだが」

　真しん剣けんな口調でシェバードが訊たずねる。

「残念ながら、よくわかりません。魔大陸で見えた時には、そんな事は口にしていませんでしたし……。確かに掃討部隊の指揮を執るには若すぎますから、何か特別な地位にあるのかも知れません」

　幻哭族は大半の魔族同様、寿命や成長速度は人間と大差ない。その上、特とく殊しゆ能力が限られているから社会の中心となり、大きな責任を負うのは経験が蓄ちく積せきされ、心身も充実する二〇代半ばから三〇過ぎあたりだ。

「二年前のザルザスは二〇歳になるかならないかでしたし、幻哭族というのも元々軍事や謀略に長じてはいない、どちらかというと平和主義の少数民族です。威狼族にとって極きよく端たんに相性が悪いだけで。正直、あの種族から魔大陸全土を支配する征せい服ふく者が生まれるとは考えづらいです」

「そうか……。だったら皇子というのも血筋ではなく、功績を挙げた事で魔皇帝の養子として迎えられたとかいう可能性もあるか」

　空になった椀を足下に置き、シェバードは腕うでを組んで考え込む。

「いずれにせよ、単なる幹部などではなく皇子を名乗る者が送り込まれてきたというのは、俺の思おも惑わく以上に魔皇帝の首根っこに近づけたという事だ。あるいは、魔皇帝の信しん頼らいする手駒が限られているのかも知れんがな」

「でもさ、どうやって戦うの？　ザルザスをやっつけないと、結局のところはその思惑って破は綻たんするんでしょ？」

　アリンの胸には、どうしても不安が残る。

　また無関係な人間を巻き込むような手段を使われたら――。

「言っておくが、俺は正義の味方でも何でもない」

　シェバードは、真まっ直すぐにアリンを見つめた。

「だから全すべての人間を救うなんて安請け合いはしないし、する気もない。あくまで目標は王国連合と、その背後に存在する魔皇帝を討うつ事だ」

「それはわかってるけどさ……」

　志を同じくするジェーナはシェバードの言葉に頷いている。ロアロは無反応だ。

　しかし、アリンだけは容易に納得は出来ない。

「俺たちは少数で攻せめる側。敵の数は圧あつ倒とう的てきに多く、全領域を支配している。奴やつらはその気になれば、大陸中のどの国の人間でも好きなように選んで、殺す事が出来る」

「う……うん……。そうだね。そういう事なんだ」

　指摘を受けて痛感する。それは、アリンにどれだけの力があっても防げない。

「現に俺たちは負けた。何人も死なせた。これは過去だ。もう覆らない。ならば、その事実を次の勝利の布石として利用する」

「どうやって？」

　アリンは身を乗り出す。

「まずは、待つ。すぐには動かない。最低でも一か月。言っただろう？　時間が俺たちの武器であり、新たな武器を作り出す材料だ」

　自信満々に答えるシェバードの言葉の意味は、アリンには全くわからなかった。







第四章　正義を嗤う者







　ガドン市の戦闘からひと月が流れた。

「連中の消息は、まだつかめないのか？」

　国と同じ名を持つ王都ドルオール――ドノヴァン内務大臣の館やかたで、ザルザスは退たい屈くつそうに問いかける。

「は……それが、未いまだに……」

　ドノヴァンは首筋の汗あせを拭いながら答えた。

　ザルザスが仮設司令部をガドンからここへ移して一〇日あまり。執しつ務む室しつのある本棟は占拠され、今では本来の主であるドノヴァンや家族は来客用の別館で寝起きしている。

　執務室や寝室がザルザスに乗っ取られたばかりでなく、彼かれが連れてきた魔族の兵隊たちの宿舎もこの館なのだ。

　ザルザスのため全面的に便宜を図り、協力助言するようにという連合からの――実質は魔皇帝からの命を受けてはいるが、現状はほとんど使い走り同然の扱あつかいだ。要求は詳細で厳しく、敬意も感謝も向けられない。

　対等の同盟ではなく、陰の支配者と仮面の属国という関係ではこうなってしまうのも仕方ないのだろうか。

　自分はこの国の、事実上の最高権力者だというのに。

　いっそ王城にでも逗とう留りゆうすればいいものを。

「私には権力がある。人間にはない特別な力もだ。しかし、あくまで人界には不慣れだし、数でも劣おとる。頭数を要する山狩りなどでは人間の軍隊に働いてもらうしかない。それを理解しているのかな？」

　欠伸を噛み殺しながら、ザルザスはテーブル上のペンを手に取った。これも本来はドノヴァンの私物。銅製のペン先に適度な柔らかさがあり、書き心地に優すぐれたお気に入りの一品だった。

　それを、ダーツのように放ほうり投げる。

　ドノヴァンの肩口を掠かすめる軌道で飛んだペンは、背後の壁に掛けた地図のタペストリーに突つき刺ささり、すぐに自身の重さに耐たえかねて落ちた。

　もう駄目だ。使い物にならない。少なくともあの書き味は失われた――溢あふれ出そうになる嘆なげきと怒いかりの言葉を、ドノヴァンは飲み込んだ。

　こちらの内心を見み透すかしているのか。部屋の隅すみでは昨日魔大陸から帰き還かんしたばかりのグリギラが、くすくす笑いながら揚げパンを頬ほお張ばっていた。

「そ、それはもちろん。軍には、シェバード一行を捜し出すよう厳命しております」

「どうかなぁ。私のところに届く資料を見ると、動員している人数、かけている人数の割には効率が悪い。これは、兵士どもが怠業サボタージユしているのではないのかな？　あるいは一いつ般ぱん国民をしっかり管理出来ていないとか？」

　青い指で、わざとらしく報告書をめくり上げる。

「そ、そのような事はありません！　何しろ相手はたった四人なので、道を外れて山中に潜伏されるとなかなかに発見が難しく……」

　ドノヴァンは懸けん命めいに弁解する。

「ならば、向こうから探たん索さく能力に優れた魔族を呼び寄せるべきかな？　人界は植生や地形が違うが、数ばかり多くて頼りにならない人間の軍隊よりはマシだろう」

「い、いえ！　それには及びません！」

　慌ててドノヴァンは手を振る。

　ガドン市の一件で多くの魔族が市民の目に触れ、シェバード抹まつ殺さつの巻き添えで被ひ害がいも出ている。これ以上国内を魔族に横行されては、大臣である自分の体面に関かかわる。

「ふん。まあ、いい。私も充じゆう分ぶんと思われる手勢を率いて来た身だ。あまり増ぞう援えんを求めると父上に小言を言われそうだしな。連中は、この国からは逃にげていないのだろう？」

「そ、それはほぼ確実です。街かい道どうはもちろん、人が通れそうな峠とうげなどには充分な人員を配置し、監かん視ししております。確かに山奥などに逃げられては捜索は困難ですが、四人もまとまって行動していれば、完全に痕こん跡せきを隠せるものでもありません。奇き襲しゆうを受けてもわかるよう、密な定期的連れん絡らくと、狼煙のろしなどの連絡手段も徹底しておりますし……」

　実のところ、既に他国へ逃れたらしいと言ってしまいたい。そうすれば、自分やドルオール王国が受け持つべき案件ではなくなり、この厄介な賓客も館を去る。

　しかし、それは標的を逃がしたという事になり、結局責任を追つい及きゆうされる。ドルオール王国もドノヴァン個人も立場が危うくなってしまう。

　どうにか伏ふせてはいるが、兵士たちの中には本来の上司ではないザルザスの指揮下に置かれるのを不満に思っている者がいるし、一般の国民が非協力的な傾けい向こうを見せているのも事実なのだ。

「まあ、逃げ回っているのなら、もう一度おびき出すまでだ。近いうちにまた公開処しよ刑けいでも布告する事にしよう。そちらの準備も進めておいてくれ」

　くいっと顎あごを揺らしてドノヴァンを指す。

　この「準備」とは単なる告知作業だけではない。偽にせ者ものとして処刑するための人間の調達も含まれる。

「べ、別にこのドルオールで実行する必要はないのでは？　前回のような作戦を首都でやるとなると混乱も大きくなります。一度やって慣れているガドンなどはいかがでしょう？」

　立ち会った訳ではないが、ガドン市での作戦については聞きき及んでいる。囮おとりや壁用に徴集した者が死傷したのはもちろん、毒煙や混乱で兵士や市民にも被害が出たというではないか。

　自分にとって地元であり、国の中ちゆう枢すうでそんな真ま似ねをされるのは勘かん弁べんして欲ほしい。

　もっとも内心で強く願うだけで、ザルザスの方針に異を唱えるなどドノヴァンには不可能なのだが。

「同じと思わせて違う策に嵌はめるという手もあるのだが、その程度の事はシェバードは見破るだろう。ならばはっきりと規模を大きくして、応じなければ人間どもの被害が増大すると認識させてやればいい」

　ザルザスは目を細めた。

「そうだなぁ。今度の処刑は、偽にせシェバードだと言う必要はない。ただの、無実な人間。お前が出頭せねばそれを殺すと奴らに知らせてやろう」

「そ、それは……。何な故ぜそのような事を？」

　否定の言葉を口に出来ないドノヴァンには、疑問文の形で抗こう議ぎするのが精一いつ杯ぱいだった。

「決まっているじゃないか。その方が、人間は嫌いやがるからだよ。嫌な事が実行されるのは、止めたいのは知ち恵えある生き物として当然だ。もっとも私には、自分とは無関係な他人や敵、あるいは単なる道具の命まで気にかけるのかは不可解なのだがね。これは魔族とは違う、人間独自の奇き妙みような風習というべきかな？」

　嘲ちよう弄ろうの言葉に口唇くちびるを噛かむ。

　ザルザスが軽けい蔑べつし、揶揄しているのはシェバードだけではない。

　一度同どう胞ほうを生け贄に差し出だしているのに、今は民間人を死なせる事をためらうドノヴァンも同時に嘲あざ笑わらわれているのだ。

「お兄様」

　間食を食べ終えたグリギラが、口を挟んできた。

「お父様もせっついてたわよぉ。さっさと灼しやく竜りゆう族ぞくの首を取ってこいって。使命にかこつけて人界で遊んでるんじゃないかって疑ってたわ。ちゃんと注文通りの増援は派は遣けんしてくれたけど」

「おやおや、それは大変だ」

　芝居がかった態度で、ザルザスは肩を竦すくめた。

「私が人界逗留を楽しんでいるのは一面の事実だが、それはいずれ父上を継いで両界に跨がる統治者になるための勉強だよ。特に、話に聞いただけではわからない人間の心理や風習を知る機会だからね。その事は伝えてくれたのかい？」

「ええ。ちゃーんと」

「やれやれ。父上だって永遠の命を持っている訳ではないのだから、少しは後こう継けい者しやを信頼したり期待したりして欲しいのだけどね」

　ザルザスは大げさに肩を竦める。

　その仕草は、肌はだの色を別にすると極きわめて人間的だった。いや、人間的に過ぎると言うべきだろうか。ヒトという生き物が持つある一面を誇張し、強調した道化の仕草だった。

「まあ、このひと月半ほどの間で人界の事も多少は理解出来たつもりだ。確かに我々とは異なる歴史を歩んだだけあって、民衆を支配し、搾取するための国家という仕組みはよく出来ている。上に立つ者を威い迫はくすれば、ひとりひとりにいちいち命令を下す必要もない」

「そのあたりは楽でしょ？　おかげであたしみたいな飛べる伝令役だけで充分なの」

　似ていない兄妹の会話は、どこか空々しい。

「ああ、そうだ」

　不意に何かを思い出したのか。

　ザルザスが再びドノヴァンに視線を向ける。

「ガドンの街で私に抗議した女騎き士し……そう、ミューディとか言ったか？　彼かの女じよは今、どうしているのかね？　なかなか面白い、風変わりな人間だったが」

「私とは担当が違うので詳細はわかりませんが、シェバードの正体に関する調査を進めるため、各国と連絡を取っているとか」

　細かい報告は上がっていないが、会った人間から直接証言を聞くためにゼルイカ市にまで足を運んだとも聞いている。立場ある者がシェバードと会い、話をしたという公的な記録があるのはあの街の議会だけだ。

　本来は辺境で隠居生活をしているはずのスクードも彼女に協力し、ドルオール国内で他の兵士たちと連絡を取り合っているとか。

「やれやれ。ご苦労な事だな。私が奴を始末すれば、素性などどうでもよくなるだろうに」

「そうじゃないわ、お兄様。人間の中には、自分が有意義って信じる仕事をしてないと落ち着かない働き者がいるんだってば。何にもしないで、他人が動かす状じよう況きように巻き込まれるだけっていうのが我が慢まんできないっていう質たちね。もちろん少数派だけど」

　グリギラが横から口を挟はさむ。

「ふむ。そういうものか。人間のおおよその傾向は把は握あくしたつもりだが、少数例に関する理解はお前には敵わないな」

　薄笑いを浮うかべながら、ザルザスは冷ややかな眼まな差ざしをドノヴァンに向けた。

「で、では、私はいつでも必要な手配を進めますので、具体的な事が決まり次し第だいお呼び立てください。ザルザス殿でん下かへの全面的な支し援えんを、改めてお約束いたします」

　一刻も早くこの場を立ち去りたくて、ドノヴァンはそう口にした。

　どうせ逆らえないのなら、少しでも真の権力者に気に入られる事だ。そうすれば、かつてランデルワース王国を潰つぶしたのと同様、ドルオール王家の地位に自分が成り代わるのだって夢ではないのだから。

　ミューディほど仕事熱心ではないにせよ、ドノヴァンもまた無む為いを嫌う男だった。




＊　＊　＊　＊




『シェバード一行が出頭しなければ、無関係な民間人を処刑する。匿かくまっている者は厳げん罰ばつに処すが、居場所を通報した者には褒賞を与あたえる』

　何の役職も指名の記き載さいもなくただ「王国連合」の名においての告知は、ドルオール王国全域のみならず、隣りん接せつする各国各地域にも広められた。主要な街はもちろん、どんな小さな村にも。

「……なりふり構わないっていうか、恥知らずな手、使ってくるじゃない」

　高札に群がる人ひと混ごみの中、アリンは握った右拳で左の手のひらを叩いた。

「声が大きい」

　隣となりに立つシェバードが、囁ささやくように制する。

　ふたりとも群衆に紛まぎれるようにいつもとは服装を変え、目立たぬように変装をしていた。万が一にも男ひとりに女三人という組み合わせで人目を引かぬよう、他のふたりとは別行動を取っている。

　山地と平地の違いや規模の差はあれ、街の基本的な造りではガドンとドルオールはある程度似ている。時計塔を備えた市庁舎や治安隊本部などの公共施設に囲まれた広場があるが、ガドンとは違ってここから放射状に街路が広がっている。街の中心部は役所や富裕層の屋や敷しきが占め、庶しよ民みんほど同心円の外側に住む形だ。最外がい縁えんには、過酷な税のために故郷を捨てた流民によるスラムが形成されている。

　やはり柵さくで囲まれた広場の中央には、既すでに処刑台が据えられていた。告知されてから半月が経過し、今日が当日なのだ。

　ただし、まだ広場の中は無人。

　公表から実行まで期間をおいた理由は、既にシェバードから説明されてアリンも理解している。

　単に人間に恐きよう怖ふや不安を与えるだけなら、即そく座ざに殺せばいい。あくまでもシェバードたちをおびき出すためだからこそ、こちらがどこにいても来られるだけの余よ裕ゆうを与えたのだ。

　耳をそばだてれば、周囲の人々が囁きあう内容が聞こえてくる。

「ガドンでは毒の煙がばらまかれて、無関係な市民もばたばた倒れたらしいぞ」

「いくら反逆者を討つためとはいえ、やり過ぎではないか？」

「指揮を執っていたのが青い肌の魔族らしい。それで人間の被害を顧みなかったとか」

「政府や軍は何をやってるんだ？　いくら同盟関係にあるとはいえ、魔族にそんな無む茶ちやを許すなど」

「抗議した者はいるらしいが、役人が取り合わなかったそうだ」

「連合の上の方はどうなってるんだ？」

　どうやら、市民の間にも不満と不審が広がっているらしい。

　ガドンの一件が知られているのに観衆が集まっているのは、単なる野や次じ馬うま根性だけが理由ではない。「可能な限り、処刑に立ち会うように」という指示が王国連合当局から出されているからだ。

　その意図も、今さら推測するまでもない。

　市民を動員してアリンやジェーナの行動を制限するため。そして「シェバードのせいで」人が殺される様を、多くの人間の目に見せつけるためだ。

　柵の外周に警備が配置されているのは当然として、群衆の外側にも要所要所に兵が立ち、人々が広場周辺から離れないよう睨みを利かせている。

　時計塔の針が、正午の位置で重なった。

　荘そう厳ごんな鐘の音が街全体に響ひびき渡わたり、人々のざわめきを覆い隠かくす。

　治安隊本部の中から、兵士たちが姿を見せた。

　恐おそらくは浮ふ浪ろう児だろう。痩やせた子供が五人、縄で縛しばられて引き立てられている。既に気力も体力も残っていないのか。ほとんど無抵てい抗こうに、処刑台に磔はりつけにされる。それぞれの両脇には、槍やりを構えた兵士の姿。

　鋼鉄と太い木材で組み上げられた処刑台は一段高い舞台のようになっており、頂点は、二階建ての屋根を上回る無む駄だに荘厳な構造物だった。

　最後にザルザスが、おっとりと現れる。

　噂うわさの魔族の出現に、人々が一層どよめく。

　彼に従っているのは猩鬼族や紫し煙えん族だけではない。人間よりひと回り大きな肉体を持つ闘揮族が二〇人以上、背後に並んでいる。それぞれが巨斧や大鎚などの武器を手に、身を守る鋼鉄の鎧は人間のそれとは異なり、各部に鋭するどい突とつ起きや刃やいばが突き出した形状だが全員が統一されている。

　紛れもない、軍隊だ。

　猩鬼族と紫煙族の数も増えている。魔大陸から新たに呼び寄せたのだろう。

「人間の諸君。私が反逆者討とう伐ばつのために派遣された魔皇帝の息子、ザルザスだ！　出迎え、ありがとう」

　舞台に登り、よく通る美声で片手を高く掲げる。

　もちろん歓かん声せいなどは上がらない。

「魔族と人間の和わ睦ぼくを乱す大罪人、シェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワース！　並びに魔族の裏切り者ども！　お前たちも布告は目にしているはずだ。おとなしく名乗り出なければ、この人間たちを殺す。出頭するまで、何人でも、定期的にだ！　それとも、この街に来ていないのかな？　どこにいても伝わるよう時間を取ってやったのだがな」

　笑いながら腰こしの剣を抜き、磔台に固定された少年に向ける。

「シェバード……っ！」

「まだだ」

　アリンの押し殺ころした訴えを、シェバードは制した。

「ぎりぎりまで、待て。それでも俺おれの望む事が起きなければ、作戦案二号で強行突とつ入にゆうする！」

　言い終えて結んだ口唇は、小刻みに震ふるえていた。

「どうやらシェバードは現れぬようだなぁ。ならば見ろ！　そして記憶し、語るがいい、人間ども。こいつらが死ぬのは、シェバードたちのせいだとな！　正義を気取っているようだが、所しよ詮せんはこの程度が限界だ」

　ザルザスの笑いに応じて槍を打ち合わせる兵士たちの顔は、兜で覆おおわれている。表情は見えない。

　より強力な戦揮族が居合わせているのに、敢えて人間に人間を殺させるという醜悪。

「待て！」

　男の声が叫さけんだ。

　シェバードやアリンがいる場所とはずっと離れた、別の人混みの中から。

「俺が……俺が反逆者シェバードだ！」

　声に応こたえて、群衆の中に小さな空くう虚きよが生まれ、裂け目として広がり、道を形作る。

　ひとりの男が震えながら、しかし背筋を伸のばして胸を張り、その道を一歩ずつ前進する。あたかも敷しかれた絨毯の上を、戴冠式に向かって歩む王者のように。

「何だ？　貴様は？」

　怪訝な表情でザルザスが訊ねる。

　現れたのは、金きん髪ぱつでも少年でもない。顔に傷も刻まれていない。

　黒い髪かみの、貧相な男性だった。

「お……俺は、シェバードと名乗って王国連合の徴ちよう税ぜい吏や荷馬車を何度も襲おそった事がある。要するに、俺も反逆者シェバードって条件には合致するって事だ！」

　男が掠れた声を張り上げる。

「……不思議な屁理屈だな、人間？」

「シェバードが名乗り出たなら、人ひと質じちを解放するって言ってたよな？　だったら俺がいるんだから子供を放せ！」

「あいつ……」

　その姿に、アリンは見覚えがあった。

　海沿いの崖道で出会った偽者一行のリーダーだ。

「要するに単なる模も倣ほう犯か。貴様などに用はない。死にたいというのなら、一いつ緒しよに殺してやるがな。まったく、これも人間ならではの下らない正義、良心という奴なのかな？」

　鬱陶しそうに、ザルザスは手を振ふる。

　柵の外側に配置されていた警備兵が、両側から男を拘こう束そくする。

「そ、そうだ！　俺はただシェバード王子の名声に便乗しただけの小悪党だ。しかも世間に顔向け出来ねえ脱だつ走そう兵へい。王子を差し出せば賞金が出るって聞いてからはやばいと思って逃げ回っていた臆おく病びよう者だよ！」

　首だけを強ごう引いんに捻り、ザルザスだけでなく兵隊や周囲の群衆にも訴うつたえる。

「俺は実際に名前を借りたんだからシェバード王子に罪があるってのなら、とばっちりを被こうむっちまうのも仕方ねえぜ！　でも、そのガキは何の関係もねえんだろ！　許してやってくれよ！」

　決して崇高でも、雄々しくもない。

　声は震えているし、顔は溢れ出した涙なみだで汚れている。

「殊勝な心がけとでも言って欲しいのか？　せっかく逃げおおせていたのに、そんな事のために死にたがるというのは理解に苦しむ」

　ザルザスは、広場中央から動かない。男には大して興味はないのか。

「そ……そのお人の言う通りだよ！」

　柵さく際ぎわにいた、ひとりの老ろう婆ばが声を上げた。

「その子供たちは大して悪い事しちゃいない。故郷じゃ食うに食くえなくて一家離散して、都会に流れてきただけの連中じゃないか！　それが殺されなきゃならんほどの罪かね！」

「そうだ！」

「魔族に勝手を言わせるな！　連合はそれでいいのか！」

　偽シェバードの行動が口火を切った。怒りの抗議があちこちで噴き上がる。ザルザスの青い顔に浮かんだ表情は――当惑。

　槍兵たちも、処刑を実行していいのか否いなか、混乱して動きを止めている。

「鎮まれ！　皆、落ち着くんだ！」

　暴動寸前の人々に呼びかけた声は、輪の外から聞こえてきた。

「わたしは治安騎士隊のミューディ・リン・ヴォーガック！」

　いつの間に現れたのか、若い女性騎士が新たな兵士たちを引き連れていた。ドルオールの正規兵だけではない。傭よう兵へいと思おぼしき者も含め、既に武器を抜いて構えている。増援の登場に、群衆たちは口を噤つぐむ。

　だが――。

「代々ドルオール王国に仕える騎士の名めい誉よに賭けて、魔族ザルザスとそれに与くみし、民を蔑ろにする者たちに同志とともに抵抗する！　市民はこの場を離はなれろ。あの魔族の男は、何をするのかわからん！」

　ミューディに従う兵士たちが、警備兵を取り押さえにかかる。それに抵抗する者ばかりではない。彼女に賛同し、同どう僚りように武器を向ける兵もいる。

「既に我らは連合諸国の秩序を回復するため、ゼルイカ市議会の協力を取り付けてある。心ある兵は起て！　我らが仕えるものは何か、守るべきものは何か、今一度見つめなおすのだ！」

　真っ直ぐな剣けんを高く掲げ、ミューディが呼びかける。

　処刑用に構えていた兵士のひとりが、槍を振り上げてザルザスの背後から襲いかかる。

「行くぞ、アリン！　作戦案一号だ！　ジェーナもロアロも、行動を開始しろ！」

「任せて！」

　待ち望んでいた号令が響く。

　シェバードが変装を脱ぎ捨て、細剣レイピアを解き放つ。

　アリンも触ふれる距きよ離りに他人がいないのを確かめて、武具を発動させた。

　ゴウッ！

「うわぁあっ！」

　瞬しゆん時じに立ち上った炎ほのおの柱に、側にいた男が恐きよう慌こうを起こす――起こしかける。

　だが、尻餅をついた男の襟えり首くびを何者かがつかみ、引っ張った。仰向けに倒たおれたまま、広場から離れるように引きずられていく。

　青白く輝かがやく光の狼おおかみ――狼ろう精せいだ。

　この男だけではない。街の各所に出現した無数の狼精たちは混乱する人々を庇い、守り、街の外側へと誘ゆう導どうしているのだ。

「その狼は味方だ！　皆みな、落ち着いて逃げろ！」

　状況を理解したミューディが指示を飛ばす。

　呼応した兵士たちが処刑用の槍を捨て、少年たちを解放しようとする。そこへ戦揮族が襲いかかる。

「うぉりゃああああああぁっ！」

〈竜角ホーン〉――大剣形態の〈流転パンタレイ〉を振りかぶって柵を破は壊かい。一気に突破したアリンが強引にそこへ肉にく薄はくする。

「人間どもはどうでもいい！　灼竜族の娘むすめを防げ！」

　号令しながら、ザルザスは後退。全身から白い霧きりを広げる。

　同時に、側にいた紫煙族からも紫むらさきの毒気が放たれる。

「来たね！」

　アリンは振り返らず、バックステップで後退。紫煙族から距離を開く。

　その間にミューディ率いる部隊と他の兵士たちは合流し、人質を助け出していた。兵士ばかりではない。何人かの市民もあり合わせの武器を手に、反乱軍に加わっている。

　人間の兵士で、彼女たちを阻もうとする者はほとんどいなかった。仲間にならないまでも黙だまって見逃して終わりだ。

「ここでの戦いはシェバード王子とその仲間に任せる！　私たちはドノヴァン大臣の館に向かう！　奸かん臣しんを討ち、王国を正道に引き戻もどすのだ！」

　怒濤と化した人の波はミューディに先導され、広場から離れていく。

「な、何だ？　何が起きている？　何故こうなったのだ！」

　紫煙族と四人の戦揮族に周りを守らせながら、ザルザスが叫ぶ。

「これで人間を壁にするという手はもう使えないな、ザルザス！」

　治安隊詰所の屋上から告げたのは、黒い髪を風になびかせる少女――ジェーナだった。

「貴様の策の半分、我わが主の知謀の前に既に潰えたと知れ！」

　右手から、鋼線付きの短たん剣けんが放たれた。

　しかしそれはザルザスに到達する前に猩鬼族の鎌かま刃ばに阻はばまれる。

「狼精が使えぬのに変わりはあるまい？　威い狼ろう族ぞく如きが私に近づくのは許さん！　行け！」

　号令を受けて、九体の猩鬼族がひとっ飛びで屋上まで飛び上がる。

「体術の能力はほぼ互ご角かくだ。そちらはひとり、こちらは連れん係けいの取れた九人。これで勝負になると思うか！」

　身体を反らせるほど哄笑しながら、ザルザスは両りよう腕うでを大きく広げる。あらゆる霊れい体たいを滅ほろぼす靄もやが更さらに濃密に、広範はん囲いに広がっていく。

「こちらがひとり、だと思ったか？」

　ジェーナはにやりと口元を曲げ――いくつもの屋根の上を走り抜け、広場周辺からその外側の貴族区画へ、更に富裕層区画へと移動していく。

　猩鬼族たちはシュ、シュと短い呼吸音を上げながらそれを追う。

　屋根から屋根へ跳ちよう躍やくするひとりが不意に倒れた――空中で。

　真っ赤な血の花が開花する。

　輝く狼精が二頭、一頭は足首を噛んで引き倒し、もう一頭がすかさず喉笛を食いちぎったのだ。

「馬ば鹿かな！　足場のない空中で狼精だと！」

　ザルザスの叫びは、事実に反していた。

　猩鬼族が倒れたのは、単なる虚空ではない。

　屋根と屋根の間に、あたかも蜘蛛の巣の如く細い銀色の網目が張られている。一面に広がっている訳ではないから、むしろ網あみで作られて縦横に張り巡めぐらされた橋の集合体と形容するのが正しい。

　狼精は、その上を走っているのだ。

　奇妙な構造物は下の狭せまい路地から延び広がっていた。

「ロアロ、その調子で頼たのむ！」

「指示了りよう解かい。ロアロは可変流体によるジェーナの支援作戦を、このまま継けい続ぞくします」

　ジェーナの下方、大きな屋敷の壁かべに張り付くように立ったロアロが答える。

「広さのせいでこちらも一度に出せる数は限られるが、これで数の不利はなくなったぞ」

　空中から屋根の上に移動したジェーナの周囲に、五頭の狼精が現れる。

「しゅしゅしゅッ！」

　上下左右――様々な角度から猩鬼族が一斉にジェーナに襲いかかった。

　だがジェーナは真上に跳躍し、空中に作られた銀の足場を蹴けって更に高く跳とぶ。

　猩鬼族もジャンプするが、追いつけない。

　投擲された短剣を躱そうとバランスを崩したところへ、屋根の上を駆け巡る狼精が一斉に襲いかかる。

「しゅぎゅぎゅぎゅぎゅっ！」

　悲鳴を上げて鎌かま剣けんを振り回す。しかし狼精は一いち撃げきを与えると即座に実体化を解くので、反はん撃げきは宙を切るばかりだ。

　距離がある上に位置が高い。ザルザスが放つ破霊の靄はここまでは届かない。

　しかも建物の間が狭ければ普ふ通つうに跳躍で移動出来るし、距離が広ければロアロが形成する空中の足場を利用するため、狼精がほとんど平原と同じように戦う事が出来るのだ。

「しゅしゃあああっ！」

　逃げる狼精を追って、猩鬼族の一体が銀の網に飛び乗った。

　その瞬しゆん間かん、網が変形して足首に絡みつく。

　蜘蛛の糸というよりも、食虫植物の蔓を思わせる素す早ばやく能動的な反応。

　動けなくなった猩鬼族の首筋に、ジェーナの短剣が飛ぶ。

　正確に喉を貫つらぬいた刃が血の糸を引きながら、リールで巻き戻されて手元へ戻っていく。

　足場も単なる物体ではない。意思も判断力もあるジェーナの味方だ。不要な部分を消すのも、踏ふみ込んだ敵対者を捕ほ縛ばくするのも自由自在なのだ。




「……く……っ！」

　遠くでその様を見ていたザルザスは、己おのれの失策を悟さとった。

　威狼族対策は、向こうが自分を目の敵にして突っ込んでくるところまで想定した。そのために、必要以上に徴ちよう発はつもしたのだ。

　おびき寄せた相手の狼精を封じ、素早い猩鬼族でとどめを刺すという万全のものだった。しかも向こうは、靄の性質や限界をよく理解していないはず。

　それなのに、これはどういう事なのだ？

　靄を届かせるためにこちらから近づいていくか？

　いや。それは愚ぐ策さくだ。

　ならば――。

「ひとりでいい！　下にいる像ぞう塊かい族ぞくを狙え！」

　声を張り上げ、猩鬼族に命令する。

　シェバード一味の像塊族は不完全な状態だという情報は得ている。流体の量に限りがあるからこそ、有利な戦場である屋や根ね間かんの網をどこまでも広げられず、あのような形状にしているに違ちがいない。だとしたら自分自身を守る分は、ほとんど残っていない。流体を引き戻せば、その間に優位を失った威狼族を仕留めればいい。
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　いつの間にか、拳を強く握にぎりしめていた。内側が不快な汗でべっとりと濡れている事に、ザルザスはようやく気付いた。




「しゅぎぃっ！」

　残った猩鬼族五人の中からひとりだけが戦列を離れ、屋根から飛び降りた。

　適切な判断であると言える。これ以上の数を割けば、一気にジェーナと狼精に押おし切きられてしまう。

　流体を使い切っていればロアロ自身の戦せん闘とう力は皆無に等しいので、始末するなら一体だけでも充分――そう考えてか、鎌を振り上げて真上から飛びかかる。

「悪くない命令だ。三手ほど早く気付いていればな」

　ザルザスの意図を完全に読み切ってシェバードは笑った。

「き？」

　その笑え顔がおの意味を、猩鬼族は理解していないだろう。

　予期せぬ迎げい撃げき者の存在に首を傾かしげる。

　シェバードの細剣が閃く。切っ先が銀光の軌跡を縦に描えがく。

　猩鬼族は人外ならではの速度で後退し、それを回かい避ひした。

　そのまま壁と壁の間を小刻みなジグザグで飛び登り、再び上から襲いかかる。

「確かに体術の技わざはジェーナと互角。しかし数を減らした上で、上下と前後にしか動けないよう制限すれば、迎え撃うつのは容易い！」

　斬りではない。繰り出された刺突が、猩鬼族の右目を抉った。

「ぎしぃっ！」

　痛みにのたうって動きが鈍った好機を、シェバードは見逃さない。

　第二撃は左目。両の視界を封ふうじた上で喉笛。もう一度喉笛を突いた上で武器を持った手首や鎧よろいの薄うすい腹に、追い打ちを繰り出してとどめを刺す。

　一呼吸の間に六連続の刺撃を放ったのだ。

　この位置を戦場に選んだ理由はひとつではない。

　高さの近い建物が並んでいるので、平地に近い感覚でジェーナが戦える事。ロアロが網をかけるのに効率的な位置関係だった事。ザルザスが現れるはずの広場から、充分な距離が離れている事。

　そして迎撃に適した狭い路地がある事だ。

　簡単に仕留められたのは、敵が一体しか送り込めないほど損耗していた結果である。ジェーナが場を制するまでの間、ロアロを守り切るだけなら三人まで引き受けられるというのがシェバード自身の見立てだった。

　確かに人間の街は狼精にとって不利。しかし、魔族の指揮官が市街戦を熟知しているはずもない。この戦場を活いかす術ならば、こちらの方が遥はるかに上なのだ。

「しゅしゅぎぃぃっ！」

　頭上から悲鳴が聞こえて、シェバードは視線を上げる。

　最後のひとりになった猩鬼族を狼精が組み伏せ、その眉み間けんにジェーナが逆手で短剣を突つきつけたところだった。

「これで終わりです、我が主」

「よし。では、狼精は引き取らせろ。万一靄にやられてもまずいし、もう使うまでもない」

「了解しました、我が主」

　シェバードの指示に答えると、ジェーナは戦っていた狼精を呼び集め、一体ずつ丁てい寧ねいに首筋を撫でる。

「ありがとう。よく戦ってくれた。後は見守っていてくれ。一族の仇かたきは、わたしが討うつ！」

　頷うなずくような仕草を見せた後、狼精たちは空気に溶とけ込むようにして、消えた。




「ガァアアッ！」

　怒号を上げ、戦揮族が戦斧を水平に薙ぐ。

　刃の部分は大人が両手両りよう足あしを広げた大きさで、戦揮族自身さえも半分隠れるほどだ。

「ひょうっ！」

〈流転パンタレイ〉を手にしたアリンは後方へと飛び退き、それを躱した。

　勢い余った斧が処刑台に命中する。巨きよ大だいな構造物が一撃で粉ふん砕さいされ、断ち割られた鉄骨や木材がばらばらになって飛び散る。

　頭上から降ってくる残ざん骸がいから逃れて走るアリンを、別の一体が待ち構えていた。

　振り下ろされた大鎚から、逆方向へのジャンプで逃のがれる。

　ドゥンっ！

　重い低音が轟き、地面に亀裂だらけの円い窪みが生じる。

「やるねっ」

　小さく舌を出し、口くち唇びるを一周舐なめる。

　こいつら戦揮族は、前に戦った蟻侠族よりも優秀な闘士だ。力も敏びん捷しよう性せいも上、戦い方にしても獰猛ではあっても愚鈍ではない。相そう互ごに連携も取っているし、その場その場で状況を判断して戦っている。単なる雄お叫たけびにしか聞こえない声も、恐らく仲間同士で合図しあうための一種の符丁だ。

　蟻侠族に見劣りするのは生来の装甲がない点くらいだが、それも鋼鉄の鎧で補っている。

「けどね。それでこそ、あたしが引き受けた甲か斐いがあるってモンだよねっ！」

　不敵に笑い、両手で〈竜角ホーン〉を構える。

「ガゥッ！」

「ゴグアッ！」

　短い叫びで呼びかけあい、戦揮族が両側から挟み撃ちにアリンを襲う。

　右が戦斧、左が大鎚。

　全くの同時ではない。微び妙みようにタイミングをずらした、巧こう妙みような連撃。

「〈竜顎ジヨーズ〉！」

　アリンの声に応えて〈流転パンタレイ〉の刀身が鋏はさみ型がたに開く。

　そのまま、一いつし瞬ゆん早い戦斧を受け止める。

　赤熱した鋸歯が、分厚い鋼の刃を融かし、食い込む。

　戦揮族の太い両腕の筋肉が盛り上がる。しかし、アリンが捕とらえた斧を引きはがす事は出来ない。

　しかし、その間に頭上から巨大なハンマーが振り下ろされる。

「はぁああああああああぁっ！」

　気合一閃。

　渾こん身しんの力を込めて、アリンは右手で〈流転パンタレイ〉を支えたまま、左手を真まっ直すぐ突き上げた。

　拳が紅蓮を纏まとったのは一瞬。

　すぐに炎でさえない、純粋な熱の塊となって白い輝きを放つ。

　剛力と高熱が、鎚頭を融解粉砕した。

　真っ赤な鉄の飛沫しぶきが周囲に広がる。

　熱さに戦揮族の動きが鈍った。しかし、アリンにとっては心地よいシャワーも同然だ。

　動きが止まったのは、左右の二体だけでない。

　背後から迫せまっていた三人目も、二丁構えた手斧で顔を庇い、足を止める。手斧といっても人間にとっては大鉞のサイズだが。

　その接近を、アリンは足音と気配で感じ取っていた。

「てぇええぇいっ！」

　振り抜くのと同時に〈竜顎ジヨーズ〉を開く。

　巨斧が放ほうり出だされて背後の三人目へと飛んでいく。

　相手が顔を庇った隙すきに、腰を下ろしながら〈流転パンタレイ〉を基本の剣に変形させ、体勢を低くして駆かけ抜ぬける。

　鉄の脚きやく甲こうごと、太い臑をたたき切る。

　そのまま振り返かえり、倒れる三人目の背を台にして高々と飛翔する。

「〈竜舌タング〉！」

　空中でコマンドを唱え、〈流転パンタレイ〉を二条の鞭状に変形。

　左右から迫っていた二体の首に、刃を連ねた鞭が巻き付く。

「ぐがぁあああぁっ！　ごほぉあっ！」

　悲鳴を上げて振り解こうとするものの、最強の魔族である灼竜族の武具を力で引きちぎるのは不可能だ。熱を帯びた刃が関節部の薄い装甲に深々と食い込む。

「てぇええぇいっ！」

　着地の勢いでアリンはそのまま〈流転パンタレイ〉を力一いつ杯ぱい振り抜いた。

　吊り上げられた魚のように、二体の戦揮族が宙へと舞い上がる。

　前方から迫っていた同族に向かって、死にかけの二体が弾丸となって叩たたき付つけられる。

「今回あたしは、馬鹿に相応しく全力で戦うの担当だからね！　どんどんかかってきな！」

　カカカカカッ！

　伸びていた〈流転パンタレイ〉が収縮し、手元で剣に復元する。パーツとパーツが触れ合う金属質の音が連続する。
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　ガドンの戦いでザルザスが用意していた魔族は、明らかに威狼族対策を重視していた。灼竜族に対しては人間の壁を利用した一種の搦め手による対応。

　ならば次の戦いで奴やつが兵力を増員するとしたら、アリンを足止めするために直接の戦闘に長たけた者を呼び寄せる――シェバードの予測は的中した。最有力候補は、魔大陸でも最も優すぐれた闘士である戦揮族というジェーナの推測も正しかった。

　毒物への耐たい性せいが特に強い種族ではないので、ザルザスがまた紫煙族を使うのなら間近で迎え撃つ形にはならない。積極的に打って出て、アリンを片付けに来るはず。この敵が相手では、ジェーナの速度やロアロの器用さとはかみ合わない。ならば向こうの思おも惑わくに乗ってアリンが一手に引き受け、真正面から力業で勝つ。

　単純で大胆、ある意味では無謀。

　しかし、それが今回シェバードから授けられた任務だった。

「いっくよぉっ！」

〈竜角ホーン〉を高く振りかざし、アリンは残った戦揮族の群れへと飛び込んでいった。




「ば、馬鹿な……」

　呆然と立ち尽つくすザルザスの周囲には、護衛は紫煙族しか残っていなかった。

　猩鬼族は威狼族と像塊族に手玉に取られて全滅し、戦揮族も全員灼竜族対策に投入したものの既に残りは僅わずか。

　そして、完全に支配したはずの人間の兵士たちは全すべて裏切り、この場を離れていった。

　こうなれば少しでも敵の接近を阻み、身を守るしかない。

「毒煙だ！　出せる限りの全力でだ！」

　命じると、紫煙族たちは散布管からもうもうと毒霧を吐き出した。それがザルザス自身から放たれる破霊の靄と混じって渦模様を描きながら広がっていく。

　幻哭族が持つ数少ない特とく殊しゆ能力のひとつが、毒への高い耐性だ。両方を同時に充満させれば霊体も生体も、どちらも接近出来ない。しかも視界を閉ざす煙幕にもなる。

　霧と靄に紛れて後退し、市庁舎の中に逃にげ込んで中にいる人間たちに命じて自分を守らせればいい。奴らに勝つ必要は無い。どうにかしてこの場から離り脱だつできれば、魔ま皇こう帝ていの息子むすこたる自分ならば再起も可能だ。

　だが――。

　市庁舎の扉とびらが開かない。

「開けろ！　何な故ぜ開けない！」

　人間の作法通りにノックする。

　何度も、何度も、拳が痛むほどに。

　しかし内側から固く閉ざされたまま、何の反応もない。

「私は魔皇帝の息子だ！　全権を許された司令官だぞ！　何故命令を聞かない！」

「うるせえ！　お前を入れると毒も入ってくるだろうが！」

　扉の奥おくから返ってきたのは、誰だれとも知れない怒号。

　途方に暮れるザルザスの周囲で、不意に風が吹ふいた。

　上方から吹き付けるあり得ない旋風。それが、破霊の靄と毒霧をまとめて吹き飛とばす。

「な、何だ？」

　顔を上げると、近くの建物の屋上からこちらを見下ろす三人の影かげ。

　シェバード、そして威狼族の娘と像塊族の出来損ないだ。

　こちらが灼竜族の戦いに気を取られているうちに、屋根から屋根に銀の流体で橋を駈けて渡ってきたのか。

　今はその流体は花弁を捻ひねった花のような奇き妙みような形状になり、くるくると回転している。旋風は、あそこから送られているのだ。

　万全であったはずの己の作戦、それに合わせて選び抜いた魔族の精兵、どんな命令にでも従う人間ども、そして破霊の靄と毒の霧――全てをはぎ取られ無防備になっている事を、ザルザスは悟った。




「今ねっ！」

　シェバードたちがザルザスに接近した事実は、アリンも確かく認にんしていた。

　ロアロが作ったスクリューが白い靄を吹き払っているものの、まだ不ふ充じゆう分ぶん。そこに決定打を打ち込むのが、アリンに与あたえられている役目だった。

　既に戦揮族もほとんど打ちのめしている。まだ動いている敵は二体。

　一度後方へ飛び退のいて自分と戦揮族、そしてザルザスが一直線に並ぶようポジションを取る。

「〈竜息ブレス〉、行っけぇぇ――っ！」

　叫びと同時に〈流転パンタレイ〉の刀身が完全に開き斬る。

　柄つかを軸じくに回転を始める。空気が巨大な渦を巻く。アリンの全身が一本の矢と化し、横倒しの竜巻を纏いながら、真っ直ぐに進んでいく。

　初めて実戦で使用したゼルイカ攻こう防ぼう戦せんでは、一気に全力を解放して高熱の嵐を放つしか出来なかったが、今は違う。

　練習を重ね、より精密にエネルギーの流れを制せい御ぎよ出来るようになった。

　炎の力はあくまでも〈流転パンタレイ〉の表面にだけ集中し、旋風の温度を抑おさえる事も可能なのだ。

「はぁああああぁっ！」

　気合と共に駆け抜ける。

　手にした〈流転パンタレイ〉の回転する刃が、すれ違いざまに戦揮族の身体を抉えぐり、引きちぎる。

　断末魔の叫びは、風の轟音に紛まぎれて消える。

　既すでに薄れていた二色の靄と霧も、圧あつ倒とう的てきな暴風が完全に消し飛ばした。

「ぐぉおおっ！」

　吹き荒あれる風の中、懸けん命めいに踏みとどまるザルザスの長い髪が躍り狂う。

　嵐の中に、ふたつの影が躍り込む。ジェーナとシェバードだ。

　ふたりは、一瞬だけ視線を交かわした。

　マントと黒くろ髪かみが風に煽られるのをものともしない精密な動きで、細剣と短剣が紫煙族の急所を貫く。

　バジュッ！

　死と同時にぶよぶよした身体が破は裂れつし、紫むらさき色いろの汁が飛び散った。

　しかしシェバードはマントを翻ひるがえし、ジェーナはジャンプで間合いを開いて防ぐ。

　防ぼう御ぎよも回避も、あくまで用心のためだ。ロアロが流体を膜状に広げて毒の体液をブロックしている。

　更に、その流体はそのまま触しよく手しゆに変化してザルザスを拘束する。

「ひぎっ！」

　シェバードとジェーナ、遅おくれて下りてきたロアロ、そして到とう着ちやくして〈流転パンタレイ〉を基本形に戻したアリンの四人に取り囲まれて、ザルザスは無様な悲鳴を上げた。

　ザルザス自身は、剣一本さえ持っていない。配下を失えば、個人としては完全に無力だ。

「俺たちを挑ちよう発はつし、人間の壁を利用する。その目的があったとは言え、街を戦場に選んだのは失敗だったな」

　シェバードが冷酷な笑えみを浮うかべる。

「破霊の靄も、紫煙族の毒煙も物理的に干かん渉しよう出来ないものではなく、実体を持つ気体だ。しかも空気よりは重い。威狼族は樹き々ぎの間を渡るが狼精は大地を駆けるだけだから、それで充じゆう分ぶんな能力だったんだろう――魔大陸ではな」

　アリンも事前の作戦説明で教えられていた。空気とは「何もない」状態ではない。極きわめて希薄だが重さを持つ物体であると。破霊の靄も毒霧もそれに似て、実体を有する極めて小さな粒が漂ただようものだが、空気より重いので地を這うように広がる。

　ザルザスもその性質は理解しているというのが、シェバードの判断だった。

　狼精は防げても跳躍して戦うジェーナ相手に毒霧の有効性は低いからこそ、猩鬼族の武器に毒を塗ぬらせたのだ。

　更に無関係な人間を囮おとりや障害物として使い、人間の兵士どもを足止めに使って、こちらの行動を制限するのが、奴の作戦だった。

「こういう手を使ってくる時点で、貴様が思い上がった嗜虐趣味サデイストなのは読み取れたからな。完全に理に適った作戦同様、私的な悦びに耽る奴の思惑もまた読みやすい」

「……あり得ん！　人間如きが私の策を破るなど！　いや、何な故ぜ奴やつらは裏切った？　人間どもが離反しなければ、作戦が破は綻たんする事もなかったものを！」

　最も早はや一片の勝機も残っていないのに、ザルザスは敗戦の責任を他者に押しつけようと喚き散らす。

　一軍の指揮官とは思えない醜悪さに、アリンは顔をしかめた。

　往生際が悪くても「先」の話をしたバルフォアの方がまだマシだ。

「こちらも毒を使わせてもらった。貴様が支配のためにばらまいた恐きよう怖ふという毒が、怒いかりへと変質し、それが行き渡るまでの時間という猛もう毒どくをな」

「……何、だと……？」

「貴様が直接知っている人間は、せいぜいが王国連合の上層部だろう。人魔大戦の真相を知り、既に魔皇帝に屈くつし、尻尾を振るしか能のない愚物ども。人界で最も腐りきって脆くなった部分を見て、それを人間の本質だと考えた思慮不足、認にん識しきの甘さこそが敗因だ。貴様は恐怖を玩具おもちやとして弄んでいただけ。恐怖の使い手ではない」

　かつてシェバード自身、ゼルイカ攻防戦に向けて敵兵に恐おそれを蔓延させ、潰かい走そうさせた。しかしそれは人間というものを知り尽くした上で、充分に制御した「恐怖」を投与した成果だ。

　比べればこれ見よがしに他人を萎い縮しゆくさせ、嫌けん悪おさせるだけのザルザスは、他者を怖れで支配している訳でさえない。単に、既に用意された権力に乗っかっていただけ。

　恐怖と不安の前に、人間は折れるだけではない。

　怒り、反発し、立ち向かおうともするのだ。

　それこそが変化し、適応し、生き抜こうとする人間の本質。

　シェバードにしても絶対の確信があった訳ではない。しかし、これまでに多くの敵を生かして見逃し、王国連合の悪行を広めてきた。それらは単なる感情や正義の問題ではない。多数の人間が自らの意志で起ち、連合に反旗を翻すよう誘導する布石。

　ガドン撤てつ退たい戦の際に見かけたひとりの女騎き士しの姿が、今回の作戦を実行を決意させた。

　そして一か月。敵の警けい戒かい網もうに引っかからないよう変装したシェバードが単独行動で街を回りながら、情報を収集し、流布もした。直接接触した訳ではないが、その騎士ミューディが何かを画策して盛んに動き回っているのも耳に入った。

　ザルザスたちを倒すだけなら、他にも手はある。

　しかし一いつ般ぱん市民の被ひ害がいを防ぎ、次への伏線にするためには自分たち以外の人間が動き出すのを待つ必要があったのだ。

　それが、あの偽にせシェバードだったのはアリンにも予想外だったが。

「貴様は権力で他人を支配し、正義を嘲ちよう笑しようした。だが、俺おれは正義を武器として利用して、他人が自発的に戦って俺の利になるように誘導した」

　剣を引いて代わりに白い指し揮き杖じようを抜くと、くるくると軽く回した後でザルザスの肩かたを軽く叩く。武器を向けるまでもないという無言の嘲罵だった。

「さて貴様を生かして捕らえたのは、別に慈悲ではない」

　顎あごを震わせるザルザスの前で、シェバードは指揮杖を腰こしに収める。

「他の兵士を排はい除じよしてしまえば個人としては脅きよう威いではない事。破霊の靄は出せるだろうが、それで普通の刃やいばを防げる訳ではないからな。そして何より、聞き出したい事がいくつかあるからだ」

「な……何だ？」

「貴様は魔皇帝の息子と名乗っていたな？　血縁のある実子か？　そもそも魔皇帝とは何者だ？」

「そ、それを教えれば逃がしてくれるのか？」

　ザルザスは縋すがるような表情で問うが、シェバードは答えない。

　ただ、彼かれの傍らにはジェーナが立っている。

　手には短剣を構えたまま、その刃よりも更に冷たく鋭するどい視線をザルザスに向け、叫さけびを堪こらえるように口唇を強く結んでいる。

「……だ、誰が話すものか！」

　叫び、ザルザスは狂笑した。

「喋しやべっても喋らなくても、威狼族の女が仇である私を許すはずがない！　勝った者が、敗者との約束を守る理由などないのだからな！　どうせ死ぬなら、貴様らの益になる事など何ひとつしてたまるか！　さあ、殺せ！　さっさと殺せ！　殺したいんだろうが！　ひゃあははははははははははははははっ！」

　言葉では命じない。

　僅かな目配せが合図だった。

　シェバードが視線を送るのとほとんど同時に、ジェーナの手から短剣が疾った。

　笑いが止まる。最後の息は声にはならず、正確に貫かれた喉笛の傷口から血の泡あわを吹き出させただけ。

　肌はだは青いが、血は人間と同じ赤だった。

「ジェーナ・ステッペンファングは、唯ゆい一いつの威狼族としてわたし自身が定めた掟おきてによって貴様を殺す。正直、憎い。どれだけ憎んでも、憎み足りない。だが、貴様の悲鳴をこれ以上聞くのも不快だ。この世から、疾くと去れ」

　忌いま々いましげに濡れた短剣の先せん端たんを拭ぬぐい、その布を投げ捨てる。

　それで、ジェーナの処しよ刑けいは終わった。

　ロアロが拘こう束そくを解き、流体を基本形に戻す。

　アリンは無言でその布を拾い上げるとザルザスの死に顔に被せ、そのまま頭に手を置く。〈武具〉の籠こ手てから流れていく超高熱で、死体は炎も上げずに一瞬で灰に変わる。

　この男の痕こん跡せきを消し去りたいのは、アリンも同じだった。

　僅かに残った焦こげ臭くさい臭においも、風に紛れて消えた。誰が起こしたものでもない、自然の微風だ。

「これで、こちらは終わったな」

　呟つぶやいて、シェバードが振ふり返る。
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　広場からやや離はなれた貴族区画の一角で、黒い煙が細く立ち上っていた。




「放火や略りやく奪だつはするな！　手の空いているものは火事を消し止めろ！　わたしたちの目的は、あくまでドノヴァンの拘束だ！」

　屋や敷しきの一角で煙が上がったのを見たミューディは命令を残し、大臣邸宅別棟の奥へと進んでいく。ドノヴァンはザルザスの作戦に巻き込まれるのを怖れ、処刑には立ち会わずに屋敷に籠もっているという情報は掴んでいる。

　屋敷の警備は王国に属するものではなくドノヴァンの私兵だが、抵てい抗こうらしい抵抗はない。恐らくはミューディたちの主張に賛同しているのではなく、単に流れに従っているだけだろう。

　しかし、今はそれで構わない。無む駄だな被害は出ないに越した事はない。

　最奥の寝室にたどり着く。開けようとノブに手をかけたが、扉はきしむだけで動かない。恐らくは内側から家具か何かを寄せて閉ざしているのか。

　数人がかりで体当たりするとドアが破れ、支えているベッドが倒たおれた。

　ドノヴァンは、部屋の隅すみでうずくまった巨体を毛布で覆い、ガタガタ無様に震ふるえていた。

「ドノヴァン伯はく爵しやく。貴方あなたの身柄を拘束します」

　毛布をはぎ取り、宣言する。

「な、何をする！　一いつ介かいの騎士隊長風情が！　私は国務大臣だぞ！　そ、それに、私に何の罪があるというのだ？　言ってみろ！」

　太った顔に汗あせを滲ませるドノヴァンの視線は、ミューディが突き出した剣けんの切っ先に固定されている。

「法に定められた罪ではありません。ですから、わたしが剣を向けるのは不当な事です」

「な、ならば、さっさとそれを引っ込めろ！」

「しかし、単なる法の文面にではなく人の道に背く大罪があります。ランデルワース王国に責任を押しつけて富や権力を奪うばい、魔皇帝の歓かん心しんを得るために多くの国民を苦しめたという許しがたい罪が！」

　ミューディはきっぱりと宣言する。

「わ、私はあくまでこの国のために行動したのだ！　王国連合によって人間同士の戦争はなくなり、魔族とも和解した！　ランデルワースを解体した事で、かの国の富の一部は我わが国くにのものともなった！　貴様ら一介の騎士や庶しよ民みん如きには、私の深謀は理解出来ん！」

「何が深謀だ！」

　反駁したのは、ミューディではない。太い麺棒を武器代わりにした市民――仕事着のままのパン屋だった。

「俺の妹はガドンに住んでいた！　魔族の作戦に巻き込まれて、変な毒で寝込む羽目になったんだぞ！　しかも去年、姪は人身貢納で連れて行かれた！　こんなのは全部、連合になって魔族と手を結んでからじゃねえか！」

　そうだそうだと、賛同の声が上がる。

「ランデルワースの王様が大戦を仕し掛かけたってのも、全部嘘うそっぱちだって話じゃねえか！　今日だって巻き込まれそうになった俺たちを助けてくれたのは、シェバード王子の仲間の魔族だ！」

「落ち着け！　私刑はまずい」

　鉄梃を振り上げて大臣に殴りかかろうとする鍛冶屋を制したのは、黒髪の偽シェバードだった。彼も難を逃れた後、ミューディの呼びかけに応じていたのだ。

「たとえ不当な行こう為いの上に築かれた秩序であっても、民の幸せのためにそれを守るのが軍人や貴族の使命だとわたしも考えていました」

　ミューディは、諭さとすようにドノヴァンに告げる。

「しかしシェバード王子の出現で仮初めの安あん寧ねいは意味を持たなくなり、あまつさえ彼を抹まつ殺さつするために招き入れた魔族の軍勢が国民を巻き添えにするのさえ座視する。ならば、それは平和でも幸福でもありません！」

　おぉーっ！

　絞しぼり出すような叫びに、周囲の同志たちが賛同の声を上げる。

「ご安心を。ここで貴方を殺したりはしません。いずれ然るべき場で申し開きをしていただきましょう。人魔大戦の件なども、公的な記録として明らかにしてもらわなければなりませんから。貴方がやった事を、洗いざらい告白してもらいます」

「ひ……ひぃ……」

　ドノヴァンから明確な返答はない。引きつったような声を漏らすだけだ。

　罰を受けるのはドノヴァンだけでない。一応は整っていた秩序を覆くつがえし、国政を乱したミューディ自身も責任を取らざるを得ないだろう。それでも歪ゆがんだままの安定を放置するよりはずっといい。

　ゼルイカのフランジェリーネ・ハロール議員を中心に、連合の現状を改めるべしという機運は高まっている。ドルオール王国に限って言えば、ドノヴァンの専横を除いて王を中心に国政を再建するという道がある。

　それを成し遂とげた後なら、自分は違法な挙兵の責を負って死んでも構わない――ミューディにとっては、それも軍人の本分だった。







エピローグ







「向こうもおおよそ片付いたようだな」

　一度は昇った煙が治まるのを見て、シェバードは笑った。恐らくはミューディと名乗った騎士が率いた一団が、大臣など魔族に与くみした者たちを制圧したのだろう。

「でも、いいの、シェバード？」

　ふと疑問を感じて、アリンは訊たずねる。

「何がだ？」

「ドノヴァンとかって奴。結構偉い大臣で、ランデルワース王国潰つぶしの首謀者のひとりなんでしょ？　だったら自分の手でとどめを刺さしたいって思わないの？」

「俺が殺しに行ったら、奴は単に死にたくないという理由で恐怖するだろうが、同時に納なつ得とくもする」

　自分が直接に害した相手やその遺族から復ふく讐しゆうされるのは、望ましくはないが自然な成り行きだ。ある意味で当然の帰結とも言える。

「だが奴らの身内が異を唱えて、罪を糾きゆう弾だんしたらどうだ？　国のため、民のため、平和のためというお為ごかしが覆され、お前たちのしてきた事は全て無意味どころか有害であるという事実を突きつけられる。その方がよっぽど――絶望的だろう？」

　シェバードの口唇くちびるが、酷薄な曲線を描いた。

「どうせ死ねばその瞬しゆん間かんに何もかも終わりだ。人間は威い狼ろう族ぞくと違って死後に直接力を揮ったりは出来ないのだからな。ならば最後の一瞬まで相手が後悔し、より深く苦しみ身み悶もだえするような死を与える方がいい」

「う、うん……」

　アリンの背筋が、ぞくりと震えた。

　戦いの火照りがまだ身体に残っているはずなのに、夜気で冷やした鋼の刃で肌を撫でられたような感覚。

「それに、単により惨めな死に様を与えるというだけではない。奴らの死を駒こまとして最大限に利用し尽くす。効率的に、俺の役に立ってもらう」

「ど、どういう事？」

「今回の件は、ドノヴァンひとりドルオール一国では終わらない」

　各国の軍隊や役人の大半は、連合上層部と魔皇帝の密約を知らない。もちろん大多数の国民は言うまでもない。また、知っていても現体制の中で必ずしも権力中ちゆう枢すうに食い込めていない者もいる。

「そういう連中が、人魔大戦の欺ぎ瞞まんを知り、しかも魔皇帝――魔族は決して自分たちの味方ではない事を認識したらどうなる？　現在の圧政や過酷な搾取の全ては、一部の権力者が決めた陰いん謀ぼうに基もとづいていると知ったら？」

「……あっ！」

　短い思考の後、アリンは小さく叫んだ。

　今回と同じで、各地で民衆や軍が起ち上がる。

「支配体制が一変するのも、策謀で権力を奪い取るのも、連中自身が前例を作ってくれたからな。そうなれば王国連合という体制システムはお終しまいだ。俺たちがちまちま軍隊を潰していくよりもよっぽど手っ取り早く片付く」

「……我が主、こちらに近づいてくる人間がいます。数は、ひとり」

　小声で囁きながら、ジェーナは短たん剣けんを構えた。

　シェバードやロアロも振り返る。

　ゆっくりと歩み寄ってくるのは、ひとりの中年男性だった。

　実戦を終えたばかりの、返り血で汚よごれた鎧。腰に剣を吊しているが、両手を胸の高さに掲かかげて広げ、交戦の意志がない事を示している。

　数歩分の距きよ離りで男は立ち止まり、跪いた。

「あなたが……シェバード王子ですね？　自分はスクードと言って……」

「名乗る必要はない。貴様が何者か、俺は一瞬たりとも忘れた事はない。五年と半年前、俺を殺しに来たランデルワースの――王国連合の兵」

　驚きよう愕がくの表情で、スクードと名乗った男がシェバードの顔を仰ぐ。

　まるで幽霊に出会ったかのような眼まな差ざし。

　スクードの年ねん齢れいと態度、そして短い会話だけでアリンにも察しがついた。

　彼こそが五年前に「シェバードの死」を確認した当人だ。

「貴様は気付いていなかったが、あの場には俺もいた」

　感情を押おし殺ころした声で告げながら、シェバードは左目の傷に触ふれた。

「小屋に火を放ったのは、それまでの足跡を隠いん蔽ぺいするためだけではない。暮らしていたのがふたりだという痕跡を消しよう滅めつさせるため。そして注視すべき派手な出来事を起こして、樹きの上に隠かくれている俺に気付かれないようにするためだ」

「では、貴方はあの現場を見ていた……のですね？」

「そうだ。そして、自らこの傷を刻んだ。あの日死んだ、もうひとりの存在をこの身に焼き付けるために」

　声に、抑えた熱が籠もる。

「お許しください！」

　スクードが両手を突つき、額を地面に擦こすりつける。

「自分は、二重の誤りを犯おかしてしまいました。平和のためと考えてランデルワース王国を滅ほろぼす企くわだてに与した事。そして貴方を守るべく命を賭した気高い少年を、無む為いに死なせてしまった事……。その事を五年も秘していたという第三の過ちも。王国連合が歪んだ体制であると明らかになった今、この罪は一命を以もつて償う以外ありません」

　震える声で、スクードはまた顔を上げた。

　さっきとは違ちがう。縋るような、思い詰めた眼差し。

「一命で償う？　その言葉に嘘はないな。顔を下げるな。そのままで、動かずにいろ」

　しゅっ！

　鞘さや走ばしりの耳みみ障ざわりな音色を立てて、シェバードの腰から細剣レイピアが抜き放たれた。

「……シェ……」

　名前を呼ぼうとして、アリンは口唇を噤つぐんだ。

　間ま違ちがいなくスクードはシェバードの「仇」だ。

　この復讐を止めてもいいのか。スクードが悔くい改めているからという理由で。

　ジェーナにとってのザルザスのような、はっきりとした直接の仇きゆう敵てきを持たないアリンにはわからない。

　細剣は急所を狙って突いたり切ったりするのには向くが、骨を断ち割るには適さないから首を落とす殺し方は出来ない。

　顔を伏ふせさせないのは、眉み間けんや目を狙って殺すためか。

　自分でも理解出来ない感情が胸で渦巻き、アリンはただ己おのれが暴発するのを防ぐために拳こぶしを握りしめ、奥おく歯ばを噛みしめる。

　ヒュウンっ！

　細剣の銀色が閃いた。

　アリンは一瞬目を閉じる。

　悲鳴も呻きも聞こえない。スクードは罪人の責任として、致ち命めいの痛みに耐たえたのか。

　おずおずと瞼まぶたを開いたアリンが見たのは、右目の上を手のひらで押さえ、呆然とするスクードの姿だった。

　その手が顔を離れると、眉まゆのあたりから頬ほおまで真っ直ぐに通った傷口から赤い血が骨張った輪郭を伝って顎へと流れ落ちていく。

「死だけが償いだと？　受ける側が罰の種類を選ぶなど、そんな都合のいい話があってたまるか！　俺が罰を決める。貴様は生きろ！」

　胸を張り、命じる。

「ドノヴァンのような各国の王や大臣――欺瞞と汚辱で作られた虚飾の椅い子すにのうのうと座すわり続けているような連中には、死よりも有効な罰はない。だからより屈くつ辱じよく的で絶望的な死を与えてやる」

「殿でん下か……」

　ドノヴァンは流血の顔で、シェバードを仰ぎ見る。

「だが、貴様のように恥や罪を知る者にとって、死は苦しみを終わらせる手段でしかない。そんな楽な結末など、誰がくれてやるか！　スクード、貴様はこれからの人生、いかなる不正も見逃さず、現実に妥協するな！　もう決まっている、仕方がない、もうこれでいい、流れには逆らえないなどと口にするな！　壁かべにぶち当たって挫くじけても、起ち上がってやり直せ。常に過去の過ちに苛まれ、悔やみ、踠き、永遠に終わらない贖罪のために血の一滴、呼吸の一息まで費やせ。それこそが貴様に相応しいふさわ罰だ！」

「は……はいっ！」

「気が萎なえそうになったら鏡を見ろ。映し出される傷を見て思い出せ。俺を――ではない。お前が傷をつけた顔をだ！　貴様が倦む事も挫ける事も許さない顔を！」
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　同じでなく、鏡像の位置に傷を付けた理由が宣告される。

「は、はいっ！　お心こころ遣づかい、ありがとうございます！」

「もう、いい。行け！　俺に平へい伏ふくする時間があるのなら、罪の購いのために使え！」

　強い口調で告げると、スクードはもう一度深く頭を下げ、その場を立ち去った。

「シェバード……殺さなかったんだね」

「ふん。殺される覚かく悟ごを決めている者を手にかけても、大した罰にはならん。だから覚悟なんて言葉は嫌いだ。それに、俺たちは王国連合を滅ぼし、魔皇帝を倒すだけだからな。その後の混乱の収しゆう拾しゆうや秩序の立て直し――その手の面めん倒どうな手間に一生を費やす方が、よほど苦しい罰だ」

「ところでさ……その……スクードって人が手にかけたのは……」

　訊きいていいのかどうか、一いつ瞬しゆん迷った。

　シェバードは確かにここに生きている。当のスクードも王子と認めた以上、彼が本物なのだろう。

　しかし、誰かが身代わりになって死んだのは事実なのだ。

「ウォルバー・ネッド……。最後まで俺が逃げられるように助け、生きるための術を与えてくれた、兄のような人だったし、一いつ緒しよに逃げるようになってからは兄と呼んでいた」

　シェバードは瞼を閉じたまま天を仰ぐ。

　脳裏に浮かぶ、既にこの世界には存在しないものを見つめているのだろうか。

「宮きゆう廷てい料理人の息子だが騎士や軍人に憧れ、剣の稽けい古こや兵学の勉強ばかりしていた。昔の俺は争い事が苦手な性しよう分ぶんだったからか『俺が立派な軍師になって、シェバードの足りないところを補ってやる』というのが口癖みたいなものだったな」

　ランデルワース王城が陥落し、シェバードだけが密ひそかに逃げ延のびた際に外から手引きを手伝ったのがウォルバーだった。

　最初は何人もいた協力者も、長い逃避行の中で脱だつ落らくしていった。ウォルバーの両親であるネッド夫妻も、シェバードたちを逃がすための犠ぎ牲せいとなった。

　もちろん果か敢かんに立ち向かって落命した忠臣ばかりではない。苦しい使命に疲れ果てて離脱した者や、裏切って情報を連合に流した者もいる。

「兄さんと俺だけになって、二年ほどあちこちを渡わたり歩いた。王子として皆みなに面倒を見られるのが当たり前だった俺と違って、同じく城の中で育ったのに不思議なくらい逞しく、強したたかだったな。捨てられた山小屋の話を聞きつけ、そこで自給する事を思いついたのも兄さんだった」

　子供だけのふたり組という事で、かえってありふれた浮ふ浪ろう児の兄弟か何かだと思われたのだろう。知ち恵えが回り、苦境にあっても陽気なウォルバーのおかげで、むしろ旅の楽しささえ感じたとシェバードは語り続けた。

「だが、五年前のあの日――」




「兄さん、大変だ！　連合の兵が！」

　身体ごとぶつかるような勢いで押し開けると、扉が不快な音を立ててきしむ。ふたりで修繕はしたが、長年放置されていた山小屋はあちこち不具合が多い。

「どうした？」

　山菜採りを終え、ナイフや鎌の手入れをしていたウォルバーが立ち上がる。

　この小屋を選んだ理由は、里から遠く人目を避けられるというだけではない。崖がけから見下ろすような形で麓ふもとから登ってくる九十九つづら折りの山道を監かん視し出来るのだ。

「どのくらいの距離だ？」

「多分、後一時間くらい……」

　道が森にかかって視界から消える最後の折り返しにさしかかる前に見つけたのは、幸運と言ってよかった。もう少し遅れていたら、気付かないまま敵の接近を許していただろう。

「どうしよう……。逃にげた方がいいのかな……。でも……」

　シェバードは逡しゆん巡じゆんする。

　ここに居を構えた際に、メリットとデメリットの両方をウォルバーから教えられていた。

　他人との接せつ触しよくを避けやすい事、周囲の森が豊かで自給が可能な事、唯一の道がこちらから見張りやすい事。しかし最後の利点はそのまま欠点へと裏返る。即すなわち、逃げ道のない袋小路でもあるのだ。

　小屋の周囲はいいが、そこから更さらに奥へと踏ふみ込めば地元の人間もほとんど把は握あくしていない深い森で、危険な動物も多いと言われている。だからこそ、狩かりゆう人どや木樵の拠きよ点てんとして作られた小屋が放置される事になったのだ。更にその先は、まだ誰も越こえた事のない峻しゆん険けんな峠とうげだ。ここを捨てて逃とう走そうしても、助かる見込みは薄うすい。せめてもう少し早く勘づいていれば打つ手もあったのかも知れないが。

「……よし」

　短い思考の後、ウォルバーは小屋の隅に置かれている木箱を開き、中からひと振りの剣を取り出だした。

　落城の際に持ち出した、ランデルワース王家の剣。

　他の様々な貴金属はこれまでの放浪の中、命を繋ぐために売り払った。だが、これだけは手放さなかった。

　古い実用品で大した金銭的価値がないというのもあるが、父祖代々の精神的な至宝とでもいうべき品だからだ。もっとも、この事は王家とごく一部の近しい者しか知らないが。

　だからこそ、これまでの旅の中でもウォルバーが使う事はなかった。「これはシェバードが持つべきものだから」と言って。

「兄さん、何を……」

「俺がランデルワースの王子を名乗って、敵を引きつけて戦う。多分、負けて死ぬ事になるだろう。兵隊たちがその事を報告すれば、お前を追う者はいなくなる。安全に、生きていけるはずだ」

「駄だ目めだ、兄さん！　そんな事は！」

「シェバード」

　ウォルバーは真まっ直すぐにシェバードを見つめ、肩に手を置く。

　シェバードの視界に入るのは、ウォルバーの顔とその瞳ひとみの中に映る自分自身。

　血の繋がりはないのに、顔立ちは奇妙に似ていた。

　髪かみと瞳の色が同じなのは単なる偶ぐう然ぜんだが、何年もの間命がけの旅を共にした最も身近な存在。一〇代前半は単に肉体が大きく成長するだけでなく、これからどこへ向かうのかという変化の方向が決まる時間だ。そんな時期を一緒に過ごせば、共通点が増えるのも当然だろう。

　何よりもシェバード自身がウォルバーに憧れ、近づきたいと願った。

　それなのに、まだこんなにも遠い。

　ウォルバーは優やさしく微笑ほほえんでいるのに、瞳の中のシェバードは今にも泣き出しそうだ。

「お前は、生きろ。国の再興だとか、そんな事は考えなくていい。どんな生き方でも好きに選んで、生き続けるんだ。ただそれだけでお前の死を願う――死を必要とする者に対する勝利になる。たとえ誰だれも知らなくてもだ。真実を知らずに安あん堵どしている連中を、陰かげで笑ってやれ」

　それは王子にではなく、友に、弟に向ける言葉。

「兄さん……っ！」

　だからシェバードもこう答えるしかない。

　王子として「死ぬな」と命じる事は出来ない。

「泣くな。ふたりきりになった時から、いつかこうなるって覚悟していた」

「覚悟なんて……そんな言葉は、嫌いだ！　勝手に覚悟して、死ぬ事に理由をつけて……。そんなのはただの自己満足だ。覚悟があれば、何をしてもいいって訳じゃないだろ！」

「そうかもな。だけど、自分自身が納得し、満足出来ないなら、そんな人生は無駄なんじゃないかって俺は思ってる。いろいろキツい事もあったけど、お前と一緒に旅して、楽しかったし、満足してるぜ」

　もうシェバードには反論の言葉は残っていなかった。

　頭では理解している。今の未熟な自分では、ウォルバー以上の選せん択たく肢しを見つけられない。彼の提案に従うのが最良だ。

　シェバードが少し離れた樹に登ると、ウォルバーは小屋に火を放った。

　ほどなく、ふたりの敵兵が駆けつけてくる。

　ただ息を殺し、戦いをその目に焼き付ける。不思議なくらい、心は平静だった。むしろ麻ま痺ひしていたといった方が正しいかも知れない。

『シェバード』が崖がけ下したに身を投げ、小屋の火が収まり、ふたりの兵士が立ち去ってからどれほど時が経たっただろうか。

　シェバードは樹から下り、天を仰いだ。

　ウォルバー――僕ぼくは、俺は誓う。

　貴方が遺してくれたこの命、どんな生き方をするのも自由だというのなら、王国連合とその背後に君臨する魔ま皇こう帝ていに鉄槌を下すために使う。

　復讐など貴方は望まないかも知れない。

　けれど、己の満足こそがいちばん大切だと言ったのも貴方だ。

　王国連合を討ち滅ぼすまで、シェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースは決して満足しない！

　もちろん今の自分には力が足りない。たったふたりの兵士にもただ隠れているしか出来ない無力な子供だ。

　ならば力を身につけよう。

　知恵を、技わざを、策を。

　必要な物は何でも手に入れてみせる。

　シェバードは、腰から刃を抜ぬいた。

　それはウォルバーが使い、兵士に持ち去られた剣とは比べものにならない、小さなナイフだ。

　それを逆手に握り、切っ先を己の眉の上に当てる。

　瞼を閉じて慎しん重ちように――しかし、一気に皮ひ膚ふの上を滑らせる。

　感じたのは、痛みというよりも熱。

　これは、刻印だ。

　今この瞬間から、自分はただのシェバードではない。

　生きているシェバードであると同時に、ここで死んだもうひとりの『シェバード』の亡ぼう霊れいでもある。

　王国連合を討ち、魔皇帝を滅ぼすその日まで。




「……それが、俺の原点だ。剣も、軍略も、必要な事は全すべてウォルバー兄さんから教わったものが土台になっている」

「そう……だったんだ」

　語り終えたシェバードの笑えみが、僅わずかに和らいだのをアリンは見た。

「祖国の復興、悪政の打だ倒とう――そんな事はどうでもいい。ただ、俺の大切な人が奴やつらのせいで死んだ。ただそれだけの事だ。失望したか？」

「ううん、そんな事ないよ！　その方がいいって！」

　微かすかに自嘲するシェバードに、アリンは叫ぶ。

「面倒くさい理屈とか大義とか立場とか、そんな理由じゃないから、あたしは納得も共感もするよ！」

「わたしもです、我が主。わたしが威狼族の名を掲げるのも、それが実感出来る身近な家族だからです」

「同意表明。ロアロは概念としての像ぞう塊かい族ぞくは認にん識しきしており、像塊族が魔皇帝によってロアロを遺して滅めつ亡ぼうしたという事実を知っていますが、同族別個体との交流はありません。ロアロの行動規範は、全てシェバードによって起動して以降の経験に由来します」

「……俺が巡り会えた戦力がお前たちだった事を、嬉しく思う」

　顔を反らし、小さく呟く。

　運命や神に感謝するのではなく、ただ己の感情として告げる。

　それがシェバードの矜きよう恃じなのだと、アリンは理解した。

「でもさ。今の話でひとつわかった事があるよ」

「何だ？」

　シェバードが振り向いた。

「料理が得意で、拘る理由。宮廷料理人の息子むすこから教わったなら、当然だよね」

「あ……いや。それは別だ」

「えっ？」

「兄さんは何でも出来たが、その……料理だけは生まれつきどうしようもなくセンスがなかった。だから仕方なく、俺が身に付けるしかなかったんだ」

　思わず吹ふき出したが、それはそれで納得出来るとアリンは思った。

　ふたり旅の頃ころから自分の受け持ちだったから他人には任せたくないし、ウォルバーに頼り切りだった若いシェバードにとって大切な「自分の仕事」だったのだろう。

「最初は一〇年二〇年かけてでも少しずつ力を蓄え、連合に対たい抗こうする兵を挙げるつもりだった。まずそのために生き抜き、己を鍛えてきた。その途と中ちゆうでジェーナに出会えたのは幸運だったな。おかげで魔大陸の事情も知ったし、ロアロを見つけ、アリンとも合流出来た。一気に攻勢に転じられた」

「はは……。そう言われると、ちょっと嬉しい、かな？　あたしにしたって、シェバードのおかげで自分の生きる道が見つかったんだし」

「わたしも、新たな生き方に導いてくれた我が主には感謝してもしきれません」

「意見提示。ロアロは休きゆう眠みん状態のままでは経年劣化で機能停止する事は不可避でした。シェバードの発はつ掘くつにより起動し、存在意義及および行動目標を与あたえられた事は、当とう該がい個体ロアロにとって極きわめて高く評価すべき転機です」

　それぞれの言葉で、感謝が述べられる。

　シェバードの頬に、微かな赤みが差した。

「何にせよさ。上う手まく言えないけど、あたしはシェバードがスクードって人を殺さなくてよかったと思うよ。王国連合とか魔族とか、どうしても十把一絡げにして考えちゃうけど、倒さなきゃならない奴ってのをちゃんと見み極きわめないとね。ウォルバーを殺した相手でも、スクードは本当の意味での仇じゃないって事でしょ？」

「……勘かん違ちがいするな。許した訳じゃない。良心や理性、善性を持つ者にとっては死よりも厳しい罰があるというだけの話だ」

　そう言って視線を逸そらすシェバードの横顔には、少し照れたような拗ねたような色が浮うかんでいる。

「……我が主の深しん慮りよ、頭では理解出来ます」

　押し殺した声で呟いたのはジェーナだ。

「ですが叶う事なら、わたしは仇の喉のど頸くびを直接この刃やいばで切り裂きたい。ザルザスを殺したように、全ての敵の喉笛にこの短剣を、そして父祖である狼ろう精せいの牙きばを突き立たてさせてやりたいのです！　スクードはまだしも、ドノヴァンは全く許しがたい悪党。我が主は、奴へのとどめを他人任せにしても平気なのですか？」

　短剣を握りしめた手が小刻みに震えている。

「ドノヴァンなど所しよ詮せん数多い裏切り者のひとりだ」

　シェバードはあっさりと言い放った。

「俺おれやお前が直に断を下す価値もない。本当の目的を果たすための餌えさになってもらうさ。魔皇帝の道具として罪を犯したのなら、俺の――俺たちの報復の道具として、何も為さず残さず死んでいく事こそが、奴に相応しい罰だ」

「餌……ですか？」

「そうだ。魔皇帝が魔大陸の統一支配だけで飽き足らず、一部の連中を唆してまで王国連合を作ったのは、奴にとって人界が必要だからだ。ならば、手先である連合が瓦解すれば魔族の軍隊がこちらにやってくるしかない。しかも今回、幸運にも魔族の皇子とやらも敗れた。ならば魔皇帝自身が乗り出してくるだろう。それを――討うつ！」

　シェバードの口元には、相変わらず冷たい笑みが刻まれている。

　しかし、その拳が力強く握りしめられているのをアリンは見た。

　軍を少しずつ削けずって挑ちよう発はつしながら、敢あえて連合上層部に考える時間を与えた事。偽にせのシェバードたちの行動を放置した事。派は遣けんされた魔族軍と敢えて市中で戦った事。その上で犠牲が出ないよう市民を守った事。

　全ては、ここに至るための布石だったのだ。

　決して万全の余よ裕ゆうで立ち回ったのではない。

　目的のために精せい緻ちに積み上げられた、一手誤れば一気に崩れ落ちる、複雑な構造物としての策。

　パチパチパチ。

　不意に、間の抜けた小さな拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

「何っ？」

　真っ先に反応したジェーナが見上げる視線を、アリンやシェバードも追う。

　時計塔の頂点に、ひとりの少女が腰こし掛かけていた。

　足場も何もない場所にいきなり現れた手段は一目瞭然だった。彼かの女じよの背には翼つばさが生えているのだ。しかも右が赤銅色で左は白っぽいという不揃いの一いつ対ついが。

「ザルザス兄様もいろいろ頑張ったけど、こっちの世の中の事をちゃんとわかってなかったから負けちゃったって訳ね。やっぱり人間って面白いわぁ。策略に関しては、一歩も二歩も上って感じ？」

　話しているのが別の内容だったら、心地よく聞こえたかも知れない。しかし少女の甲かん高だかい嘲ちよう笑しようが、アリンには耳障りだった。

「あんた、何者？　見たところ魔族みたいだけど？」

「初めまして……って事になるのかな？　実は、ゼルイカの戦いでも本陣で見てたんだけどね。あたしの名前はグリギラ。お父様の使いとして人間どものやってる事を報告したり、陳状を魔大陸に届けるのが仕事」

　自己紹介すると、グリギラは手にした袋から豚の脇わき腹ばらを骨付きのまま仕上げたあぶり焼きを取り出してかぶりついた。

「対象認識。グリギラが魔皇帝の使者であると自じ称しようしたため、ロアロは当該個体を敵性存在と認識し、警けい戒かい対象とします」

　宣言と同時に流体が太い数本の触しよく手しゆに枝分かれして防ぼう御ぎよ姿勢を取る。

　攻こう撃げきに移らないのはまだ相手の意図が不明なのと、目一いつ杯ぱい伸のばしても威い力りよくある攻撃を届かせるのが難しいからだ。

　射程の長いロアロですらそうだから、アリンやジェーナでは身構えるしか出来ない。

「その翼……翼よく竜りゆう族か……？　いや、しかし……」

　魔族に関する知識を有するジェーナが口ごもる。

「何？　どっか変なの？」

「翼の色は個人によってさまざまだが、あんな風に左右色いろ違ちがいというのは、見た事も聞いた事もない。何者だ、貴様！」

「魔皇帝の娘むすめ――そして、魔皇帝は人間。そういう事だな？」

　ジェーナの疑問に答えたのは、グリギラ自身ではなく傍らのシェバードだった。

「さっすが正解っ！　あったまいいね、あんた。あたしが今まで会った人間の中じゃ最高かも！」

　けらけらと笑いながら、グリギラは歯で肉を刮ぎ、残った骨を放ほうり投げる。

「魔皇帝が人間……？　どういう事です、我わが主？」

「ザルザスもグリギラも魔皇帝の実子だとすれば、単一種の魔族ではないという事になる。複数の異なる魔族と子を生す事が可能な種族があるとすれば、恐おそらく人間だ。グリギラの羽根が不揃いなのも、人間の血が入っているが故ゆえの変異だとすれば納得出来る」

　神が気まぐれで、思いつくまま必要に迫られるままに作り出した種族は、「魔族」という大きな分類に括られてはいるが互換性は乏とぼしい。外見的には似ていても、異なる種の魔族の間で子供が生まれる事はほとんどなく、それ以前に異種族を恋愛や性の対象と見なす事自体が例外中の例外だ。

　だからこそ魔大陸に押し込められた後、各種族が棲すみ分わける社会が安定したとも言える。

「だが、人間は違う。生命の精髄が、時の導きによって最適化された結果の産物だ。神が先に作っていた多くの魔族に秘められた共通点を持ち、その上で高い可塑性――融通性を持っている。姿形が近い種族とならば、交わって子を生す可能性だってあるだろう」

「確かに……。一〇〇年の一〇〇〇倍を一〇〇〇〇回繰り返す間、大過なく成り立ってきた社会を覆そうと考えた魔族はひとりもいませんでした。争いの種が外部からやってきたものだという方が納得は出来ます」

「で、でもさ。魔大陸には灼しやく竜りゆうの結界が張られていたんでしょ？」

「そもそも結界は魔族を外に出さないためのものだ」

「あ……っ！」

　シェバードの説明に、アリンは思わず声を上げた。

　長い年月の間には力弱い魔族が網あみの目を抜けるように人界に渡った例があるように、結界も完全無欠ではない。そして何より、魔族を魔大陸に封じ込めるのが目的であって、人間の方が魔大陸に侵しん入にゆうするのを禁じている訳ではない。

　神の仕事が杜撰で、目先の出来事を「取りあえず」のやり方で片付けているだけなのは歴史を見ても明らかだ。起こりうる問題を想定して事前に手を打ったりはしない、頼りにならない創造主。

「はい。それも正解。魔族でもほとんど知らないのに、推測だけで言い当てるなんてすごいわぁ」

　小馬ば鹿かにした様子で、またグリギラが拍手する。

「お前が密使だというのなら、父親に伝えるがいい！」

　シェバードは剣けんを抜き、切っ先をグリギラに向けた。

「貴様が送り込んだ皇子ザルザスは殺した。遠くから糸を伸ばして操あやつっていた王国連合ももうすぐ崩ほう壊かいする。全てはこの俺――失われたランデルワースの王子、貴様の謀によって大切な人間を奪うばわれたシェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースが、魔族の姫ひめ三人と力を合わせて為した事だとな！」

　剣が到達する距離ではない。

　だが、言葉の切っ先が鋭するどく伸びる。

「魔皇帝。貴様に取れる最善の策は、大急ぎで大軍を率いてこの俺の首を取りに来る事だ。さもなくば、一年後か二年後か、人間世界の全軍が魔大陸に押し寄よせる！」

　単なるシェバードの虚勢や妄言ではない。

　ミューディやフランジェリーネらの世代が中心となって王国連合が改革されれば、それは充じゆう分ぶんに起こりうる事なのだ。

「何だか知らないけど、魔皇帝はあたしが生きてちゃ不都合なんでしょ？　つまりは、あたしが怖いって事じゃない。そっちが逃げたって、あたしはどこまでも追いかけて行くからね！」

　アリンも、届けとばかりに思いを込めて、拳を突き出して叫さけぶ。

「見え見えの挑ちよう発はつだけど、まあ、いいわ。確かにそのままお父様に伝えてあげる。見たまま聞いたままを報告するのがあたしの仕事だもの」

　言うと、グリギラの背の翼が広がった。

　サイズが拡大すると、不均衡の異形が更に強調される。

　羽ばたいて空の彼方かなたへ消えていく小さな点。

　それに向けたアリンの拳も、シェバードの切っ先もまだ下ろされてはいなかった。







（終）
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あとがき







　皆様、お待たせしました。

　今回はかなり力ずくで「物語の歩幅」を大きく取って話を前に進めたため、いろいろと手間取りました。この稼か業ぎよう、長くやってもなかなか慣れだけでは効率化が難しい事はあるものですな。

　今回も担当Ｎさんやイラストの朱あかさんには大いに助けられています。特にイラストは女の子が魅み力りよく的てきなのはもちろん、奥行きのある構こう図ずのバトルやゲストのおっさんなども読者の皆様にご堪たん能のういただけると思います。

　今回はスペースがないので取り急ぎこんなところで。

　では、次の巻でまたお目にかかりましょう！




二〇一三年一一月　　葛か西さい　伸しん哉や
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

葛西伸哉先生／朱先生







[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p233.jpg





item/image/p115.jpg





item/image/p221.jpg





item/image/p103.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　会議は踊る。策略は舞う



		第二章　挑発と激発



		第三章　生命の連鎖



		第四章　正義を嗤う者



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p255.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
e -
WIS AN TS FRTHHE S HE B QI






item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
—PROFILE

Eﬁf*ﬁ PIVLARP

BREHSEERER.

U?X IXT 4, N\=hDr—SVIBE, BLWMERZERDSA S/ NIUE
o FHEEIC [BRERRZBF EERBLME<] (HIXE) . [1VRyY
7)[/ NART=)L] (MFXEJ) 15,

%K s»

BEw, DZATDEDERZEDNNTET
HOLVBDHTETT,
http://419.sub.jp/

E1% B E D BERE RIS 2

2013412 1H WIRFAT

FH— B

BR=L GAb—F ®T— AWTFHAL ¥ - I

RATHE—HT R
FATH—RA AR E— Vv /8 T151:0053 HEARLAIX L 4 A2-15-8

K ©2013 Shinya Kasai J






item/image/p003.jpg
Faw—2 /005

DHIIED, RIE

PhFs L B3E 019

v 254

A fﬁd) JELEH 127

Bt HE 177
v¥u—2 226

BHENE 254

£9.,/024






item/image/p047.jpg





item/image/p201.jpg





item/image/p002.jpg
O$8 - MK~ K





item/image/p001.jpg
N

(.

BE MM

~

HUXE






item/image/p169.jpg





item/image/p209.jpg





